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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　今日までの積み重ね









　人となりを決めるのはその人が見てきた景色だ。

　ふとそんなことを思ったのは、母と妹が車をただ移動手段としてしか見ていないと気づいたからだった。

　彼女たちはドライブという概念を持っていない。車に乗るのはどこかからどこかへと移ることをスムーズにするためで、ただ乗るためだけに乗り、運転するためにだけ運転することを理解できない。

　自分と彼女たちの差がどこで生まれたのかを考えた時、それはきっと見てきた景色の差なのだと気づいた。

　自分は見てきた。

　制御できる限界を半歩超した速度の中で、すべてが溶け合って流れていく街を。家をなくしそこにしか自分の空間がなく、うずくまって見上げる車の天井を。どこかを目指すこともなく走り続けた末に、たどり着いてしまったどこでもない街角を。

　そして水平線に残った残照と、走り去っていった電車。

　後部座席できっと泣いていた吸血鬼を。

　そうしたものが記憶の中で積み重なっていって、自分にとって車とはもうただ車というだけのものではない。どこかへ行くための移動手段というだけではない。道具を擬人化して見ることはそれほど好きではないが、それでも最も概念として近い言葉を探すのならばそれはきっと「家族」になるのだろう。

　否いや応おうなく引き合い、そばにいることに疑問を抱かないのだから。

　そしてこの感覚は決して母親と妹には伝わらないものだ。彼女たちとは見てきた景色があまりにも違い、だから彼女たちが何をどう感じているのかも、きっと自分にはわからない。

　その日、シーモア・ロードがその提案をしたのはそんな考えがきっかけだった。母親と妹にドライブを提案して、すげなく断られた末にあれこれと考え、結果として彼は現在同じガレージに住む恋人にこういった。

「ねぇ、ルーミー。君ってどこまで高く飛べるの？」

　問いかけられたルーミー・スパイクが首を傾かしげる。

　白い髪の毛が頭の角度に従って流れ、細すぎるくらいに細い首筋が露あらわになる。それだけの仕草に目を奪われてしまうほど、ルーミーは隔絶した美しさを持っている。

「どこまで…………。試したことはないですけど、どうなんでしょう」

　そういったわけで仕事が始まる前に試すことになった。

　太陽が地平線に隠されるのを待ってから外に出る。工場と倉庫、ガレージばかりのこの地域は人通りも少なく、誰かに見られる心配は少ない。

　ルーミーが至極当然といった態度でふわりと宙に浮かび上がる。差し伸べられた手を握ると、シーモアの身体からだもまた地面から離れた。全体重のかかる右肩が悲鳴を上げるようなこともないので、何か奇妙な力が働いているのだろう。

　つま先をふらつかせてしまうような不安定感が遠ざかっていき、街灯が目前を通り過ぎる。工場の煙突を真横に見る頃には、もう高所への恐怖はなくなっていた。あまりの非現実的な状態に人間が持つ危機感が麻ま痺ひしてしまったのだろう。

「この辺ですかね」

「限界？」

「はい。シーモアさんが。そろそろ酸欠になっちゃいますよ」

　やがて地面よりも雲の方が近くなれば、そこにはもう、ただ爽快感だけがあった。

　学校をやめてしまった時のことを思い出す。二つとない壊れ物にハンマーを振り下ろすみたいな、否いや応おうのない潔いさぎよさ。

　いや、それに加えて感慨が一つ。

「………………遠いなぁ」

　ここから見下ろす街は、まるでミニチュアの作り物だった。

　遠近感が狂ったビルはおもちゃみたいで、その間を走り抜ける車はマッチ箱よりも存在感がない。街明かりの一つ一つ、それぞれの内側に誰かがいることを想像するのはまるっきり不可能で、通りを行ゆく豆粒よりも小さな人々は部屋の隅に集まった埃ほこりにしか見えなかった。

　足下へ黒い霧を集め、二人が立てる分だけの足場を作ったルーミーが、こちらを見る。

「そうですか？」

「そうだよ」

　遠いのだ。

　そして、これが吸血鬼の見る景色である。

　彼女の持つ能力はあらゆるものがこのスケールに揃そろえられている。人々の願いによって生まれた存在である、この少女は。

　何かを思うべきだと思うが、何も思わない。

　だからといって離れられるわけでもないし、この手を離す気もない。もうどうしようもないほどに、シーモア・ロードという人間の根幹にルーミー・スパイクは食い込んでいる。

　そう、どうしようもない。

　茫ぼう々ぼうたる砂漠、圧倒的な瀑ばく布ふと手でもつなげば、こんな気持ちになるのだろうか。どうしようもないほどの力だけが、ただそこにある。

　そんなシーモアの考えを知ってか知らずか、ルーミーが微ほほ笑えんだ。

「いい景色ですよね」

　シーモアは、うなずく。

「そうだね」
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一　過ぎ去らぬ過去









　新聞の文字を追ううちに言葉を聞き流していたらしい。

　シーモアが呼びかけに気づいた時、ルーミーの声は少しだけ不機嫌そうな響きを帯びていた。慌てて新聞をたたみ、口の中にあったサンドイッチを飲み込む。

「えっと、なんだっけ？」

　幸いにしてルーミーはそのつやつやとした眉間に寄ったしわをすぐに解いてくれた。

「今日、買い物をお願いしてもいいですか？　ちょっと夜から用事があって」

「あぁ、それくらいならいいよ。メモとかくれると助かる」

「そういうと思って準備しておきました。前みたいにむやみに高級なやつを買ってきたりしないでくださいね？」

　ルーミーの口調は注意というよりも、共有できる思い出話をそっと持ち出すような感じで、その子供みたいな態度にシーモアは微ほほ笑えんでしまう。

　缶とブリキ板で作った即席のテーブルに同じくついていたニベルコルとリンがそろって首を傾かしげる。見た目はでこぼこであるが、そうしているとやはり姉妹という具合だ。

「うー？」

「いえ、結構な量になりますから。車を持っている人に頑張ってもらいましょう」

「というか珍しいわね。何か用事？」

「サニーさんと料理教室に行くんです。美お味いしい料理を覚えてくるので、期待しておいてくださいね」

　さらりといわれた自分の妹の名前にシーモアは思わず瞬まばたきをする。

「え、君たちいつの間に仲良くなったのさ。一緒に料理習いに行くほどの仲とは知らなかったんだけど」

「ちなみにお母様には編み物も習ってますよ」

「待って。もしかして普通に実家に出入りしてる？」

　別にそれを禁じるようなつもりもないが、どうやらシーモアが仕事に出ている間、ルーミーも彼女なりの時間を過ごしているらしい。

　詳しく聞こうとしてもはぐらかすルーミーとあれこれ話しながら朝食──時刻的には昼過ぎなので厳密には昼食──を終え、車のキーを指先でくるりと回す。

　そうして仕事をしにいこうとして、しかしその前にルーミーに呼び止められた。

「あ、シーモアさん、待ってください」

　エセックスの扉を開きかけていた手を止める。

　振り返れば、ルーミーがその腕をこちらへと伸ばすところだった。両の手のひらが頭を挟み込んできて、緩い力で引き寄せられる。

　ルーミーの唇が額へと軽く触れた。

「はい、おしまいです」

　唇の触れていた辺りを指でこすりながら、シーモアは曖昧に笑う。

「最近お気に入りだね、それ」

「幸運のおまじないですから」

「サニーも、余計なことを教えてくれたよなぁ…………」

　幸運のおまじないと称して額にキスをするのは、シーモアたちが子供の頃に母親がしてくれたことだ。

　最近妹から聞いたというその行為のどこかがルーミーの琴線に触れたらしい。

「恋人同士なんですから、照れなくていいのに」

「恋人同士だから照れてるって訳じゃないんだけどね…………」

　ルーミーが積極的なのは嬉うれしいことだが、それが子供時代の記憶を刺激しないような行為ならばもっと嬉うれしかった。

「お熱いことねー」

「あ、ニベルコルさんもですよ。動かないでください」

「私はいいわよ！　そんな恥ずかしいこと！」

「あなたも照れなくていいんですよ。リンさん、協力してください」

「うー！」

　視界の隅で姉妹の小さい方が、大きい方に捕まっていた。

　これもまたここしばらくの日課のようなものだ。シーモアはさして気にせずに服装を整え、靴くつ紐ひもを縛り直す。抵抗してこそいるが、本気で嫌そうならばリンとルーミーとて押さえつけてまでキスをすることはないだろう。………………ない、はずだ。

　二人がかりで文字通りもみくちゃにされたニベルコルが、よろよろとやってくる。

「ねぇ、あの人、最近テンション高くない？　あんな人だっけ」

　ニベルコルがあまりにもげっそりしているものだから、シーモアはいたわりを込めて肩へと手を置いた。

「確かに最近のルーミーは…………変わったかなぁ？」

「変わったわよ」

　出会った頃のルーミーを思い出して、首を傾かしげる。

　一つ一つの要素を手に取って比べれば確かに変わっているのかも知れないが、日々の中で訪れたそれらの変化はなだらかかつ不連続的で、いつ何がどう変わったのかをつまびらかにすることは難しい。

　そんな内心が表れていたからだろう。

　呆あきれたようにニベルコルがため息をこぼした。

「こんなのと恋人なんだから、ルーミーさんも苦労するわね」

「確かに苦労するかも知れませんが────」

　いつの間にかリンへのおまじないも終わらせていたらしい。

　ほこほことした笑顔を浮かべているリンを連れて、ルーミーがすぐそばに近寄ってきていた。話をどこから聞いていたのか、彼女は穏やかに首を振る。

「────好きで恋人になったので、そういうことで苦労するのも嬉うれしいものですよ」

「………………」

　いや、やっぱり変わったなと思う。

　直ちよく截せつ的てきな言葉に頰に血が上っていくのを感じる。シーモアは慌てて車の扉を開け直し、その運転席に滑り込んだ。

「………………。おら、いくぞー」

「あれ、シーモアさん照れてます？」

「ちょっと、顔隠してんじゃないわよ」

「うるせぇうるせぇ。今日、車一緒に乗っていくやつは誰だっけ？」

「うー！」




　ホーンズビー・シガーストアの跡地へとたどり着くと、そこにはまだ焦げ臭さが漂っている気がした。先月、この街ではある意味平常運転の一騒動があって、その過程で建物がまるごと爆破されたのだ。

　四月の半ばを迎え、そこには今、代わりのように一軒家が建っていた。

　何の変哲もない、と表現するしかないような街角の家である。色いろ褪あせ、角の欠けた煉れん瓦が。足下から這はい上あがる蔦つた草くさ。歳月を経た窓ガラスは波が打ったように表面が曇り、ひなびた風ふ情ぜいは決して派手ではないが、多くの人々の郷愁を誘うだろう。

　それはそれとして、と思う。

「つい今月建った家がこの古さなの、変じゃねぇ…………？」

「うー」

　今日は仕事に同行しているリンが隣でうなずく。

　それから彼女は自分の鼻の辺りを指してひくひくと動かしてみせた。彼女が何かを感じているということは、やはり何か不自然なものが働いたのだろうか。

　まぁ、これも彼女らしいといえばらしいのだろう。

　先月はずいぶんと落ち込んでいたが、どうやら本調子を取り戻しつつあるらしい。これくらい不気味な方が彼女らしいと、シーモアはようやく再建が済んで招待にあずかったその家の扉を開く。

　内側は、外の様子からは一転していた。

「うわ、なんだこれ」

　そこは例えるならば暗がりに住む奇怪な蜘く蛛もの住すみ処かだろうか。

　二階建ての家の中はすべての壁と床がくりぬかれ、巨大な一つのフロアとなっている、のだろう。おそらく。

　室内は通常よりも一回り小さく感じられる。すべての壁面に不規則な配列で機械が並べられているためだ。おおよそ、それらは電話機なのだろう。見慣れた家庭用のものも、街角に置かれているようなものも、軍用とおぼしきかなり無骨なデザインのものも入り交じっている。

　見通しを極端に悪くしているのはあらゆる場所からあらゆる方向へと張り渡された電線である。熱帯雨林のごとく空間を埋めるそれらの線は、あるものは電源に繫つながっていて、あるものは電話へと繫つながっていて、あるいはシーモアでは用途も機能も理解できないような何かへも繫つながっている。

　あらゆる機械が立てるじいじいとした鳴き声めいた音が、耳から入り込んで背筋を搔かき乱みだすようだった。

「やあ、いらっしゃいませ、お兄ちゃん」

　その異質な空間の中央で、少女が膝を抱えていた。

　病んだ目つきと夜よりも不健全な黒髪が特徴的なその少女の名を、フランシーナ・ホーンズビー。ホーンズビー・シガーストアの店主である少女だ。

　あるいは、この有あり様さまを見るに店主であったというべきなのだろうか。

「よう、煙草たばこ屋はもう店じまいなのか？」

　この家の全体を見て取ることなど誰にもできないのだろうが、ともかくとして煙草が置いていなさそうなことは確実である。

　フランはそればかりが煙草屋だった頃と変わらない、足のつかないような高い椅子の上でくるくると回る。

「そうなりますかね。店を壊されてわたしもわたしなりに考えたんです。そろそろ時代に合わせて情報を売り買いする形を更新してもいいのかなって」

「その結果が、これか。まぁ、確かに最先端って感じはするけど」

　そういって辺りを見回し、シーモアは小さく首を傾かしげる。

　完全に記憶などしていないが、つい先ほどと配線の具合が変わっている気がした。それに風もないのに、宙を渡っている電線の一本が揺れている。

「…………うー」

　隣で小さくリンがうなる。

　同時に彼女はわずかに姿勢を前傾させ、シーモアをかばうように一歩前へと出た。

「リン？」

「あ、そっちの子にはもしかして見えてます？　生い立ちを考えれば当然ですかね」

　いったフランの背後で、何かが跳ねた。

　見えない何か。移動が素早いとか、室内が暗いとか、そういうことは関係がない。人の目には見えないという物語を持つ、どこにいても死角に収まってしまうような奇怪な感覚。

　その感覚をシーモアは別な時に覚えたことがある。

　隣に立つリン。彼女が妖精に力を借りた時だ。妖精たちの姿は決して普通の人間の目には映らず、その声と結果だけがこちらに届くのである。

　つまり、ここにいるのか。

「…………お前、一体何と仕事を始めたんだ？」

「さあ。わたしもよく知らない」

　フランはあっけらかんと笑う。

　その間も彼女の背後では何者かがしきりに動き続けている。電話をあちらからこちらへとつなぎ、時には配線をつなぎ直している。

「知らないって、おい」

「興味がないんですよね。わたしが好きなのはこの街のどこかに影響を与える、生きた情報です。誰にも正体がつかめず、誰にも興味を持たれない情報は趣味じゃないんですよ」

　ちらりと視線を背後へと向けて、フランは片目をすがめる。

「わたしが興味あるのは、彼だか彼女だかそれだかの機能です。どうやら某なにがしさんはわたしと同じ趣味を持っているようで。力を貸してくれるならそれでいいんです」

「だからってなぁ。そんな得体の知れないものと仕事なんて、やばいだろ」

「得体の知れないお兄ちゃんと仕事をしてきたわたしに、そんなことをいいます？」

　むぐ、と言葉に詰まるのはシーモアの方だった。

　今でこそ多少マシにはなっているが、フランと出会い、フランに興味を持たれた頃の自分は本当にろくでもなかったからである。

　それはそれとして、とそっと尋ねてみる。

「リン、あれ、どう思う？　やばそう？」

「うー？　うー…………」

「よくわからないけど、即座にやばいって感じのものでもない？」

「うー」

　いくら彼女が妖精の眷けん属ぞくだとはいえ、この世界に存在するあらゆる怪異、異常に通じているわけでもないのだろう。リンは暗闇を見つめて曖昧に身体からだを揺らしてばかりだったが、少なくとも彼女が直感的に敵と判断するような相手ではないらしい。

　それにしても、と思う。

　怪異にも慣れてしまったものである。吸血鬼との出会いを皮切りに、妖精や死神、ルーミーの話では狼おおかみ男に魔女なんかも実在しているんだとか。

　おそらく標準的な人間が一生に出会う怪異の数は大幅に超えただろう。別に平均を統計で調べたことはないが。

　そして同時にこうも思う。

　世界も、慣れたものだと。

　怪異に。

「お兄ちゃんも気づきましたか」

　フランが一度手を打ち鳴らす。

「今日お招きしたのは新しい家を見せたかったというのもありますが、お兄ちゃんにこれを肌で感じておいて欲しいなと思いまして」

　少し前ならばこんなことはあり得なかった。

　突如として影も形もなかった古い家が街中に現れることも、その家の中で得体の知れないものが影の中を這はい回まわることも。まして怪異と人がそろって仕事をするなど。

　だが、それらの異常は厳然としてここにある。

「怪物が増えている…………？」

「というよりも、多分ですけど、隠れていたものが出てきたんだと思いますよ。出てくることができる、出てきてもいいんだと、多くの人が目にしてしまいましたから」

　思い出すのは少し前のこと。屋上から落下する自分と、白昼を切り裂いた夜空。日の中を飛んできた吸血鬼。

　それら全部が、多くの人の目に留まった。

　あの夜空は街中の空を見上げた全員が見たし、写真も撮られて出回った。その原因を街の片隅に住む運び屋と吸血鬼に結びつけるような愉快な推理は誰もしなかったが、新聞やラジオを通じて科学的な、あるいは空想的な仮説は数多あまた語られた。

　そしてきっとその誰もが気づいている。

　あれは全くの未知なのだと。これまで自分たちが知ってきた世界の理では説明がつかない、あり得ざるはずのものが確かにあり得ているのだと。明文化されていなくとも、自覚はなくとも、しかし知ってしまった。

　あの夜空だけがすべての原因だとは思わないが、一つの契機にはなったのだろう。人々の意識が変わったし、もしかしたら怪異たちの意識も変わった。

　意識が変わったというだけで、この世界を変えるに足る十分な原動力だ。

「気をつけてくださいね、お兄ちゃん。もしかしたらこの街は今、前の大戦よりももっと大きな変革の中にあるかも知れないんですから」

「声にわくわくが隠し切れてないぞ、覗のぞき魔め」

「こうして人の役に立つこともしているんですから、ちょっとした喜びくらいは許してくださいよ」

　口を三日月のように裂いてフランが笑っている。

　フランとこれ以上話をするべきか一瞬考え、やめる。今はリンがいる。もしもその変革とやらに血なまぐさい要素が既に生まれているとしたら、それをこの少女の耳に入れたくはない。

　その代わりに、シーモアは大げさに伸びをしてみせた。

「ご忠告どうも。しかしどうしようかね。煙草が買えないとなると、ここ以外の場所で情報を買うってのも手だよな」

「お兄ちゃんならそういうと思ってました」

　フランが何かをこちらへと投げてくる。

　シーモアは受け止めようとしたが、それよりも速く、隣で動くものがあった。

　リンである。

「うー！」

　彼女は手の中に収まった煙草の箱をチラリと見て、得意げにこちらへ差し出してくる。

「…………あー、偉いぞ」

「うーっ！」

「でも過保護。格好つかないからあんまりやらないでくれよ」

「…………うー」

　しょんぼりと肩を落としたリンに苦笑しながら、投げつけられた煙草の箱を開く。一見してありきたりな紙巻き煙草だが、すぐに気づいた。一本の煙草の中に細くキツく巻かれた紙片が差し込まれている。

　内容は見なくてもわかる。

「仕事の依頼、これですることにしたのか？」

「お兄ちゃんにまだうちに来て欲しいなーっていう妹心ですよ。喜んでください」

「わーい」

　適当にいいながら、煙草の箱を懐ふところへ。

　細かい仕事の内容は後で確認すればいいだろう。フランからの依頼ならばそれくらい鷹おう揚ように受けてもいい。

「じゃ、またな。悪巧みはほどほどにしろよ」

「あ、仕事が終わったらその紙は燃やしておいてくださいね。煙草に差し直して、燃やして吸うと大変かっこいいです」




　料理教室と聞いてやや仰々しいものを想像していたが、実際には近所の女子や主婦を集めての交流会のような性質も持っていたらしい。

　そう考えると夜に入ってから始まるという時間帯のおかしさも少しわかる。今日一日の仕事を終えた女性たちのささやかな癒やしなのだろう。

　そう判断し、無意識に適切な笑顔をシーモアは選ぶ。

　仕事向けよりは少し隙を大きく、相手との距離を適切に保つための壁としてではなく、むしろその壁を崩して懐ふところを広くするようなつもりで。そうした仕草は身体からだに染しみついたもので、具体的にどうしようと考えることもなく彼は行っていた。

　エセックスの扉に寄りかかって立つシーモアのもとにルーミーたちが現れたのは、彼が何度目かにきゃあきゃあという女性たちへと手を振った後でのことだった。

　流れに乗って出てきたサニーが、こちらに先に気づく。

「あ、兄さん。待っていてくれたんだ」

　シーモアとほとんど変わらない長身は、料理教室が行われたらしい邸宅から出てくる人々の中でも頭一つ抜けていた。

　美しさという意味で頭一つ抜けているルーミーと並ぶと、その二人組は驚くほどに目立つ。どうやらこの料理教室を──おそらく何割かは趣味で──やっているらしい家主の女性へと手を振りながら、シーモアはそんな感想を抱いた。

　シーモアが誰に手を振っているのかと背後を見て、サニーが呆あきれて眉を持ち上げる。

「兄さん、まだそんなことしてるの？」

「そんなこと？」

「女の人を見たら鼻の下を伸ばさずにはいられないのかって話」

　思わず手を鼻の下にやる。

　軽くこすってからキメ顔を作り、一度片目をぱちりとつむる。サニーはくるりと目を回して、隣に立つ吸血鬼へ問いかけた。

「ルーミーさん、どう思います、この兄」

「まぁ、ほら、シーモアさんの仕事に必要なものですし、愛あい想そって…………」

「ほら、ルーミーもそういってくれてるし。そういえば料理教室はどうだった？　どんな感じの話をしながらやってるの、ああいうのって？」

「それは、あー…………」

「聞いちゃダメよ。デリカシーがない兄さんだなぁ」

　そういうものだろうか。

　世間の普通の女性や少女がそうするように、男には聞かせられない秘密の噂うわさ話ばなしに花を咲かせるルーミーというのはちょっと想像がしづらい。

　だがそもそもとして、秘密だから想像ができないという方が正しいのかも知れない。

「そーれーよーりー」

　サニーがその長身を曲げて人差し指をこちらへと向けてくる。

「『ほら』じゃないのよ。大事な話なんだから流さないの。兄さんの今までの女性遍歴とか、遊び癖に文句をいうつもりはないけど、今はちゃんとルーミーさんと付き合ってるんでしょ」

　家を出て暮らしていた頃も最低限の交流はサニーとは持っていた。当然ながら一番荒れていたシーモアの生活を──もちろんシーモアは本当にまずいことはいつも隠していたが──ある程度サニーは知っている。

　過去の生活態度の悪さをおおっぴらに口にされ、ほんのりと気まずさを感じる。そのままシーモアは視線をルーミーへと向けて、ぎょっと目を見開いた。

「………………」

　ルーミーがむっつりと黙り込んでいたからだ。

　表情はほとんど変化していないが、眉の角度が僅かにだけ変化している。その表情に変化を生むまいとする態度が、むしろ彼女の内心に生まれた屈託の大きさを表していた。

　恋人の過去に触れられそこに不快感を示す。

　人間の感情表現でそのまま言い表すならば、それはきっと嫉妬になるのだろう。

「ルーミー…………？」

　そのことに酷ひどく戸惑いを感じてしまうのは、その感情があまりにも吸血鬼からは縁遠く思えるものだったせいだ。

　これまでもシーモアの過去の素行の悪さが会話の端々に語られることはあった。

　そうした時、ルーミーは特に目立った反応を示していなかったはずだ。だから彼女はそうしたことには関心がないのだとてっきり思っていた。

「そうですね。シーモアさん、女性に人気ありますもんね」

　どう見ても、今のルーミー・スパイクは拗すねていた。

　シーモアと同じ感想をサニーもまた抱いたのだろう。サニーが慌ててその長い両腕をぶんぶんと振って、そういった意図でいったことではないのを示そうとする。

「ち、違います、違います！　そういう悪い兄さんだったのももう昔の話ですし！　ね、兄さん！　もう遊んでないよね！」

「そ、そりゃあそうだろう！　大体僕がどれだけルーミーのことが好きなのか、言葉で伝えられないのが残念なくらいでさぁ！」

「言葉以外でも表してくださっていいんですよ？」

「するする。君に愛を疑われないためなら何でもするって」

「本当ですか？　どんな行動でも？」

「それは…………つまりこういうこと？」

　ひょいとシーモアは大きく両腕を広げてみせる。わかりやすいハグの仕草に、視界の端で顔を覆ったサニーがきゃあきゃあといっていた。

　が、ルーミーはそれに応じることもなく、してやったりとばかりの笑みを浮かべる。

「ハグはいいので、明日のゴミ出しお願いしていいですか？」

「うぐっ、面倒くさい家事だ…………」

「何でもしてくださるんですよね？」

　シーモアが嫌いな家事は百個も二百個もあるが、当然ながらゴミ出しはそのうちのひとつだ。大仰にため息をこぼす。

　とはいえ、これで手打ちということなのだろう。

　本気で拗すねたのかも知れないが、それでも一旦不問にするという落としどころを作るための冗談。ならば甘んじて受け入れねばならない。

「そもそもルーミーさんに家事を任せっきりなの、やめなよ兄さん」

　サニーが呆あきれ顔がおだったが気にしないことにした。

　過去のことは過去のこと。今はそれなりに真面目でそれなりにまともな、それだけしか価値のない自分を受け入れて生きていこうという気持ちなのだ。

「さ、帰ろうか────」

　シーモアは仕草でルーミーたちに車に乗るよう促そうとして、

「────パパ！」

　とん、と背後から軽い衝撃を感じた。
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　犬か何かに飛びつかれたような感覚と、同時に耳に届く聞き慣れない言葉。伸ばされた小さな手が自分の腹側へと回ってきたことで、どうやら誰かが──それもシーモアの腰ほどまでしか身長がないような誰かが抱きついてきたということを理解する。

　首をひねって見み遣やれば、そこには幼い少女が一人いた。

「………………うん？」

　不明瞭なうなり声を上げたシーモアへ少女が笑いかける。

　無む垢くそのものの満面の笑みだった。

　その笑顔のまま、爆弾をぶち込んできた。

「やっと見つけた、パパ！　サム、パパに会いたくてきちゃったんだ！」

　空気が凍る。

　数秒、誰が何をいうこともできない、どうしようもない停滞があった。そしてシーモアとサニーがそれを同時に破ることになった。

「「えぇぇええええええええええええっ!?」」




「サムだよ！　パパに会いにきたの！」

　狭苦しいガレージに器用に収まったエセックス。

　そのボンネットの上で少女──サムはそういった。それから、彼女にとって日付も変わるこの時間は遅すぎるのか、一度大きくあくびをする。

　彼女に突然飛びつかれてから少し後のことである。料理教室の前でご近所の噂うわさの種を振りまく気にもなれず、仕方なしにその少女を連れてガレージへと帰ってきていた。

「はぁ、えっと、なるほど…………」

　サムの言葉に曖昧にうなずく。

　肯定にしろ否定にしろ、はっきりしたことをいったら大変なことになるという、そういう予感だけははっきりしていた。

　冷や汗を背中に感じながら、そっと問いかける。

「その、パパっていうのは…………」

「パパだよ！　あなた、シーモア・ロード！」

「うぐっ」

　はっきりと名前をいわれてしまった。これではしらを切ることもできやしない。いや、しらを切ると決めたわけではないし、しらを切らなければいけないような事実があるとも認めていないが。

　額を拭いながら、少女を改めて観察する。

　黒に近い茶色の、地味な色をした髪の毛を腰の辺りまで長く伸ばしている。くりくりとした緑色の瞳は興味深そうにガレージのあちこちを走り、そしてその中でもひときわ多くシーモアに向けられる。

　視線がこちらに向くたびに、シーモアは針でチクチクと刺されるような居心地の悪さを覚えた。サムの視線は好意的なものだが、そういう問題ではない。

　そして、これがとても重要なこと。

　見たところサムの年齢はニベルコルやリンよりもやや下、十歳には少し足りないくらいに見える。十年前くらい…………と想像してシーモアは思わず遠い目をした。

　学校をやめ路上で暮らし、一番生活が乱れていた頃である。

「その…………心当たりは？」

　ちょうど帰ってきて、話を聞いていたニベルコルがそっと身体からだを寄せ、小さく問いかけてきた。その背後でリンもハラハラとした様子でこちらを見つめている。

「…………アンバーか、エリー。あのくらいの年齢なら、ナタリア…………いや大丈夫、大丈夫だったはず…………！」

「何も大丈夫じゃないことはよくわかったわ」

「いやいやいやいや！　僕に子供がいるわけないだろ!?　いないって、多分！」

「えっ」

　小さく声を上げたのはサムだった。

　見開かれた彼女の緑の瞳に、みるみるうちに涙の粒が盛り上がっていく。

「パパ、サムのこと、娘だって思ってくれないの………………？」

「うぐぅ!?　いや、その！　何かがですね！　それを認めると何かが危うくてですね！」

「サムは、一目見てパパのことをパパだって感じたのに…………！」

　今度は明確に言葉に詰まる。

　それは、確かにそうだった。

　これが血の繫つながりなのだろうか。突然現れた娘を名乗る少女を一言で否定せず、わざわざ家まで連れ帰ってきたのは同じことをシーモアもまた感じているせいだ。

　多分、この少女は自分と何か関係がある。

　そんな感覚がある。

「だとしても娘ではない…………！　僕はそういうとこしっかりしているタイプの屑くずだったし…………！」

「まぁ、あたしはあなたがどんな屑くずでもどうでもいいんだけど、言い訳する方向が違うんじゃないかしら」

　ニベルコルが肩をすくめ、ひょいと手で一方向を示した。だらだらと汗を流していたシーモアは、一層それが流れ出すのを感じた。

　その方向に、ルーミーがいるからだ。

「………………………………………………………………………………」

　無言であった。

　サムが現れてシーモアの娘を名乗って以来、ルーミーは全くの無言であった。その顔には一切の感情がなく、凪なぎのように静まりかえっている。彼女がシーモアやサムに対してどんな感慨を今抱いているのか、何一つとして見いだすことができない。

　そのことが酷ひどく恐ろしくて仕方がない。

「あ、あのー、ルーミーさん。これは違うんですよ。ちょっとした手違いでして」

「………………………………………………………………………………」

「というかまさか今になってこんな事態が発生するとは……。過去の僕は実際そういうやつだったので、そこに言い訳はできないんだけど……」

「………………………………………………………………………………」

「そう考えると、この件についてはもう、謝るしかないんだよなぁ。だからせめて先にどれくらい怒っているのか教えてくれると助かるんだけど……」

　ごにょごにょとシーモアの言葉がしぼんで消えていく。

　その口が完全に止まってしまったところで、ルーミーはようやくというように一度瞬まばたきをし、ゆっくりと口を開いた。

「…………。そこまで先にいわれると怒りづらいじゃないですか」

　深い深いため息がそれに続く。

「というか、元からそんなに怒ってはないですよ。シーモアさんがそういう人なのは、最初から知ってましたし、知った上で恋人になったんですから」

「ルーミー…………！」

「あ、でもなんかそれでも気分は悪いので、死ぬ気で機嫌を取ってくださいね」

「そ、それはもちろんでございます！　死ぬ気でとりあえず足なめさせていただきます！」

　腰を低くしてすり寄っていったシーモアを、雑にルーミーが蹴っ飛ばす。

　ルーミーは立ち上がってサムに近づいていった。ボンネットに座っている彼女に視線を合わせるため、軽く膝を折る。

「初めまして、サムさん。私はルーミー・スパイクです」

　子供に向けるために作られたとわかる笑顔と、穏やかな言葉。

　しかしサムの顔に浮かんだのは不審者に相対したような当惑で、彼女はシーモアの方へと振り向いてくる。

「あの、パパ。このおばさん、誰？」

　すぱりとした失礼な物言いに、ルーミーの頰がひくりと引きつるのが見えた。

「ルーミー・スパイクです。二度目ですが。今、シーモアさんと交際をしています」

「えっ、パパ恋人いるの？　ママは？」

　純粋な問いかけが大変に痛い。

　ルーミーもまたそうした物事を子供に語って聞かせるつもりはないのか、その質問には触れずに、自分の質問を投げかける。

「それ、私も聞きたかったです。シーモアさんの子供ということですけど、具体的にお母様のお名前を聞いてもいいですか？」

「……………………むぅ」

「サム、お願いだから素直に答えてくれ。僕の胃が保たない」

「んー、でもサム、いわないよ。だってママがいわない方がいいっていったもん！」

　サムが得意げにその小さな鼻をひくつかせる。

「ママが誰かわからない方が、パパはきっと助けてくれるからって」

　とりあえず、と思う。

　この少女の母親が誰であるかはさておいて、その人物がシーモアのことを知っているのは間違いない。その物言いは、明らかにシーモアのことを知っていないと出てこない。

　そして実際、迷惑をかけたりかけられたりして過ごしていたあの頃の誰かがこの子をたどった先にいるのかと思うと、限りなく見捨てづらくなったことは事実である。

　シーモアはぐりぐりと頭を擦って、首を振る。

「サム。君、お母さんのところに帰ることはできる？」

「無理！」

「帰れない？　家はどこなんだ？」

「おうちはないよ！　だからママが会いに行けって！」

「…………。家がないような、なんか切迫した事情がある」

「事情があることはいっちゃダメってママに習った！」

「なるほど。まぁ、なかなか素敵な教育をするお母さんだったみたいだね」

「『おかあさん』じゃなくて、パパの恋人だよ！」

「うぐぅっ！」

　だからそういうことはやめて欲しい。

　一言言われるたびに寿命ががりがりと削り落とされている気分になるのだ。

「で、シーモア。結局どうするの、その子のこと」

　そういいながらも、ニベルコルの言葉はシーモアの答えをすっかり予想してしまっているような響きだった。

　実際、そうではある。

　シーモアはちらりと視線をルーミーに向けようとして、結局答えが同じであることに気づいてやめた。

「まぁ、その。助けるしかないよね」

　背後でルーミーの大げさなため息が聞こえた。







「パパ、起きてー！」

　どん、と腹の上に乗った衝撃でシーモアは一度呻うめいた。

「起きて、起きて、おーきーてー！」

「わかった。わかったからやめてくれ。吐く」

　どうにか目を開ければ、案の定そこにはサムがいた。彼女は子供にしか実現できないような寝起きのテンションの高さで、シーモアの上で飛び跳ねている。

　ガレージの隅にブランケットだけをかぶって転がっていたシーモアは、身体からだのあちこちにバキバキとした痛みを覚えながら起き上がった。時刻は昼過ぎ。夜と昼の境を生きるものたちにしては標準的な起床時間だ。

　ぴたりとサムがすり寄ってくる。その態度は人間の少女というよりは、犬か猫を相手にしているような気分にさせられた。高い体温と多い毛量も実にそれっぽい。

　同じ時間帯にルーミーは起き出し、先に起きて昼間の仕事をしていたバーズアイ姉妹は外から帰ってくる。

　そうしていつも通りに一人を加えたガレージの中を見て、シーモアは出し抜けにいった。

「いや、狭いな、おい」

　元々はシーモアが一人で生きていくためだけに借りていたガレージである。

　それがいつの間にか一人増え二人増え、気がつけばこの人数だ。どうにかやりくりしてきてはいたが、もう限界という感じがありありと漂っていた。

　朝食を準備しようと身体からだをひねっていたルーミーが、べったりとした視線をこちらに向けてくる。

「それもこれも、シーモアさんが次から次に女の子を拾ってきちゃうからですけどね」

「いや……その……女の子なのは単なる偶然だし…………！」

「そこも問題ですけど、今問題なのはそこじゃないですよね？」

　シーモアは曖昧に視線をさまよわせる。

　一時的にならばエセックスを路上に出し、シーモアがそこで寝起きするなどで無理矢理スペースを確保することはできるが、どうしたってそれはその場しのぎだ。

　どうしようか、と悩むシーモアの隣でサムがニコニコと笑っている。

「サムはパパと一緒にいられるのならどこでもいいよ！　どこか別の場所で一緒に暮らす？」

「そうするなら私とシーモアさんが別で暮らします。そうするのが自然ですから」

「えー、家族が一緒に暮らす方が絶対普通だよ。ねー、パパ。パパもそう思うよね？」

　ずばずばとした物言いにシーモアの胃がねじ切れそうだが、サムとしてはそれほどこの会話にこだわるつもりはないらしい。

　彼女は朝方に仕事をしてあくびをしているリンへと駆け寄り、両手を広げる。

「リンお姉ちゃん、おはよー！　ぐるぐるしてー！」

「ううー！」

　リンがサムの脇へと手を通し、その身体からだを軽々と持ち上げる。そのまま器用に狭い空間で彼女の身体からだを振り回し始めた。

「うわーい！　ひゃほーい！」

　リンの体たい軀くにも物もの怖おじせずに懐なついているらしいその様子を見て、シーモアは眉を下げる。それ自体は喜ばしいことだが、ああも人ひと懐なつこいのがサム本来の性質なのだとしたら、どうしてルーミーとの会話は毎回あんな有あり様さまになってしまうのだろうか。

「そりゃ、独占欲でしょ」

　ひょいと覗のぞき込んできたニベルコルがすぱりと答える。

「…………こっちの内心を勝手に読まないでくれよ」

「二人とも子供だから、あなたが他の誰の何かであるってことを初めて知ったんでしょ」

「二人って…………」

「ルーミーさんもよね。あんな風に意地を張って」

　まるっきり幼いサムが、一応父ということになっているシーモアに対してそういう子供のような強い感情を振り回すのはわかる。

　だが、ルーミーにそういう印象はない。

　いや、なかっただけなのだろう。変わったのだ。昨日のサニーとの会話への反応も合わせて、きっとそういう風に変わったのだ。

「………………愛されてるなぁ、僕」

「その愛も！　こんなことばっかりだと冷めちゃいそうですけどね！」

　がん、と強い勢いで朝食が床に置かれる。ルーミーから注がれる冷たい視線に、シーモアは背筋を震え上がらせた。

　いつも以上に騒がしい朝食を終え、仕事の準備へ。

「今日はちょっと急きゆう遽きよだけどニベルコルについてきてもらおうかな」

「あら、いいの。私の分の仕事が一日遅れることになるけど」

「いいよ。どうしようもないのは後で手伝う。ほら、さすがにサムを家に一人で置いておくわけにはいかないし」

「今日、パパと一緒にいれるの!?　わーい！」

　サムが元気よく抱きついてくる。

「じゃあいこっ！　すぐいこっ！　えへへ、やったー！」

「一応いっておくけど、仕事だからな？」

「知ってるよぉ。お利口さんにできるもん！」

　シーモアの手が引っ張られ、その足がエセックスへと向かう。

　その背中へ小さくルーミーが手を伸ばしかける。

「………………あ」

　振り向いて、シーモアは笑う。

「おっと、そうだった。はい、どうぞ」

　どういった表情を浮かべればいいのかわからないという顔で、ルーミーがその唇を額に寄せてくる。ふと思い立って、普段ならばそれで終わるおまじないに、シーモアはもう一つ付け加えることにした。

　そういって、シーモアの方からルーミーの額に唇をつける。

　つやりとしたその感触を僅かに感じてから、すぐに離した。

「じゃ、いってくるよ。無事を祈っててね」

「……………………こんなことでごまかされませんからね」

　ルーミーはむっつりとした顔を保ちながら振り返った。

　少なくとも彼女はそのつもりだっただろう。

　だが背後を見るその間ま際ぎわ、どうしようもなく緩んだ口元を隠し切れてはいなかったので、今ので正解だったに違いない。

「あ、パパずるい！　サムも、サムも！」

「ははは。困ったな。身長が違いすぎて届かないや。ごめんね」

「しゃがんで！　しゃーがーんでー！」

　適当にサムの頭を撫なでながら、シーモアは改めて車に乗り込んだ。




　車で配達すべき仕事を一通り終え、その後ようやく始まった本命の仕事は、見た目上とても地味なものだった。

　やることはシンプルである。ここに来る途中で指定された場所から回収した大量のビラを抱え、家々の玄関の隙間へと押し込んでいく。それだけ。

　ただ少し奇妙な点があるとすれば、ビラは複数の種類が用意されており、これもまた事前に渡されたメモの指示に従って家に入れるビラを選択しなければいけないところだ。家の大きさや世帯の名字、あるいは番地の数など様々な変数に応じて入れるビラは変化し、時には入れないことも選択しなければならない。

　自分が実験室のマウスか、テストで算数の問題を解かされ続ける生徒にでもなった気分でシーモアはビラを配り続ける。

　その隣でニベルコルが首を振った。

「また変な仕事ね。意味あるの、これ？」

「あるかどうかでいえばあるんだろうけど」

　そういってシーモアは手の中でメモを揺らめかせた。

　フランから渡された煙草の中に押し込まれていた紙切れである。このビラ配りこそが、フランが昨日依頼してきた仕事だった。

「もしかしたら意味があるかを確認中なのかもね」

　情報屋である彼女は、その店を爆破されるという形で一度仕事への自信を砕かれている。

　そうして始めた新しい事業があの電話とラジオの集積地のような店であり、その効果のほどがどれくらいなのかはフラン自身にもきっとつかめていないのだろう。

　こうしたビラ配りも、おそらくは自分が電線の束を通じてどういった影響を与えることができ、あるいは与えることができないのか、把握するための活動の一環に違いない。シーモアはそう予想する。

　もちろん、ニベルコルに必要以上につまびらかにはしないが。

「いやぁ、それにしても、持ち物が多いから一人増えるだけで大助かりだよ。それに、今日はサムもいるしね」

「あんたねぇ、そうやって面倒なことをまたあたし任せに…………ほら、サム！　勝手にふらふらしないの！」

　話している最中にもどこかへと離れていこうとするサムに、慌てた様子でニベルコルが走り寄る。その面倒見のよさは生まれつきのものなのか、それとも姉としての生活が養ってきたものなのか。

　どちらにせよ、興味深そうにあちこちをうろつくサムの世話はニベルコルに頼んでしまって大丈夫そうだ。二人の後ろ姿を眺めたシーモアは、勝手にそう判断して手元のメモに集中する。変数が多いせいで割と手間がかかるのである。

　ニベルコルがサムを連れて戻ってくる。そのサムの手の中にチョコレートキャンディーが収まっているのを見て、思わず微ほほ笑えんでしまう。

「何よ」

　その暖かな視線が気に食わなかったのか、ニベルコルがねめつけてきた。

　ただ日頃のそれに比べれば随分と迫力不足だ。

「いやいや。君も成長したんだなって」

「親みたいなこといわないで。気持ち悪いわ」

　かつて出会った頃のニベルコルは、そのチョコの一かけすらも他人に与えようと思わず、与えることもできない少女だった。

　それが今や出会ったばかりの見知らぬ子供にチョコを分け与えられるようになったのだから、シーモアが日々胃をすり減らしながら会社を経営している甲か斐いもあるというものである。

「パパ、パパ、知ってる？」

　ひし、とサムが腿ももの辺りにひっついてくる。

「チョコって甘くて美お味いしいんだよ！　すっごく甘いの！」

「へぇ、それはいいことを教えてもらったかもだ」

「むぅ…………感動が足りない！　もっと驚いて！」

「そんな今日初めてチョコを食ったんでもないだろうに…………」

　シーモアがいいながら視線を向けず、ビラを誰かの家の玄関に突っ込んでいたのは、どうしたって子供に対する苦手意識があったからだ。

　人を煙けむに巻まいたり、眉をひそめさせたりする類いのジョークが好きな口の持ち主からすると、それが通じない相手は大体苦手としている。純真な子供というのはその最たるものである。

　そのシーモアの後をひよこのようについていきながら、サムがチョコをかじる。

「えー、食べるの初めてだよー！」

「へえ…………？」

「初めてなこといっぱいですごく楽しい！　車にも初めて乗れたし！」

「あのね、初めてなことには危ないこともあるんだから、一人でどっかに行かないの！」

「お姉ちゃん、こわーい！」

　きゃっきゃと騒ぐ少女たちに首を振って、なくなりかけたビラを抱え直す。そうしてシーモアは次の家の玄関へと歩み寄って、

「おっと」

　ビラを差し込もうとした瞬間、扉が開いた。

　どうやら家の中から出てきた人物も、そこにシーモアがいると気づいて出てきたわけではないらしい。偶然そこに立っていた男に対して、シーモアの妹よりは若そうな少女が一度瞬まばたきをする。彼女に対して何か言い訳を口にするよりも早く、少女がこちらの顔を見て声を上げた。

「運び屋さん！」

「…………はい？」

　僅かに困惑。

　どう見ても少女は日の当たる世界の住人で、シーモアのような運び屋に縁が生まれる類いの人間ではない。最近はシーモアもまっとうに暮らしてはいるが、それでもやはり高校生くらいの少女が運び屋に仕事を依頼することなどないだろう。

　が、程なくして彼女の顔に散らばるそばかすが、シーモアの海馬を刺激した。

「あー、いつかの、ラジオの！」

　苦い味が舌に広がったのは、シーモアにとって心地よい記憶ではないせいだ。

　ちょうどニベルコルとリンが家に駆け込んできた頃、シーモアはマフィアからの依頼でラジオの原稿を運んだことがある。正確にはマフィアが強奪した原稿を、だが。

　そしてその原稿の正当な持ち主だったのがこの少女だ。

　高名な脚本家であり既にこの世を去った人物であった彼女の父親。その父親が遺のこした最後の作品の原稿をマフィアが奪い去り、一時的にシーモアの手元にそれが回ってきた。まだシーモアが運び屋を会社として設立するよりも以前の話である。

「その節はありがとうございました！　運び屋さんのおかげでお父さんの形見の原稿も戻ってきて、お礼をいいたかったんですが運び屋さんの名前もわからず…………！」

「あー、いやいや。いわないでください。ほんとに。マジで」

　あの時は色々あって、シーモアはこの少女を見捨てた。運び屋としての役割に徹して、この少女に返すべきだった原稿をマフィアへと渡したのだ。

　その原稿が結果として少女の手元に戻ったのはちょっとした偶然と、多大な幸運のおかげでしかない。

　据わりの悪さに首元をごりごりと擦って、それから視線を左に逃がす。

「あ、お礼はあっちの子に。正確にはあっちの子の妹ですけど」

「へっ、何!?　何の話よ！」

「ありがとうございます！」

「だから何の話かって聞いてるんだけど!?」

　あの時多分なんとかしてくれたのだろう妖精の、その妖精が連れてきた子供であるリンの、そのリンの姉であるニベルコルが突然少女に手を摑つかまれて盛大に動揺していた。

「パパ、この人はー？」

「んー。ちょっとした縁のあった相手」

「縁？」

「生きていれば色々あるってことだよ」

　サムの頭を撫なでてやると、彼女は機嫌のいい犬のように目を細めた。

　少女がニベルコルを抱いたままこちらを見てくる。

「私、ベッキー・ラングレーです。運び屋さんのお名前は…………？」

「シーモア・ロードです。でもお察しかも知れませんが、僕みたいなやつの名前はこれからの高校生活を健やかにしたいのならば覚えない方がいいですよ」

「そんなこといわないでください！　そうだ、この前のお礼もありますし、この後ってお時間あったりとかしますか！　私、実はお父さんの後を継いで仕事も始めてて────」

「────シーモア」

　シンプルな呼びかけが聞こえて、シーモアは視線をニベルコルに向ける。

　彼女が頷うなずいたのを見て理解。どうやら、状況はこの後のお茶をゆっくりと楽しめるようなものではなくなったらしい。

　にこやかな笑みを浮かべて、首を横に振る。

「すみません。実は仕事の予定が詰まっていて、お誘いはありがたいのですが」

「パパ、今日の仕事はこれで一旦終わりって────もがっ」

「名刺をお渡ししますので、連絡はそちらに。とはいえ本当にお礼をいっていただくようなことはないんですけど」

　シーモアの急な態度の変わりようにベッキーは戸惑いを浮かべるが、しかし彼女はすぐに社会的な礼儀を思い出すことに成功した。

「いえいえ！　こちらこそお仕事中にすみませんでした！　絶対連絡しますね！」

「ええ、ではまたの機会に。二人ともいきますよ」

　サムの背中を手で押して、ニベルコルを連れて歩き出す。その足取りは少女たちがついてこられるギリギリの速さを保つ。

　視線を動かさないようにしながら問いかけた。

「きた？」

「きたわ」

「もう驚きもないけど、やっぱり、そういう相手？」

　ええ、とニベルコルが頷うなずく。

「マフィアよ」




　何らかのトラブルを抱えて転がり込んでくる少女。

　というものがシーモアの下に現れるのはこれが初めてのことではない。そろそろ否いやが応でも慣れというものは生まれるし、ある程度の先読みもできるようにはなる。

　母親にいわれ、事情も明かさずにシーモアの下へときたサム。

　となればシーモアがマフィアの追跡や襲撃を警戒するのは、もう至極当然な流れとしかいえないものだった。

「しかし、うわー、マジできたのかよ……。サム、心当たりは？」

「え、あの、その、わかんない！」

　そういったサムの表情にあるのは焦あせりと困惑だ。

　全く心当たりがないわけではないが、これがそうであるとは確信し切れていない表情。

「何か、やっぱり隠してるよね？」

「…………」

　サムが唇を引き結ぶ。

　詳しく聞いてみたい気もするが、ここで事情を追及するほどの暇はないだろう。無理に聞き出すというのも考え物ではあるし。

　ならば、これはサムが原因で起きたトラブルなのだろうか。

「別の線もあるわよ。単にあなたがトラブルを抱えていたとか」

「…………ないとは言い切れないなぁ」

　ニベルコルの指摘に首を振る。

　シーモアの仕事は徐々に一般の世界からのものが主流になりつつあるが、それでも裏の世界との繫つながりも続いている。

　ニベルコルに指摘されて気づいたが、今日たまたま襲撃があったためにサムと関連性があるように感じられるだけで、実はこのマフィアの追跡はシーモアを狙ってであるという可能性も、高くはないが確かに存在している。

　それにしても、とシーモアは歩きながら視線を背後に向ける。

　既に歩き始めて数分が経過しているが、ようやく追跡者たちの気配が感じられるようになってきた。少女二人で路上生活を続けてきただけあって、ニベルコルの敵意に対する敏感さはシーモアよりもずっと高いものだ。

「で、どうするの？　っていっても私を連れてきた時点で決まってるんでしょうけど」

「いや、そのー、そういうつもりじゃなかったんだけどね？」

「うじうじしないで。別に怒りやしないわよ。むしろ私の能力をきちんと評価してくれてるんだから、喜んであげてもいいくらいだわ」

「合流は？」

「車。五分くらいでいくから」

　そういってニベルコルはシーモアの手からするりとサムの手を抜き取った。

「えっ、どこいくの？　あれ？」

「ちょっと別行動よ。あたしとあなたはこっち。そこのパパさんはあっち」

「えっ、パパぁ！」

　露骨にさみしそうにこちらを見られると、さすがのシーモアも少し悪いことをしたのではないかという気がしてきてしまう。

　ただニベルコルはもっと慣れたものだった。

「はいはい。いくわよ。いい子にしてればきっと後でパパが褒めてくれるだろうから」

「えっ、ほんとに!?　パパ、サム頑張ってくるね！」

　ひらひらと手を振って送り出す。

　マフィアから追っ手がきている。その目的がシーモアとサムのどちらなのかわからない。となれば取るべき方策は極めて明快である。

　二手に分かれてしまえばいいのだ。

　もちろんサムを一人で街に放り出すわけにはいかないので、彼女のお守りとなる人間が必要だったことも間違いない。

「ニベルコルには悪いことをしたなぁ」

　こちらから押しつけるまでもなく、向こうからお守りを買って出られてしまった。リンやルーミーと違ってただの少女である彼女が、マフィアからの追っ手をつり出す目的では最も適切だったことは間違いなかったが、保護者代わりの身としては泥をかぶるくらいはさせてほしかったものである。

　サムたちと別れたシーモアは一人で歩き出す。

「………………」

　こうして一人で街をさまよっていると、少し昔に気分が戻る。どこにいても何をしていても迷子のような気分がしていた、そんな頃だ。

　だがその頃とは既に決定的にシーモアは変わっている。

　あの頃は一人で歩けば、それが全てだった。一人で歩く自分のみが自分といえるようなもので、それ以上でも以下でもない状態がそこにあった。

　今ではもうそんなことはできない。家にはルーミーがいて、リンがどこかで仕事をしていて、そしてサムとニベルコルがマフィアから逃げている。どれほどここにいる自分だけを意識に残そうとしても、どこかに彼女たちは残る。

　仕事を誰かに任せるなんて、という気持ちに名前をつけるとしたら何だろうか。

　落ち着かないし、不安だし、自分一人で全部できればとも思うし、同時にそんなことが不可能だとも知っているし、もどかしいようでどこか心地よさもある。

　未いまだ慣れないが、いつかは慣れないといけないのだろう。

　いや、少女をマフィアに追いかけさせて一人のんびりと歩いているこの状態が素晴らしい大人であるかどうかはさておいて、だが。

「これは僕の方は外れだなぁ………………」

　距離を詰めてくる気配がない。いくつかの視線は感じられるが、それも酷ひどくおざなりだ。

　つまりマフィアがサムを狙っているのは確定と見ていい。

「一応昔ニベルコルを追ってたおっさんどもって線も残っているけど……いやないな」

　今更そんな連中に出てこられても困ってしまう。

　無事にエセックスに到着した後、シーモアは緊張を紛らわすために伸びをした。どこかでニベルコルが追われていて、もしかして窮地に陥ったりしているかも知れないが、自分にできることはない。

　その状況に酷ひどく落ち着かない気持ちにさせられながら、同時にニベルコルに対して申し訳ない気持ちにもなっていた。

　ちゃんと彼女の力量を信頼もして、ここで一人待っているので、許して欲しいものだ。

「──────シーモア！」

　ニベルコルが視界に入ってきたのは、シーモアが日陰で冷え切ったドアを開き、エセックスのエンジンをかけた後のことだった。

　周囲の人目を引かないようになのだろう。走らない限界の速度でニベルコルはこちらへと向かってくる。サムに気遣う余裕すらないその焦あせり具合が、彼女の置かれている状況の逼ひつ迫ぱく具合を示していた。

「ごめん！　思ったよりも多かった！　撒まききれなかったわ！」

「パパ、パパ！　めっちゃ人きてる！」

「乗って！　すぐに出す──────」

　クラッチを蹴って車を走らせようとした瞬間、シーモアの動きが凍り付いた。

　ニベルコルが逃げ切れなかったという時点でよほどマフィアが本腰を入れて追いかけていたに違いないと判断していた。

　が、それでもニベルコルの背後から迫る男が懐ふところから無造作に拳銃を引き抜いたのは、予想を超えていたからだ。

「──────！」

　昼日中から銃撃しようというのか。

　それほどの事情をマフィア側は抱えているのか。

　いや、問題はそこではなく、ここで車を無理に発進させれば本当に撃たれる可能性が高いということだ。

　仮にシーモア一人であれば、撃たれればそれまでと容赦なくアクセルを踏んでいただろう。それが最も被害を小さくする方法であると知っている。

　しかし今は後ろにニベルコルとサムがいる。

　成人男性であるシーモアが撃たれるのと、未いまだ成長途中の少女たちが撃たれるのでは致命傷になる可能性が大きく違う。被害を抑えるためにはそれでも発進するしかないとわかりつつも、決断をしきれない。

　シーモアはただ身を固くし、飛び込むように後部座席に入ったニベルコルとサムもまた止まって、

「…………………………………………」

　何も起きなかった。

「…………………………………………？」

　こちらに迫るマフィア。窓ガラスが叩たたかれ、あるいは罵声が投げかけられる。

　そうした想像をしていたにもかかわらず、それらの何一つとして起きなかったのである。ただマフィアはその眉に困惑をにじませ、懐ふところに拳銃を入れながら、首をあちこちに巡らせている。

　まるで目の前にあるエセックスを突如として見失ってしまったかのように。

　そう気づいた瞬間、シーモアは手を伸ばしていた。後部座席、間近に迫るマフィアを見て悲鳴か何かをあげようとしたサムの口に掌てのひらを押しつけ、その声を無理矢理抑え込む。

「……………………むー!?」

　そのすべすべとした頰に触れた瞬間小さなひらめきがあったが、今は一旦脇に置いておく。

「静かに。ね」

　シーモアが潜めた声で囁ささやく。その視線の先でマフィアの男たちは続々と路地から現れ、しかしその目の前に停とまったエセックスへとたった一つの視線すら送ることなく、首をひねっては三々五々に離れていく。

　ニベルコルが不審そうに眉間にしわを寄せて、それからこちらを見た。彼女の指先が、自分の胸元を叩たたく。

　そう、シーモアはこの現象を知っている。

「………………いやもう、マジありがとう、ルーミー」

　シーモアが借り受けた吸血鬼の心臓。

　それが彼に吸血鬼としての文脈を持たせているのである。暗闇になじみ、影に潜むのはそうした性質の最もわかりやすい現れだ。

　数分後には、通りには誰もいなくなっていた。マフィアたちは、シーモアたちが慌てて離れていったと判断して、どこか見当違いの方向に走って行ってしまったのだろう。そのことをじっくりと確認してから、どっと息を吐き出す。

「あぶねー…………。なんとかなったかな？」

「私も肝が冷えたわ。あんな人数に追われるなんて想定外だったし…………その、ごめんなさい。あんなに自信満々に別れておいて、かなり危なかったもの」

「いーや。むしろよく頑張ってくれた。ほんとにありがとな」

　雑に頭を撫なでてやると、ニベルコルは不満かつ嬉うれしそうという器用な悲鳴を上げた。

「……………………」

　その隣でサムが黙り込んでいる。

　その顔は緊張と恐怖によって引きつっていて、しかしそれはマフィアに追われたからというものではないように見えた。

　むしろもっとなじみのある顔だ。

　噓うそがばれて親に怒られると覚悟を決めようとしている表情。

「…………。ま、話は後でな。僕も考えをまとめたいし」

　今追及をするべきではない。

　少なくとも、泣かせたいわけではないのだから。なのでニベルコルにしたよりも優しく撫なでてやると、サムはこくりと小さく頷うなずく。

　シーモアは改めてエンジンをかけ直し、緩やかにエセックスを発進させた。

「やっぱ便利だよなぁ、吸血鬼の身体からだ。もっと借りれたりはしないかな。ダメか」

　つぶやきながら、ふと思う。

　暗闇になじむ。その性質によってシーモアはたった今助かった。しかし、どうだろうか。今までその力が使えたのは、シーモアが一人で、もっと濃い影に潜んでいた時のみだ。そのくらいが後付けで心臓を手に入れたシーモアの振るえる力の限界なのだと、自然に理解していた。

　今、シーモアたちを覆っているのは昼日中の酷ひどく薄い影。

　それも車ごとという、今までにない範囲を能力に収めている。

「………………」

　果たして、吸血鬼の心臓はそんなにも強烈に能力を発揮できるものだっただろうか。




　ルーミーの頰をつまんでみる。

　見た目の心配になるほどの薄さとは裏腹の柔らかさ。引っ張ると意外と伸びるし、伸びても美人は美人だ。むにむにとそれをいじり回していると、仕事の準備をしていたルーミーが思い出したように眉をひそめた。

「らにふるんれすか」

「んー」

　考えていたことを確かめる。

　思考に沈んでいる間に口は勝手に返事をしていた。

「ちょっと荒れてるね。サムに比べるとちょっと汚れてる」

「おい」

　吹っ飛ばされた。

「ぐわぁああああああっ!?」

　盛大に棚に突っ込んでから自分が何をいったのかをようやく理解する。この口が勝手に、と言い訳をするまもなく、ルーミーが足音も荒くガレージから出ていく。
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「買い物に行ってきます！」

「気をつけてねー」

　機嫌を損ねてしまった、とひっくり返ったまま嘆息するシーモアに、サムが歩み寄ってくる。先ほどのマフィアとの逃走劇は少女に多大な負担になったのか、ガレージに着いた辺りから彼女はすっかり憔しよう悴すいしてしまっている。

　ちなみにニベルコルは疲れも見せずに今も仕事に行っている。大変元気なことだ。

「だ、だいじょうぶ…………？」

「大丈夫、大丈夫。これくらいはじゃれ合いのうちだから」

　首を振って、ついでのようにいう。

「あ、サム。君の事情については聞かないことにしたよ」

「えっ？」

「多分だけど、君のママが君について指示を出している。君はそれに従っている。だろ？」

　意図して黙っていることと、当人も知らないために黙っているしかないことがサムの言葉の中には入り混じっているのが感じられる。

　そしてどれがどれであるかをシーモアが判別することはできない。

「だから現状で君に聞くのはフェアじゃない。聞くべきなのは君のママの方だ」

「つまりパパの奥さん！」

「あー、そのー…………それは複雑な問題だから一旦脇に置いておくとして」

　とりあえずシーモアの中で結論はそう落ち着けることにした。

　サムは明らかに自分の事情を全て把握できていないのだから、彼女には何も聞かない。だが彼女の事情についての調査はさすがに始めなければならないだろう。マフィアが思った以上に本腰を入れている以上、シーモアが想像しているよりもずっと切迫している可能性がある。

　とはいえ、

「うーん…………ルーミーの機嫌が怖いよなぁ…………」

　ようやく身体からだを起こしてあぐらをかくと、膝の上にすっぽりとサムが収まってくる。彼女は首をひねってこちらを見上げると、

「ねぇ、パパ」

「うん？」

「パパってルーミーが好きなの？」

　ぶは、とシーモアは噴き出した。

　つばが盛大にかかったサムが顔をしかめ、ばっちいと小声で文句をいってくる。

「あー、うん。まぁ、そうだね。恋人っていうことはそういうことだね」

「ふーん…………。なんかずっと機嫌悪いし、パパのこと投げたりするし、どこが好きなの？」

　機嫌が悪いのは多分君のせいだよ、とはさすがにいえなかった。

　それはそれとして、改めて問いかけられると少し困ってしまう。ルーミーのことを好きなのは、愛しているのは間違いないが、それは一体彼女のどこをどう定義しているということなのだろうか。

　日々は人間のみならず怪異すらも変貌させていく。あんな風に拗すねたり怒ったりするルーミーをシーモアは想像することすらできていなかった。

　そうした一面が露あらわになっていって、あるいはシーモア自身が変わっていったとして、ならば自分はルーミーの何をもって好きだとするのだろうか。

　考えてもすぐに答えは出ないので、シーモアは笑っていった。

「顔」

「うわー、パパ、それ多分すっごいダメな答え！」

　膝の上でサムが不満げに暴れるのを、抱き寄せるようにして押さえ込む。

「ちゃんと答えてー！　ねー！」

「そうだなぁ…………」

　サムと一緒に身体からだごと揺れながら考える。

　あらゆる要素は変わっていくとして。時間が擦り切らせ、色いろ褪あせさせ、腐敗していき、その先に新たな何かが生まれてくるとして。

「…………でも、ほら」

　小さく笑った。

「ルーミーは、僕と一緒に夕日を見てくれたからね」

　夕暮れ時、海沿いの道をともに車で走った。

　過去が人を定義するのならば、あの日の風景はシーモアを定義して、そしてルーミーのこともまた定義した。

　だから変わりゆく彼女をこれからも好きでいる理由なんて、そんなある日の記憶一つで十分なのだろう。

「えぇー。そんな思い出だけぇ？　なんか変だよぉ、それ」

「サムにはまだわからないかもなぁ」

　そうしながらシーモアは、ルーミーが化粧をしているのを見たことがないことを思い出していた。彼女はいつだってありのままで美しいが、そんな彼女でももっとなりたい容姿や印象に思いを馳はせることがあるのだろうか。

　変わりゆく彼女ならば、そろそろそう思い始める頃合いかも知れない。

　機嫌を取る意味合いも兼ねて今度口紅でも用意してみても────

「────痛」

　こつん、と何かが降ってきて、シーモアは頭を押さえた。

　軽くて小さなものが頭にぶつかったのだ。天井からネジでも落ちてきたのだろうかといぶかしみながら、それを手に取って、しかしシーモアの困惑はさらに深まることになる。

「……………………あれ、なんだ、これ？」

　それは口紅だった。

　このガレージでは誰が使うこともないような、大人向けのブランドものの口紅。たった今シーモアがルーミーに贈ろうかと想像したまさにそれが、手の中に収まっている。

　誰かが買ったということもないだろう。隠す意味がないし、化粧をしそうな人物はガレージにはいない。シーモアが以前に買ったということもない。化粧品を贈ってみようかと思い立ったのは、ほんの数秒前のことだ。

　なぜそこにあるのか、どうして自分の手の中に収まったのかわからない口紅。

　だが一つだけはっきりしていることはあった。

「あっ…………！」

　こちらを見て顔を青ざめさせたサム。

　彼女がこれについて、何か知っているということだ。














二　怪物ばかりが笑う









「さて、事情をきちんと説明してもらえますか？」

　翌日、サムと向かい合ったルーミーがそういった。その指は口紅をくるくるともてあそんでいる。

　二人の中立となる位置に立ったシーモアは、思ったよりもキツいルーミーの剣幕に苦笑をしてみせる。

「まぁ、その、そんなに怒らないでください。事情をあまり聞かなかったのは僕ですし」

「私もできる限りシーモアさんのそういうところは尊重したいですけど、私みたいな存在が関わってて、シーモアさんに身の危険があるっていうなら話は別ですよ」

　ルーミーはシーモアに対しても怒りを感じていることを表明するようにその腰に手を当ててみせている。

　が、シーモアが感じたのはむしろ嬉うれしさに近かった。

　少なくともマフィアに追われる程度はシーモアが対処できると、ルーミーがそう信頼していることが言外にあったからだ。

「うぅ…………」

　そんなことは関係ないサムは、すっかり萎縮してしまっていたが。

「ご、ごめんなさい…………」

「あなたが悪いとはいいませんが、あなたが隠していることはもう明かす時です。そうしないと私が怒りますし、シーモアさんもそれを認めてくれますよね？」

「まぁ…………そうだね」

「それで、サム。あなたは何らかの怪物。それで合っていますか？」

　吸血鬼のような、何らかの超越的な力を振るうことができる世界の産物。

「…………多分」

「多分？」

「二週間くらい前？　サムね、ある日街にいたの。でもサム、自分のこと知らないんだ。ママとパパのことはなんとなく覚えてたけど、それ以外は知らないの」

「自分が何の怪物かもわからないんですか？」

「うん…………」

「ルーミー、それって普通じゃないこと？」

「私もそれほど怪物の知り合いはいませんが、世界に作られた私たちは怪異として振る舞うのに必要な知識を備えて生まれます。私も、生まれた時からこの姿でしたし」

　生後数年、と前にいっていたルーミーが胸に手を当てる。その姿は誰が見ても妙齢の美しい女性でしかないだろう。

　シーモアは顎を軽く撫なでる。

「それがサムにはなかったっていうと、元々そういう怪物っていう線が一つ。それか怪異として発生する時に何かトラブルがあったとか？」

　そういう例があることも知っている。

　彼のガレージには入れ替わりに失敗した入れ替わり子チエンジリングが暮らしているからだ。

「それともう一つ。単なる記憶喪失の人間という可能性もありますね」

「あー。いや、でも何か能力があるっぽいって話じゃないっけ？」

　ルーミーの手の中の口紅を示す。

「殺人株式会社マーダー・インクの社長は、最近自分の足を生やしてましたよ。生やしたというか、あるように見せているという感じですが。あり得ない力だけでは怪物の証明としては足りていません」

　厳密には怪物とは真逆の存在らしいと以前聞いたが、確かに怪物のような超常的な力を振るう人間は存在している。願うだけで世界を塗り替える、そんな力の持ち主が。

　サムが具体的にどういう力を持っているのかはわからないが、彼女が怪物ではなく、口紅を宙から取り出す能力を持った人間である可能性は否定できない。

　でも、とシーモアは首を振った。

「サムは怪物で確定だと思うよ」

「それは、どうしてです？」

「肌がね」

「肌？」

　生きてきた時間と歴史は肌に刻まれていく。

　そう気づいたのはルーミーの肌の変化を感じたためだった。初めて会った時と変わらず彼女は美しく、その肌は透き通った色をしているが、しかしそこには生活をしてきた痕跡がある。風にさらされたり、家事をしたり、笑い合ったりという行為があったことを、その肌が美しいままに物語っている。

　そうしたものが、サムにはない。

　触れて、揉もんでみたサムの肌は、まるで昨日生まれた子供のようだった。

「…………。あぁ、あの失礼な発言はそういうことだったんですね」

　ルーミーが口をとがらせていて、シーモアは首を振ってみせる。

「それで、サム。君はパパとママは最初からわかってたっていったんだっけ？」

「うん。近くにママがいることにはすぐ気がついたから、ママに会いにいったの。しばらくはママといたんだけどママがちょっとてにあまるからパパのところに行けって」

「ママのところにいた時から、あの能力…………能力？　は発動していたんだ」

「うん。怖い人たちにも追われたりしたよ！」

　マフィアがサムを狙っていることが確定したのも記憶にとどめておく。

「能力について隠してたのはママの指示ってことでいいのかな？」

　ところで、シーモアが『ママ』というたびにルーミーの視線が険しくなっていく。他に呼び名がないので許して欲しい。

「うん！　その方がパパはきっと助けてくれるからって！」

　話を聞けば聞くほどいい性格をしている母親のようである。

　そして気にはなりつつ問いかけることを避けていた、一番重要な質問をシーモアはようやく口にした。

「それで、結局君のママの名前は？」

「名前はサムも知らない！　でも、なんて呼ばれてたかは知ってるよ！」

　サムは笑顔でいった。

　改めて考えてみれば、その緑に輝く瞳には見覚えがあってもよかったのだ。

「『死神』だってさ！」

　直後、ルーミーの身体からだが夕闇を迎えた空へと飛び上がった。




　着地。

　同時にルーミーは叫ぶ。

「『死神』！」

　街外れに存在する廃はい墟きよでのことだ。血の臭いを頼りに逃亡犯である死神の位置を特定し、空と水道管を利用して飛んできたのである。

　ルーミーの着地の勢いによって尻餅をついていた死神…………『ボーデン家の死神』と呼ばれる連続殺人犯の少女は、緑色の目を細め、へらりと口元を緩めた。ルーミーがどのような用件によってこの剣幕で飛び込んできたのか、彼女は正しく理解しているらしい。

「あ、バレた？」

　立体的に伸び上がった影が死神のことを吹き飛ばした。

「ぐわぁああああああっ!?」

　死神が廃はい墟きよの床を転がっていくが、見た目ほどのダメージはないだろう。

　同じく廃はい墟きよで寝起きしていた少女──エマ・コスナーがこちらへと近寄ってくる。

「お久しぶりです、ルーミーさん」

　その顔は相変わらず内気で、いつも何かにおびえているように見える。が、それでも前に見た時よりは健康的な血色で、ルーミーにも落ち着いて挨拶をしてくれるようになった。

　廃はい墟きよと路上を行き来する暮らしが一般的な幸せかどうかはわからないが、彼女にとってそれが適した生活であるのは間違いないようだ。

「久しぶりですね。ちゃんとご飯は食べれてますか？」

「はい。その、ちゃんとかはわかりませんがたくさん食べてます」

「ならよかった………………けど、ちなみにその、収入源は？」

「死神さんが持ってくるんですが…………」

　ちらりと二人で視線を向ける。

　床であぐらをかいた死神は締まりのない笑顔を浮かべていた。これは追及すべきではないだろう。少なくともエマの前では。

「それで、君がここにきたってことは、そういうことだよね。サムに会った？」

「…………はい」

「よかった。ちょっと前に急にぼくのところにきて、ぼくのことをママだって呼ぶからしばらく一緒にいたんだけど、色々限界があってね。ぼくの力じゃ抱えきれなくなったんだよ」

　そういう死神の表情は、珍しく弱気さが滲にじんでいた。

「君も見たでしょ。あの子が何かを出すところ。多分あれ目当てなんだろうけど、マフィアが追ってきちゃって。あの子がシーモアのことを『パパ』だっていってたから、任せちゃった」

「任せちゃったって…………相変わらずですね、そういうところは」

「だってぼく、住所不定無職だよ？　しかもサム以前に一人の子持ち！」

　死神の手がエマの首に回され、エマがくすぐったそうに微ほほ笑えむ。

「これ以上はぼくには無理だから、転がり込んできた女の子を拾うプロであるシーモアに任せるしかないよね」

　恋人に大変不名誉な称号が与えられていたが、ルーミーは特に否定せずに頷うなずいた。

　それよりも彼女の頭の中にあったのは、マフィアがサムを、あるいはサムの能力を狙って動き出しているという点だった。怪物という存在が世界に知られていき、世界もまた怪物を前提として回り始めていることを感じる。

　そうでなければマフィアが『何かを生み出せる少女』なんてファンタジーを捕らえるために、街中で銃を持ち出すはずもない。

「とりあえずサムに関して知っていることはそれで全てですか？」

「君が聞きたいのは、サムの正体についてだろ？　残念ながらぼくも知らない。ある日突然やってきた子という以上の情報はないよ」

　噓うそはない、とルーミーは読み取る。

　そもそもとしてこの段階で死神が噓うそを吐く動機が見当たらない。無論、何か隠された事情で死神がこちらを欺いている可能性はつきまとうが、それは些いささか以上に警戒しすぎだろう。

「何の手がかりもなしですか。どんな怪物だとか」

「知らないなぁ」

「それか、その…………」

　ルーミーは小さく唾を吞のんだ。

「…………本当にシーモアさんとの子供だとか」

「…………は？」

　シーモア・ロードと死神は、過去に会ったことがあるはずだ。

　それがどんな邂かい逅こうだったのかは知らないが、少なくとも死神はそのことを記憶していると聞いた。どこかで接点があり、それに死神は執着していた。

　そして、一度会ったというのはシーモアにとっては一夜をともに過ごすのに十分過ぎるくらいの接点だろう。

　そんな考えが顔から伝わったのか、しばらくぽかりと口を開けていた死神は、やがて腹を抱えて笑い出した。

「あははは！　こっちからお断りだよぉ、あんなの！」

「あんなのとは何ですか」

「ルーミー、嫉妬をぶつけるならシーモア相手にしてよ。ぼくを笑い殺す気？」

　目の端に浮かんだ涙を拭って、それでも堪えきれないように死神はひいひいと声を漏らす。ルーミーは少し唇を突き出した。杞き憂ゆうであることも、嫉妬であることもわかってはいるのだ。それでも口を突いてしまったというだけで。

　ともかく、頭の中で整理をする。

　サムは少し前に誕生した怪物。これは確実。そしてその段階でシーモアと死神のことを両親だと認識していた。そして死神の下から、彼女の指示によって送られてきた。

　事情さえわかってしまえば単純な話だ。依然としてサムの正体について何もつかめていないという点について除けば。

「で、最後の質問なんですが」

「うんうん。何かな」

「そういった事情を隠すようにサムに指示をしたのはどうしてですか？」

　死神は手を打った。

「その方が面白そうだったし」

　もう一度伸び上がった影が死神を吹き飛ばした。

「ぐわぁああああああっ!?」

「そんなことだろうとは思いましたが、無駄に混乱させてくれましたね…………」

「いやいや。最初から事情がわかっていても、わかっていなくても、結局起きたことにはほとんど変わりなかったじゃん、多分」

　それはそうではある。仮にここまでの事情が明らかになっていたとしても、シーモアはサムを保護していただろうし、今日に至るまでの流れはほぼ同じになっていただろう。

「まぁ、ですがそれはあなたの悪趣味を許容する理由にはなりませんよね」

「ド正論やめて欲しいなぁ…………」

　後は死神と会う時にはいつもしていることだけをした。

　つまり家から持ち出したいくつかの生活物資を彼女たちに渡してやり、代わりに最近のストリート事情の変化を聞いたり、変わったことが起きていないか調査したりだ。仕事と車を通じて街を眺めるシーモアとは全く異なる視座にいる彼女たちからは、シーモアが捉える街とは全く違う様相が語られる。

　そうして知ることの一つ一つがいつかどこかで彼の役に立てばいい、だなんて願いをルーミーは抱いていた。

　しばらくの時間を過ごしてから、ルーミーは膝の土つち埃ぼこりを払う。

「それじゃあ、私は今日はこれで失礼しますね」

「次はもっとご飯がたくさん欲しいなぁ」

「る、ルーミーさん、また来てくださいね…………！」

　けなげなことをいってくれるエマに手を振って、ルーミーは家の方角を見み遣やる。

「──────」

　かすかな空気の流れが生まれたのはその瞬間だった。

　とはいえそれは珍しいことではない。ルーミーは落ち着き払って背後を振り返る。その瞳に映るのはナイフを構えてこちらへと飛び込んでくる死神の姿。

　生まれついての殺さつ戮りく者と生まれついての怪物のちょっとしたじゃれ合い。

　超常の力によって加速したナイフは、人間には不可能な速度と鋭さでもってルーミーの首を両断することだろう。そう予想して服の襟が切断されないように少しだけルーミーは立ち位置を調整し、

「あれっ？」

「──────？」

　首を傾かしげた。

　死神の振るったナイフがルーミーの首を両断することなく、その表面でぴたりと止まったからだ。皮膚の一枚を裂くことすらできず、死神の身体からだもまた不自然に静止する。

　いつもならば今頃首が吹っ飛んでいたはずなのに。

「どうかしたんですか？」

　と問いかけながらも、その事態が死神にとってすら予想外なのは、見開かれた彼女の目が証明していた。

　彼女は自分の手とナイフ、そしてルーミーの顔を眺め、数秒黙り込む。

　それから彼女はひょいと服の内側にナイフをしまった。抜き身のそれは危ないことこの上ないが、きっとその刃物が死神を傷つけるようなことは決して起きないのだろう。

「…………。いや、なんでもない。ちょっと今日は調子が変みたいだ」

「そう、ですか？　いやまぁ、聞いて欲しくないなら説明は求めませんが」

「どうだろうなぁ。じゃ、またいつかね」

　ぎこちなく手を振った死神にもう一度首を傾かしげてから、ルーミーは今聞いたことを説明するべく家へ向けて飛び立った。




「………………あれはまずいのかなぁ」

　ルーミーが飛び立って少しした後、廃はい墟きよの床にべたりと寝転んだ死神はつぶやいた。

「そうなんですか？　これどうぞ」

　もらった生活物資を丁寧に分類し、リュックサックに詰めていたエマが首を傾かしげる。両手に持った果物を片方こちらへと渡してくる。

　腐りやすいから今日のうちに食べてしまおうというのだろう。

　そうしたことを最近、エマは自分で判断するようになった。以前ならば求められるまで何一つとして決めず、フォークの持ち方一つですら死神の目を窺うかがっていたような少女が、だ。

「ありがとね」

　服の裾で拭ってから、掌てのひらサイズのリンゴにかじりつく。

　そうした些さ細さいな変化や成長。それに気づけるようになった自分。そうしたものでやはり今、自分は手一杯なのだと実感する。何年も車のみを頼りにして街をさまよっていたシーモア・ロードも大概だが、こちらだって人間初心者なのだ。

　サムを押しつけることくらいは許して欲しい。

「んー、なんていうかなぁ」

　いいながら死神は思い返す。

　ルーミーの肌の表面で止まったナイフの切っ先を。

「世界っていうのは押し合いで…………いや、いいや。めんどくさい」

「ええ…………大丈夫ですか？　調子が悪いとか？」

「そんなことないよ。調子が悪いとしたらぼくじゃなくて、あの子のほうさ」

『ボーデン家の死神』は世界を塗り替える。

　人間を殺すという行為に限り、彼女は世界に対して望む結果を押しつけることができる。相手が人間でさえあれば銃を持っていようと爆弾を持っていようとボクシングのチャンピオンであろうと、徒手空拳の死神に絶対に殺される。そうした優先権が彼女にはある。

　そしてルーミー・スパイクはちょっとした例外だ。

　意味がなく、価値がない類いの例外。大抵の場合において、死神はルーミーの首をはねることができた。本来死神の能力の適用範囲外である吸血鬼でありながら、ルーミーにおいては絶対に殺すことができていた。何度となくナイフで首を飛ばした。

　だが、今日、それができなかった。

「うーん…………」

　そのことの意味を死神は理解している。

「それに、多分、いいとか悪いとかの話でもないんだろうね。変わった。うん。変わったというだけの話だよ。調子の話ではあるんだろうけど」

「……………………？」

　リンゴを丁寧に切ろうとしているエマが首を傾かしげていたが、死神はそれ以上の説明はしなかった。どちらにせよ、死神とエマには関係のない話である。

　そのうち、シーモアにでも会ったら話してあげた方がいいのかも知れない。

　そうとだけ思って、彼女は彼女なりの日常とそれに伴う悩み事へと思考を戻していった。







「わかってきたような、わからなくなったような」

　シーモアはガレージの床にあぐらをかいてそういった。

　彼の前にはいくつかの脈絡がないものが並べられている。サムの能力が発覚して以来、数日をかけて彼女の能力で作り出された物品たちである。

「パパ、眉間にしわー。顔怖いよー？」

「ん。あぁ、ごめんね。別に考え込んでいただけだよ」

　あぐらの中にすっぽり収まったサムが手を伸ばしてくるので、意図して笑顔を浮かべる。

　彼の前にあるのはチョコレートキャンディー、新鮮なトマト、切り詰められた古い鉄パイプ、二キロぴったりのニッケル合金、何枚かの子供服、吸いさしの煙草たばこなどだ。どれが誰の願いかはさておいて、サムのそばでそれぞれ願いを思い浮かべたところ、こうしたものが突如として現れた。

　その過程で大まかにサムの能力についてもわかってきた。

　彼女は周囲の誰かが願ったものをこの世界に生み出す。それは幻影などではなく、実際に存在するものとしてである。

　また、それはどこかから超自然の力によって運ばれてきたものではない。

　少なくとも、とシーモアは手の中で半ばまで燃えた煙草を見つめる。それは『推磨トウイ・モ』という世間にほとんど出回っていないものだ。シーモアが想像した通りの燃え尽き方でその煙草が現れた以上、「世界のどこかでこのマイナーな煙草がシーモアの望んだのと同じ具合で吸われていた」というよりは「燃え尽きた形で煙草がたった今作り出された」とする方が自然である。

『誰か』という条件もかなり広いようで、人間であるか怪物であるかを問わず、シーモアたちの誰もがサムに願ってものを作り出すことができた。

　多分、距離的に近接していれば誰であっても彼女の能力を利用することができるのだろう。

　ものを生み出す際の大きさや頻度には制限があることもつかめてきた。少なくともサムが「今は無理そう」といった時にはものが出てくることはなかったし、大きすぎるものについては「多分無理」と語っていた。実際、シーモアがエセックスを願った際には車が出てくることは決してなかった。

　そして、もう一点。

「………………やっぱり問題は、これだよなぁ」

　シーモアは並べられていたうちの一つ、金属部品を手に取る。

　それはハブベアリングと呼ばれる車の部品である。エンジンが生み出した動力のベクトルなどを変更し、その際の摩擦によるロスを軽減するためのものだ。複数方向の軸とベアリングという球体をはめた軸受けによって構成されている。

　それは、シーモアが願って生み出したものである。

　しかしシーモアはハブベアリングの正確な寸法を知らない。

　車に使用される部品は、当然産業的な規格に則のつとって作られている。シーモアもいくつかの型番くらいは知っているが、しかしそれらの細かなパーツのそれぞれがどういった大きさ、どういった角度、どういった素材の組み合わせによるものかまでの知識はない。サムたちが知っているということもあり得ないだろう。

　だが、このハブベアリングを車に取り付けてみたところ、完璧に機能した。とりあえず、少なくとも、簡単に動かせる範囲では。

「………………」

　それが何であれ、それがどんなものであるか理解していなくても、生み出せる能力。

　マフィアが追いかけるはずである。その能力が大きさや頻度によって制限を受けるとしても、悪用する方法が無限に思い浮かんでくる。

　というか、シーモアですら積極的に使いたい気分になってくる。

「………………」

「はい、悪巧みはすみましたか」

　びしりと額を弾はじかれる。

　ルーミーが腰に手を当てながらこちらを見下ろしていた。その髪の毛が自在に動いて、三人分のココアを運んでくる。

「そろそろ悪いことではなくて、パパとしてやるべきことを考える時間ですよ」

「…………そうだね」

　額を擦った。

　仕事でニベルコルやリンに頼っている立場でいえることでもないが、サムはまだ子供だ。しかもあの二人と違って、まだ自分の価値や意味をきちんと理解してもいない。

　シーモアが考えるべきなのは──パパであるとかどうこうはさておいても──彼女がその力をきちんと自覚し、自分でその価値を決められるまで守ることである。間違ってもマフィアと同じ側に回るようなことではない。

　というようなやりとりを言外で済ませてしまうから、膝の上でサムが猫のようにその毛を逆立たせることになってしまうのだろう。

「あ、今パパのこと殴った！　さいてーだ、さいてー！」

「知らないんですか、シーモアさんは叩たたかれると喜ぶんですよ」

「え、そうなの!?　パパ、サムがたくさん叩たたいてあげるね！」

「ははは。顎はやめて。やめてください」

　小さな拳を顎にくらいながら、シーモアは考える。

　とりあえず数日をかけてみはしたが、やはりサムの調査には自分たちでは限界がある。彼女がどういった怪異であるかすらこの調子ではいつまでも特定できないだろう。

　となれば、後の手がかりはもう一つ。

　マフィアはどこでサムを知ったか、だ。

　死神とて彼女の力を見せびらかすようなことはしなかっただろう。となれば誰かがサムのことを調べ上げ、その能力をマフィアたちに流したのだ。そこにどんなメリットが存在しているのかはわからないが。

　危険ではあるが、調べようと思えばその辺りにしか手がかりが──

「とあーっ！」

「ぐあーっ!?」

　途中から楽しくなってしまったらしいサムの拳がクリーンヒットし、シーモアはひっくり返った。







　翌日、シーモアとリンの姿はホリデイの席にあった。

　シーモアが座っても足が浮くような椅子でも、リンはきちんと座ることができる。その長身は店内でも一ひと際きわ目立っていて、リンの居心地はよくなさそうだった。

　しけたパンとしなびたレタス、紙よりも薄いハムといったサンドイッチをかじるシーモアに対して、店員が呆あきれたように眉を持ち上げてみせた。

「お前な、そろそろ出禁にしちまうぞ」

「いやぁ、多分今は無害なんで許してくださいよ」

　そういったのは、背後から視線をひしひしと感じているせいだった。

　明らかに誰かがシーモアのことを監視している。

　はっきりいってしまえばマフィアが。

　サムのことを狙っている組織だろう。あるいは、組織たちといった方が正確に違いない。

　最初の日以来マフィアによる表だった襲撃は起きていなかった。それは恐らく襲撃者側もルーミー・スパイクという脅威を認識しているからであり、また複数の組織が同時にサムを狙うことによって、かえって彼ら同士で膠こう着ちやく状態に陥っていると予想できるからだ。

　当然ながら、こちらに監視はついているが。

「それよりも」

　がたんと椅子を一度鳴らす。

「前にいったもの、調べてもらえました？」

「あーん？　そりゃいわれりゃ調べるけどよ。いくらなんだって無理があんだろ」

　店員が呆あきれたように肩を竦すくめた。

「会社を立ち上げたとはいえ怪しげな仕事をしている男。結婚していない恋人。素性不明の子供二人に、最近もう一人増えたんだっけ？　そんな奴やつらを入居させたがる大家がどこにいるってんだ。しかも家賃安めとか無理無理。諦めろ」

「あー、やっぱりそうなりますよね」

　以前からガレージであの人数が生活することには限界を感じていたのだ。そろそろ新しい家を見つけられればと思ったのだが、当然ながらそれは難航していた。

　社会的な信用が足りていなさすぎる。

「というかほら、あれだ。いつもの情報屋に頼みゃいいだろうが」

「勘弁してくださいよ。あの子のことは信用していますけど、信用しているからこそ絶対にあの子の用意した家には住みたくないです」

「それもわかるが…………なら神様にでも祈るんだな。よっぽどの幸運がありゃ、一つか二つくらい物件が見つかることもあんだろうよ」

　一応準備した、と不動産屋からもらってきたらしいチラシの束を投げ渡される。何枚かをめくってみるが、やはり条件に合うような家は見つからない。

「うー…………？」

「ん？　あぁ、気にしないでよ」

　気遣わしげな顔でリンが覗のぞき込んでくるものだから、シーモアはその額を軽く押した。

「そもそも君といる時にこの話をしたのは、君がある意味じゃ一番大人だからだよ。だからこれが君たちが悪いわけでもないし、君たちが気に病む必要がないことはわかるよね？」

　これがニベルコルやサムではそうはいかなかっただろう。あるいはもしかすると、ルーミーでさえ。

　彼女たちがやってきたことでシーモアには苦労が増え、実際こうして家を探すのに苦心していたりはする。しかしそれはシーモアが自分で抱え込んだことであり、折り合いをつけるのはシーモア自身の問題だ。

　そうした塩あん梅ばいがあの家で一番伝わるくらいに大人なのは、きっとこのリンである。

　リンは数度瞬まばたきをしてから力強く頷うなずいた。

「う！」

「しばらくは狭い家で我慢するしかないかな。幸運を期待しようにも、日頃の行いにも自信がないし…………」

「苦行を行うと徳ヴアチユーが高まるって噂うわさだぜ。そこでどうだ。コーヒーをもう一杯」

「君、今自分の店の売り物を苦行扱いしました？」

「美お味いしいコーヒーを淹いれてみたいが、本格的な道具も豆も高いんだよなぁ」

　確認も取らずに押し出されたたっぷりのコーヒーを、願掛けのつもりで一息に。むせかえるほどの埃ほこりっぽさと苦さ。泥水をすすった気分で舌を突き出す。

　それから隣をちらりと見た。

「うー」

「ん。終わったか。じゃ、そろそろお暇いとましようかな」

　リンに頷うなずき返されて、シーモアは席を立った。ポケットから出した小銭をカウンターに置き、今日もクロスワードに励んでいるマデラに軽く手を振る。

　景気を問いかけることはしなかった。

　もう景気なんてずっと悪いのだから。

　エセックスの中へ。周囲の監視の目を刺激しないようにそろそろとアクセルを踏み込み、加速。十分に追っ手との距離を離してから問いかける。

「で、どうだった？　取れた？」

「うー！」

　元気のいい返事。

　リンがそのつなぎのポケットをひっくり返すと、その内側からは大量の財布が溢あふれ出だした。もちろんそれは彼女が持っているものではない。

　あるはずのものがなくなったり、そんな些さ細さいなイタズラは妖精の専売特許だ。

「監視連中の財布を取ってみる。なんて思いつきだったけど、意外とうまくいくもんだな」

　シーモアが出歩けば勝手に監視がやってくる。彼らも銃くらいは備えているだろうが、しかし人の目に止まらない小さな隣人は警戒できなかったらしい。

　財布を漁あさったリンが中身を──金目当てではないため紙幣は脇に置いて──見せてくる。

「うー」

「傷がデザインに入ってるってことはブラッド・ファミリーかな」

「うー」

「大陸系の意匠……三合会の系列だとは思うけど」

「うー」

「うわ。カッサダガ・ファミリー。その悪趣味なぴかぴかした革は間違いない」

「うー」

「えーと、最近新しん興こうした宗教の…………名前何だっけな」

「うー」

「それは確かダ・カドーレのところの傘さん下かの…………待って。マジでこんなにいたの？　僕たちもしかしてこの街のヤバい組織の名鑑とか作ろうとしてる？」

「うあー！」

　まだまだあるとでもいいたげに財布をさらに見せられて、シーモアは本気の溜ため息いきをこぼした。思った以上にマフィアたちの勢力が多かった。

　いや、それも当然か。

　怪物に対してすっかり慣れてしまったシーモアと違い、マフィアたちがその力を認知したのはつい最近のことだろう。そして彼らの本質的な敵というのは同じマフィアたちだ。

　超常の力への理解を深めれば、それはそのまま周囲のマフィアへのアドバンテージに繫つながる。それはもう全力でサムを追いかけるというものだった。

「…………まぁ、後でサムには一応確認しておくかな」

「うー？」

「あの子はこの街のマフィアの勢力図を一変させられる可能性があるし、一応あの子もそれを認識していてもいいっていうだけ」

「うぅー…………」

　不満げにうなったリンの頰を、ハンドルから外した片手でつまむ。

「もちろんそんな風にあの子に自由を投げつけるつもりはないから」

　そんな力も決断も、子供の身には余るものだ。

　そうしたものを遠ざけてやるのも、自分の役割の一つだろう。そう思ってから苦笑する。すっかり父親気取りが板についてきてしまっている。

「しかし、そうなると困ったな…………」

　思った以上に統一性が感じられない。マフィアというのはそれぞれに関係性があって、生まれや縄張りごとに系統が存在している。

　ならば追っ手となるマフィアの流れを調べればマフィアにサムの情報を流した人物が、あるいはそのヒントがわかるのではと思ったのだが、

「手当たり次第って感じだ。数が多すぎるせいでかえって何のヒントにもならないな」

　サムの情報を流している誰かはよほど例外的な立場の人間らしい。全てのマフィアに対して接することができる人間なんてこの街にだってほぼ存在しない。

　運び屋として基本的に中立を決め込んでいるシーモアですら、いくつかのマフィアの縄張りには決して入ろうとしないくらいだ。単純な利害関係でも、複雑な敵対関係でも、マフィアというシステムに対して特異なスタンスを持っている誰か。

「うわー、仮にいたとしても知り合いたくねぇ…………」

「うー」

『これこれ』『返す返す？』『もらっちゃう？』『ちゃうちゃう？』『ごはん！』『おかし！』

　車内の影からかすかな声が響く。

　それは見えない隣人たちの声だ。

「はいはい。ダメですよ。返しますからね」

　調査に必要だったとはいえ、リンに財布を取らせるのは割と危ない橋ではあった。サムと同様に彼女もマフィアによって目をつけられる可能性が生じる。

　なのでシーモアは手を打って、どうにか小さな怪物たちに財布を返しにいってくれるよう交渉を始めたのだった。







「やっと寝てくれました…………」

　ぐったりとした様子でルーミーがロフトから降りてくる。

　夜も半ばを過ぎて子供組は寝る時間帯であり、今はロフトのベッドに器用に三人で転がっているはずだ。ニベルコルもリンも自分のペースで勝手に暮らしてくれているが、サムばかりは毎晩寝る前に一ひと悶もん着ちやくがある。

　さみしいからそばに誰かいて欲しいとか、何か読み聞かせして欲しいとか、そういった類いの微ほほ笑えましいささやかな騒動だが。

「お疲れ様、お母さん」

　からかうようにそういっていると、とんでもなく鋭い視線が飛んできた。

「私はママではないですよ。シーモアさんはパパみたいですが」

「すみませんでした」

　まだそうした冗談をいえるほど許されてはいなかった。

　平身低頭するシーモアに苦笑して、ルーミーが家に転がっているラジオへと手を伸ばす。聞こえるか聞こえないのかの音量でつけられたのはどうやら天気予報のようだった。

「こっちきてください」

　手招きをされて近づくと、ぐいと床に引っ張られる。そろって床に寝転んで、しかしそれ以上何をするでもなくルーミーはぼうっと天井を眺めていた。

　しばらくその隣で彼女の体温を感じながら過ごして、それからシーモアは口を開いた。

「ルーミー、何もしないの？」

「シーモアさんは何かしたいんですか？」

「今日はようやくちょっと暇ができたし」

　というか打つ手がなくて数日を曖昧に過ごしてしまっただけだけれど。

　マフィアたちからも辿たどれず、サム自身の調査も進展しづらい状況では、こちらから取れる手段が少なすぎる。

「どっか遊びに行ったりする？」

「このままでいいです」

　ルーミーがすっぱりいうものだから、まだ怒っているのかと思わず心配する。

　しかしその顔を見てみれば彼女の顔は不思議な充足感に満ちていて、どうやら自分への当てつけとしてこうして寝転がっているわけではないらしい。

「………………楽しい？」

「はい。私はこういう時間、好きですよ。シーモアさんは苦手ですか？」

「得意だし好きだけど、昔はよくこうしていたものだけど、だからその分最近はこういう時間はちょっと苦手になったかもなぁ」

　過ぎ去った時間に値段をつけて、儲もうけられたはずの金額に換算するのは商人の悪癖だと思っていた。が、資本主義も全盛のこの時代では生きている人間全員が商人みたいなものだ。

　意図してそうなろうとしているシーモアもまた、その主義からは逃れられない。

「まぁ、でも私はこうしていたいので、慣れてください」

「ルーミーがこういうダラダラした時間が好きだとは意外だったけど」

「だって、これ、すごく贅ぜい沢たくじゃないですか」

「贅ぜい沢たく？」

「限られた時間しかないのに、それを何もせずに浪費するなんて」

　その言葉の冷たさに身体からだがぎくりとした。

　冷たくあろうとして冷たい言葉ではない。限りなく離れていて、限りなく遠くて、限りなく希釈された結果として生まれる冷たさ。それはまるで宇宙空間みたいな、どうしようもなく温度のない声音だった。

「人間の人生なんて短いのに、その僅かな時間のうちのいくらかを、私のためだけに使わせるなんて、とても素敵で贅ぜい沢たくですよ」

「…………吸血鬼に贅ぜい沢たくだと思ってもらえるなんて光栄だよ」

「すごく短い、誤差みたいな人生なのに」

「待って、今人間の一生のことを『誤差』って表現した？」

　本来寿命と呼べるようなものがないらしい吸血鬼からすれば、それはもう短いのかも知れないけれど。誤差と呼んで差し支えない短さなのかも知れないけれど。

　視点の長さが違いすぎて笑うしかない。

　そして同時に別の笑いも浮かんだ。喉の鳴るリズムに合わせて、シーモアの胸の内で心臓が鼓動する。

　吸血鬼の心臓が。

　それはルーミーと交わした約束の証あかしだ。

「その誤差に絆ほだされて、一緒に死ぬつもりのくせに」

　シーモアを愛して、シーモアが生きている限りは生きると決めた吸血鬼が、そのことが嬉うれしくて仕方がないというようにくすくすと笑う。

「ええ、本当に。生きていくのって不思議ですね」

　そうした横顔を眺めているとルーミーの気分も少しくらいは、誤差くらいにはわかるような気がした。なるほど、これは贅ぜい沢たくだ。

　いっそこのままダラダラと日々が続いていけばいいのに。

　そんな風に素直に思う。忙せわしないし、胃を痛めることもあるし、様々なことに追われてばかりの毎日だが、そんな毎日が悪くない。素直にそう感じるのだ。

「そうもいかないと思いますけどね」

　考えを読んだようにルーミーがぽつりといった。

「犬に命じられるのは『待て』と『お座り』だけで、『諦めろ』はできないんですよ」

「そのうち、まぁ、限界がくるよなぁ」

　昨日ではなかったし、今日ではなかった。

　しかしそこに明日ではない保証はない。

　マフィア同士がにらみ合っていて、永遠に何も起こらないなんてことはあり得ないのだ。いつかはどこかで火花が散り、全体へと引火する。その日は必ずくる。
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「ま、いつかはくるので、今日はダラダラしましょう」

「ルーミーも人間ってものがわかってきたねぇ」







　その日がきた、と思ったことに明確な理由はなかった。

　例えば監視についているどこかのマフィアたちが肩をぶつけ合っているのを見たことだとか。例えば朝刊の一面に株価の下落が報じられていたことだとか。例えば街に出た時に少し普段よりも風に埃ほこりの臭いが混じっていたりだとか。

　そうしたことが積み重なって、太陽が地平線に隠される頃にはシーモアは今日がまさにその日であることを確信していた。

「というわけで、いってきます。サム、ついてきて」

「パパ…………？」

「ドライブだよ。ちょっとばかり手荒い感じになるけど」

　ガレージの扉を開いていると、ルーミーが手袋を持ってきてくれる。片手ずつそれらをはめて、一度手をきつく握ってから開いた。

「じゃ、ルーミーたちは留守番で。ニベルコル、リン。いい子にするんだよ」

「あたしまで子供にでもしたつもりなの、パパ？」

「うー！」

　リンは聞き分けがいいなぁ、と軽く首を振った。

　ガレージに置いていく組については心配をしないことにした。マフィアたちは吸血鬼という脅威をかなり重く見ていることが今日までの膠こう着ちやく期間の長さからわかる。シーモアがサムを連れて出ればここが狙われる可能性はほぼないだろう。

　むしろこれから心配すべきなのは、自分の方だ。

「さて、じゃあ、頑張りますかぁ」

　エセックスに乗り込み、扉を閉める。後ろに座ったサムにはあらかじめ頭を下げさせておいた。座席で亀のように丸まるサムの姿に苦笑。

　既にその日はきてしまった。

　間違いなくマフィアの忍耐力は限界に達しており、今にもこの家に突っ込んできかねない。となれば必要なのは息抜きであり、ガス抜きである。一度実際に騒動を起こして血の気の多い連中を引っ張り出し、その上で再度膠こう着ちやく状態へと持ち込む。

　騒動を起こすまでは極めて簡単で、どうやって終わらせればいいのかは曖昧だ。後は実際の流れの中で考えていくしかないが、まぁ、それはいつものことだろう。

「そぉ、れ！」

　景気づけに声を上げながら、シーモアはアクセルを踏み込んだ。

　ガレージを飛び出した瞬間、複数のヘッドライトの光が目を貫いた。ガレージの前の道路に既に複数の車が詰めており、にらみ合いが発生していたのだろう。その全員がエセックスを見、そしてそこに乗っているシーモアとサムを見た。

　一斉に殺気立つ彼らの気配を感じる。

　エセックスのテールライトが暗闇を切り裂いて走り出した時、その背後に全員が続いたのも当然のことだった。

「パパ、パパ！　すっごいきてる！」

「了解！　ご機嫌だなぁ、もう！」

　後方から追ってくる大量の車は一旦無視。どうせすぐには追いつかれない。通りを挟んだ向こう側などでもエンジンの轟とどろきが響いてくるが、それについても無視。この後の数秒間で問題になる相手ではない。

　即座の問題は、道路の向こう側。

　こちらへと突っ込んでくる大量の車である。

「いやいや、楽しくなっちゃうぞ、こんなの！」

　冷や汗を舌先で舐なめ取る。

　車種とエンジンのうなりを聞き分け、車ごとの速度差からこちらへと到達するタイミングを切り分ける。脳内に描かれる数秒後の未来、その車列の隙間を縫うようにして細かくハンドルを切る。

　奇跡のようなルートを辿たどった一秒後、壮大なクラッシュ音が響いた。

　後ろから追ってくる車と、前から突っ込んできた車の一部が思い切りぶつかったのである。暗闇を炎と悲鳴が引き裂く。

「パパ、すごーい！　かっこいい！」

「いいぞー、サム。その感じで褒めてくれ。褒めてくれないと心折れそう」

　数台の車が壊れたというのに、追っ手の数は一向に減った気がしなかった。シーモアは泣きたい気持ちで笑いながら周囲へと視線を走らせる。

　とりあえずこれで、話を大きくするという最低限の目標は達した。

　明日の朝刊にこの騒動が載ることは間違いがない。マフィアたちがいかにサムを重視したところで、彼らの振るえる暴力には限度がある。警察の直接的な介入を招くような規模の抗争を、そう簡単に起こしたがるわけがない。

　つまり後は、とシーモアは背後を見み遣やる。

　そこには依然として追ってくる大量の車。

「あいつらを朝まででも連れ回して痛み分けに持ち込めば────」

　直後、爆音が鳴り響いた。

「────はぁっ!?」

　バックミラーの中で二、三台の車が冗談のように宙を舞う。路上で起きた火災をバックライトにして道路上に姿を現したのは異形の車である。

　恐らく、その車はアルファロメオだろう。公道を日常的に走るためだけにはあまりにも過剰なスペックを機能的なボディへと押し込んだ、真っ赤なスポーツカー。

　だろう、と曖昧になってしまうのは、それ以上に目を引く部分が存在しているせいだ。その特徴的な長いノーズには大量の鉄骨、リベット、スプリングが搭載され、さらに一回りも大きくなった上で凶悪かつ鋭角なシルエットを浮かび上がらせている。

　その新たなパーツが何を目的としているのかは明確だった。

　突っ込んで、吹っ飛ばす。

　その結果もまた、たった今地面へと落ちたところである。追突され、かち上げられた車たちがアスファルトでひしゃげ、爆発する。

「うははは！　馬鹿だ！　あれ作ったやつ絶対に馬鹿！」

　シーモアが思わず笑う背後で、その凶悪なノーズを振り回したアルファロメオがさらに周囲の車をクラッシュさせていく。

「うわー、全然趣味じゃないけどアレは一度乗りてー…………！」

「パパ、すっごい追ってきてる！　追ってきてる！」

「これは避けきれないやつ！　サム、頭押さえて！」

　エセックスとではエンジンの出力が違いすぎる。追突されることは不可避と判断したシーモアは、ハンドルを強く切って直撃されることだけを避けた。

　急速に旋回したエセックスの横っ腹を、馬鹿の質量攻撃が捉える。

「うひゃぁああああっ!?」

　サムの悲鳴。

　だが幸いにして浮き上がったのは後輪だけで、先ほどの車のように一撃で破壊されることはなかった。

　回転する車の中で瞬発的に思考を巡らせる。

　このスリップは制御可能だ。だが同時に視界の隅でアルファロメオが旋回している様子も見えている。そのフロントガラス越しに視線がぶつかる。

　アルファロメオの運転手がアクセルを踏んだと見切った瞬間、

「──────そこ！」

　シーモアは接地もしていないと理解したまま無理にアクセルを吹かした。

　エセックスのスリップが加速する。同時に横方向へとずれが発生し、アルファロメオが慌てて再度の方向転換をしようとした。

　即座に見切った運転手の腕は見事。

　だが、

「かかったな！」

　改造によって作られた異常な重量のノーズと、二度にわたる無理な方向転換。アルファロメオの後輪が接地を失って滑ったのは当然のことだ。

　泡を食った運転手が体勢を戻そうとしているが、あんな異常な車、そうそう運転には慣れていないらしい。シーモアが悠々と姿勢を取り戻すその視線の先で、もたつくアルファロメオの横っ腹へと別な車が突っ込む。

　この場には大量のマフィアの勢力が入り乱れている。あれだけド派手な破壊を見せれば、他の勢力があれを排除しようというのは想定できてしかるべき事態だっただろう。

　シーモアは今度こそしっかりと後輪を地面にかませ、加速。

　面倒くさいのに絡からまれてしまったが、どうにか乗り切ることができた。さすがにあんなのが二台も三台もくるとは思えないし、いくらかの敵はあの車が破壊してくれた。

　結果的にはいくらか状況はよくなったといえるだろう。

「サム、無事？」

　後部座席に問いかける。

「サム………………サム!?」

　返事がない。

　何か不測の事態でもあったのかと慌てて振り返れば、しかしサムはそこで普通に座っていた。シートに膝をついて後ろをじっと眺めていて、こちらからは背中だけが見える。

「サム、無事なら返事をしてくれ。何かあったかとびっくりしただろ」

　すぐに元気な返事があるものかと思ったが、やはりサムは無言。

　やがて静かな声が届く。

「パパ、何かくる」

「何か？」

「わかんないけど、何か」

　あまり後ろも見ていられないシーモアだったが、背筋に冷たいものは感じた。気配としか呼べない何かが急速に接近してきている。

　サムが叫ぶ。

「パパ！」

　直後、世界に衝撃が走った。




「……………………ぐ、ぅ」

　どうやら短い間気絶していたらしい。

　意識の断絶とそれの回復に伴う、現実感の喪失。真っ先に感覚が戻ってきたのは両手であり、触れたハンドルからエセックスが停止していて、まだエンジンがかかっていることがわかる。

　ずきずきと痛む額は多分ハンドルにぶつけたのだろう。

　流れる血を意識しながらどうにか目を開く。

　揺れる視界の中に入ってきたのは、意識を失う前から変わらない通りと、辺りに散らばった車だったらしきものたち。通りでうめき声を上げるマフィアたち。

　そのただ中に立つ、何か。

「────────」

　理性が悲鳴を上げる。

　そこにいたのは何かとしかいえないような物体だ。かろうじて人のような体たい軀くをしていることはわかるが、同時に無数の黒い触手の塊であることもわかった。怖おじ気けの走るような粘液をしたたらせる複数の触手が、人めいた形を織り上げている。

　その中央で緑の光が爛らん々らんと輝いていた。

「う、うぉおおおおおおっ!?」

　悲鳴を上げて銃を撃ったマフィアの誰かを、シーモアは責めることができない。仮に手の中に銃があったら、シーモアとてそうしていただろう。

　だが複数の銃火がその存在に──とても人とも動物ともつかないそれに何か効果を示したとは思えなかった。意識の端に上ったかどうかも怪しい。ただその存在はぐるりとその身体からだを巡らせて、こちらを見た。

「いや、マフィアを見てくれよ！」

　即座にバックで発車。

　異音を立てながらも幸いにしてエセックスは動いてくれた。周囲の残骸の隙間を縫って走り出し、Ｕターンと同時に背後へと言葉を投げかける。

「サム！」

「げ、元気！」

「よかった！」

　とはいったもののバックミラーを覗のぞき込んだことは後悔した。

　背後で増殖してゆく触手が目に入ったからだ。どうやらその存在は逃げようとしたシーモアを追うに当たって、走るとか飛ぶとかではなく、増えるということを選択したらしい。爆発的に伸び、数を増す触手が道路を埋め尽くしていく。

　勘弁してくれ。

　心底そう思った。

　再加速したシーモアの周囲に再び車が集い始めているが、その彼らもシーモアを追っているのか波のごとく押し寄せる触手から逃げ出しているのかわからない有あり様さまである。

「いや、うん。とりあえず…………！」

　幸いにして触手が迫ってくる速度はそれほど速いものではない。

　これならばそう時間はかからずに引き離せるか。

　そう考えたシーモアに、しかし声が届く。

「パパ！」

「…………めっちゃ聞きたくないけど」

「右！」

　破砕音が鳴り響く。

　最初、シーモアはそれが建物を崩して追ってきた触手のものだと思った。しかしビルの外壁を内側から突き破って現れたそれを見て、すぐに考えを改めた。

　金床を打ち付けるような壮絶な蹄ひづめの音が鳴り響く。

　暗闇にその眼がん窩かに宿った炎が揺らめく。

　そこにいたのは車すらもしのぐ巨体を誇る、六本足の馬だった。異常に巨大な蹄ひづめで瓦が礫れきと車とアスファルトをまとめて蹴り砕くその背中に、一つの人影。

　鍔つばの広い帽子を被かぶった女が、こちらを見て笑った。

「チャオー」

　絶対にさっきのとは別口のろくでもないやつだ。

　そう判断したシーモアへと馬が駆け寄ってくる。トラックと見まがうようなその巨体。そこから振り下ろされる蹄ひづめはほとんど真上から降ってくるみたいだった。

　その威力は、かすめたエセックスの扉が吹き飛んだことからして疑いようもない。

　そしてそれは六本分の足で繰り出されるのだ。

「サム！」

「ま、まだ元気！　パパ頑張って！」

「そりゃ頑張るしかないけど！」

　素早くハンドルを切り、あるいは車体ごと馬の足へとぶつかることによって、どうにか安全を保ち続ける。その間にもヘッドライトやサイドミラーなどが馬の足によって蹴り潰され、どんどんとエセックスに軽量化が施されていく。

　後はこの車がどれだけ耐えてくれるか次第だが、厳しいか。

　シーモアの背筋を冷たいものが流れた瞬間、状況はさらなる変化を迎えた。

「パパ、なんかくる！　サムは元気！」

　ついに先に自己申告された。

「元気なのはよかったけど………………おぉ!?」

　どん、と何かの着地によってエセックスが揺れた。

　強烈な音はその存在の重量と、その存在が四つ足であることを雄弁に語ってくる。

　響き渡った声は人間がまだ野生だった頃怯おびえていた何かへの本能的な恐怖を呼び起こした。

　その正体は、それが屋根から飛び上がり、馬へと嚙かみついたことによってようやく目に入る。鮮烈な赤色の毛並みと、長く伸びた尾。

　人ほどの大きさもある、巨大なコヨーテである。

「ぶわっ!?」

　同時、シーモアが悲鳴を漏らす。

　胸元に突っ込んでいた煙草が爆発…………いや、内側から膨張し、弾はじけたのである。何かと思えば、胸ポケットから大量の葉や根が生えてくるところだった。まるで煙草がかつて大地に根を張っていた頃の自分を思い出したような有あり様さま。

　飛びかかろうとするコヨーテが、空中で撃ち落とされる。何が起きたのかはわからないが、馬の上で手を振った女の仕草に関係があるのだろう。見ようによってはこちらをかばってくれたようにも見える仕草に、すわ味方かとシーモアは絡からみつく草を片手で引き剝がし、ハンドルを握り直す。

「今のうちに逃げ────」

　衝撃が身体からだを貫いた。

　コヨーテが爆発的に叫んだその声が物理的なダメージとなってこちらの身体からだを打ち付けたのである。ごふ、と息を吐き出しながら呻うめく。

「で、ですよね…………！」

　馬に乗った女と巨大なコヨーテは正面衝突の姿勢を隠そうともしない。どころか増殖する触手もまた遂ついにこちらへと迫り、緑色の視線が両者を睥へい睨げいする。

「ぱ、パパ、これなんかすごいことに…………！」

「静かに、サム…………！　多分今日はハロウィンなんだ」

　口元を押さえ、サムに静かにさせる。

　目の前の三者は明らかに超常に属するものだ。マフィア同士の抗争ならばどうにか痛み分けくらいに落ち着ける自信はあったが、あいつらを相手にどうすればいいのかがわからない。

　じり、と口の中に嫌な味が広がるのを感じる。

　逃げるにしても交渉するにしても、どうやってだろうか。まともな人間の価値観で対話が可能な相手には全く見えない。

　そもそもとしてここから逃げることは可能なのだろうか。

　最悪でもサムだけは…………と考えてから訂正する。最低でも二人で逃げなければならない。シーモアがここで死ぬわけにはいかない。家で待っている人がいるのだ。

　だがどうすれば────

「お困りみたいじゃないか」

　────車内に、不意に誰かが現れた。

　嘲笑するような声音を聞いた瞬間に、その正体が誰であるかを即座に理解していた。まるで繭のように身体からだを覆う長い髪の毛。顔の半分を覆う重篤な火傷やけど痕。そしてその身体からだから失われた片手と片足。

　いや、失われていたはずの左手と左足。

「やあ、シーモア・ロード。それに、サム。サム・ロードと呼んだ方が嬉うれしいかな？」

　殺人株式会社マーダー・インクの社長クラウディア・ホーロックスが、影のように暗い奇妙な左腕でサムの頭を撫なでる。

　サムが瞬まばたきをして、端的にいった。

「誰！」

「子供のいうことは凄すごくシンプルでいいね。そうだろう、シーモア・ロード」

「いや、腕、違う、どこから、じゃなくて、えーと」

　クラウディアが口くちの端はを曲げた。

「助けは？」

「要ります！」

「じゃあ、はい。こうしてあげよう」

　ぱちんと音を立てて、クラウディアの左手が鳴らされる。

　異変はすぐにわかった。

　世界の音がしんと一段階遠くなり、まるで膜にでも覆われたような感覚があった。

　同時にこちらに向けられる視線や意識が薄れるのを感じる。先ほどまでマフィアたちも怪しげな三者も、思い切り騒動を起こしながらしかしこちらにも気を配っていた。隙を突いてシーモアが逃走することがないよう、視界の端には収めていた。

　だが、それが失うせたのである。

　こちらへと向けられていた意識が消失する。

　まるで視界の中からシーモアが搔かき消きえ、それに気づいていないかのような反応。いや、ようなではないのだろう。

　世界のテクスチャを書き換えられたという超自然的な実感。

「………………あなた、今何をしました？」

「説明を受けたいのなら、やっぱり今逃げるべきだよ」

　シャボン玉めいて感じられるその膜が割れることを恐れ、シーモアはそろりとアクセルを踏み込んだ。




「やあ、お疲れ様。大変な騒ぎだったじゃないか。今日はハロウィンだったかな？」

「………………」

「その微妙な顔は？」

「いえ、その、なんです」

　ギャグのセンスがこの女と同じレベルかと思うと、少し反省もしたくなるものである。

　ともかくとして後部座席からの指示に従ってシーモアがたどり着いたのは、殺人株式会社マーダー・インクの拠点の一つであるらしい会社のフロアだった。

　殺人株式会社マーダー・インクなんてものがきちんとオフィスを構えていること自体が既にギャグめいているが、一向に使われた形跡のないがらんとしたフロアを眺め回すに、実際にギャグとして準備されている場所なのかも知れない。

　あるいは、こういう時の緊急避難先としてか。

　ぐったりと椅子に座っていたシーモアに、クラウディアが笑いかけてくる。ただ笑っているだけなのに酷ひどく嫌な気持ちにさせられるような、痙けい攣れんめいた笑い方だった。

「しかし、シーモア・ロード。君のおかげで街はお祭り騒ぎじゃないか」

「…………。仕方がないじゃないですか。僕の、あー、娘を狙って巻き込んできたのは向こうですよ」

「違うよ。君がこの街の全員を巻き込んだんだ、シーモア・ロード」

　すぱりとした言い切りにシーモアは眉を寄せた。

「何です…………？」

「この世界の表舞台に立てる怪物は限られていたんだよ。例えば人じん狼ろうとか、妖精とか、精々がその程度。あまりにも超常的なものは人々の意識という名の檻おりに阻はばまれて決して派手には暴れられないようになっていた」

　不意に思い出したのはフランと、彼女の店に棲すみ着いた何者かの姿。

　本来あんなにも気軽に現れるはずではなかった怪物が、あまりにも自然にそこにいる。

「…………。人々の意識が変わった？」

「そう。君と君の恋人の大暴れのせいでね。多かれ少なかれ、人々はそうしたものがそこにいることを知った。だから世界が変わったんだ」

　こんな風に。

　そういってクラウディアはその左手をひらりと動かし、左足で地面を叩たたいた。まるで張り子細工パピエマシエのように中身がない軽い音がする。

　いや、実際にそうなのだろう。

　世界の表面だけがごまかされている。そうした技術を彼女は身につけている。そうした技術で人の目を欺き、シーモアたちもここまで逃げてこられたのだ。

「それに加えて、君の娘だ」

「娘っていっても、仮ですよ」

　サムが何かを反はん駁ばくしかけていたが、それは口元を押さえてごまかした。

　今は血縁とか家族についてほのぼのと会話をする時間ではない。

　しかしクラウディアはそういった様子がおかしくて仕方がないというように笑った。ぴしりと真っ暗な指が突きつけられる。

「自分の子供にそういう態度はどうかと思うね」

「いや、その、実際に娘かどうかは議論の余地があるというか…………」

「ないよ」

「はい？」

　断定的な口調に瞬まばたきをする。

「そうか。君はまだ事情の把握もできていない段階だったね。君の娘が、君の娘であるということすら認め切れていないのかい？」

「このくらいの娘がいる心当たりは…………ないようなあるような…………」

「せめて断言しなよ。でも、その子は君の娘だ。もっというならばシーモア・ロード、君とあの『ボーデン家の死神』の子供だよ」

　今度はシーモアが何かをいおうとする。

　シーモアもあれこれとやった過去はあるが、さすがにあの死神と子供を作ったような覚えはない。大体そういう感じのことを。

　けれどクラウディアの次の言葉の方が早かった。

「心当たりはないのかい？　君とあの女が触れ合った最も大きな存在を」

　クラウディアの瞳が歪ゆがむ。

「正確にはあの女が作って、君が壊した存在を」

「──────！」

　閃ひらめきは瞬発的に訪れた。

「──────『ボーデン家の死神』！」

　それは人間としてのその名前ではない。

　ボーデンという家に生まれたありふれた少女が、彼女の願いの結実として作り上げようとした怪物の名前だ。ただ人を殺すためだけの、彼女の悪評が現実に姿を取ろうとしたもの。

　シーモアが否定をし、生まれる前に崩れ去ったもの。

「待ってください。あれは僕が否定したはずで────」

「────したね。『死神』という超越者が大枠を作り、人々の願いが流れ込んで、形になりそうだった物語を君が崩した」

　じゃあ、とクラウディアは指を振る。

「その力はどこにいったのかな？」

「………………力？」

「リソースと言い換えてもいい。願われて、実際に形を持ちかけるところまでいった、人々の膨大な願いの熱量。形が崩れたら、それはどうなった？」

　人々は誰もが願いを叶かなえる力を持っている。

　現実がそれに左右されないのは、誰もが等しい力しか持っていないせいで限りなく均衡が保たれているせいだ。だから多くの人々が同じ方向を向いて、同じ願いを抱くような潮流が生まれると、その力が結実する。

　シーモアはそれが完成を迎える前に砕いて壊した。

　だが、流れた力は？

「あれはなかなかの快挙だったよ、シーモア・ロード。生まれかけた怪物が、しかし生まれる前に否定され尽くしたことなんて前ぜん代だい未み聞もんだ。だからあの時、初めて世界に法則が生まれたんだ。あるいは事態への対処が。どうするかが」

「どうなったんです…………？」

「その結果がそこにいるじゃないか」

　クラウディアの指がぴたりとサムを指した。

「世界は方向性を失った力を適当な形にして放り出すことにしたらしい。大方、その時に君が何か面倒なことをいったんじゃないか？　『自分でなんとかしろ』とか『自分で頑張れ』とかそういう感じのことを。その『自分』を作ったのさ」

　シーモアの腕の中で、サムがこてんと首を傾かしげる。

「世界改変のリソースの塊。ラベルを剝がれた物語。あるだけの力という怪物が、それだよ」

　理解する。死神とビルの屋上で相対したあの日、シーモアの目の前で崩れていった影。

　あれが形を変えて、今腕の中にいた。

　彼女が何であるか、類推しようとしても無駄なはずである。

　なぜならば彼女は伝承を奪われたものであり、この世界で初めて生み出された名前のない怪物であり、無色透明なただの力だったのだから。

「え、えぇっと………………」

　その事実にどう向かい合えばいいのかわからないまま、とりあえず一番真っ先にわかった明瞭な事実を一つ口にする。

　死神が育み、シーモアが切り離して生まれた。

　つまり、

「サム、君マジで僕の娘じゃないか…………!?」

「最初からそういってたよ、パパ！」

　自分の正体について話が行われていたのがわかっていたのかどうか、サムはぷくりと頰を膨らませながらそう抗議してきた。




「さて、まぁ、家族団だん欒らんは後回しにしてもらってだ」

　シーモアがサムの正体を咀そ嚼しやくできるまで休憩を設けてから、改めてそう切り出された。

　クラウディアが踵かかとで床を打つ。

「あの怪物たちがどうしてサム・ロードを狙ったのかも理解ができただろう？」

「………………。彼らのパワーリソースだから」

「そう。その通り。その子は現実を変えるという力の塊だ。しかも無加工、産地直送。漏れ出る力だけで周囲の怪物の力は強まるし、願いを注ぎ込めばリソースに応じて現実が変わる。直接的に彼らの栄養源ということもできる」

　虚こ空くうから生み出された口紅を思い出す。

　あるいは、前回マフィアから逃げた際に車ごと隠した吸血鬼の力も。シーモアの心臓だけでは本来不可能だったはずのあれも、もしかするとサムが近くにいたことでその能力が知らずに後押しされていたのかも知れない。

「その使い道については彼らなりに考えがあるんだろうが、どんな怪物であってもその子は必ず手に入れたいはずさ」

「サム、パパと一緒がいい！」

「君はマフィアではないからね。私はその願いにできる限りの配慮をするつもりだよ」

　ぎゅう、と抱きついてくるサムの頭をシーモアは撫なでる。

　変則的にであれ、この子が生まれてきた原因の一端がシーモアであることはようやくわかった。彼女の存在について、シーモアには責任がある。

「で、結局この後どうするんですか？」

「お、話が早いじゃないか」

「あなたがこうして姿を現した時点で、この後の対処は決まっているんでしょう。僕も現状でそれに逆らう気はありませんし、乗ってあげますよ」

「いいね。話がわかるというのはとてもいいことだ。そしてだからこそ彼らとも話をすべきだと私は思うよ」

「話って、あの、あれとですか…………？」

　緑色の目をした触手。

　六本足の馬を駆る女。

　巨きよ軀くを持つコヨーテ。

　華麗なトークを売りにするラジオ番組であっても、あんな連中をゲストに招くことはそうそうないだろう。というか女を除いた二名は言葉が通じるのだろうか。

「対話はできるさ。彼らだって怪物というだけで災害ではない。今日は暴れていたけれど、話し合いで解決できるのならばむやみに暴れたりはしないとも」

「その話し合いの場を持つことがそもそも不可能に思えますけど」

「それは私たちの仕事さ。殺人株式会社マーダー・インクが何をするところか、もう忘れてしまったかな？」

　抗争の調停と収束。

　その応用によって彼らとの対話の場を設けることが可能だというのだろうか。

「設けるさ。あんな抗争が二度も三度も起きては、さすがに街が大変なことになる」

「つまり、その場で僕に頑張れという話ですね」

「頑張らなくてもいいのだけれど。私としてはその子の所在が決まって、抗争が起きなくなればおおよそ解決といえるし」

「させませんよ…………なんてあなたにいっても意味はないですね」

　その通り、とクラウディアが笑う。

「明日には会議の場を設けよう。今日のこの馬鹿騒ぎに参加した全員が一堂に集って話をする場だ。マフィアたちも否とはいうまい。あんな連中がいきなり参戦してきたのでは、彼らも情報が欲しくて仕方ないだろうしね」

「そこで話をして、どうにかすればいいんですね」

　どうにかが何も具体的にはなっていないが、まぁ、車で走り回って謎の怪物三体とマフィアたちを相手取るよりはずっと楽だろう。

「さて、シーモア・ロード。口の回りに自信は？」

「任せてください。高校生の頃は弁論部でした」

「お、君にまさかそんな特技があったとは」

「妹が」

「君の話は聞けば聞くほど、真面目に聞く気が失うせていくね」




　サムが眠りについてからも、シーモアはオフィスで一人膝を抱えていた。

　否、一人ではない。

　正確にいうならばオフィスには相変わらずクラウディア・ホーロックスがいる。彼女は椅子の一つに座り、片膝を抱えながら、その片手にペンを携えている。

　その彼女に声をかけたのが、眠りを阻はばむほどの明日への恐怖に耐えかねてだったことは、否定はできない。

「何をしているんですか？」

「わはは。遺書を書いているのさ」

　楽しくもなさそうに笑って、クラウディアはそういう。

「………………遺書？」

　一瞬つまらない冗談かと思ったが、クラウディアの顔は真剣そのものだった。

　彼女は一言一句、ただ一つのスペルミスも許さないというような集中力で、目の前の紙に向き合い続けている。

「私たちが明日、一体何の前に身をさらすのか、忘れたわけじゃないだろう。なあ、シーモア・ロード」

　三体の怪物と、マフィアたち。

　それは殺人株式会社マーダー・インクの社長をして、遺書をしたためておかねばと思うほどの脅威なのだろうか。いや、疑問を抱く余地はない。

　つい数時間前に遭遇した、あの怪物たち。あの姿を思い出すだけで、本能的な恐怖が背筋を貫くのだから。

「あれらは古い存在だよ。古くから残るものにはそれだけの理由がある。その力であれ、知恵であれ、特異性であれ。人じん智ちを越えているとはまさしく彼らのためにある言葉だ」

「その怪物たちを相手に、明日は弁論大会ですか」

「おや、怯おびえているのかな。今からでも参加は取り消しておこうかい？」

　最近は、自分の側に誰かがいてくれることに慣れきってしまっていた。

　だからこうして一人で脅威に立ち向かおうとすると、浮かべるべき表情がわからなくなってしまう。シーモアは一度口を開け、閉じ、そしてまた開いた。

「冗談でしょう。あり得ませんよ」

「そんなにも震えているのに、そんなにも意地を張らないと駄目なのかな？」

「ええ、駄目なんです」

　シーモアは膝を強く抱いた。

　そして片手を伸ばして、サムの頭を撫なでた。あるいは頭の中で、今頃寝ているはずのニベルコルとリンを思い浮かべた。

「うちには子どもがいますから」

「それが理由になるのかな？」

「なりますよ。ならなければいけないんです」

　シーモア・ロードが困難に際した時、一番優しく甘いのはニベルコル・バーズアイだ。彼女はシーモアに多くを要求しようとはしない。

　自分たちを助けているだけで十分だ、とニベルコルはよくうそぶいている。

　だが子供がそんな風に愛情や優しさに上限を設けて、賢さかしらに語らなければいけないことこそ何より彼女を哀れにも見せている。

　またはこうもいえる。

　信じられる何かが、最初から失われているのは何よりの悲劇である。

　たとえ何かを信じることが、それが壊れた時の虚無感をもたらすリスクを孕はらむとしても。

「誰かが大人になって、誰かが守って、誰かが戦わねばならないなら、それは僕なんですよ」

「柄にもないことをしている自覚はあるのかな？」

「柄になくともやらねばならない時はきます。世界は僕のことを待ってくれないので、せめていま走り出すしかないんです」

　むしろ自分に言い聞かせるようにシーモアがそう語ると、クラウディアは笑った。

「わはは。思ったよりも面白い人間になったね、君は。運送業が駄目になったら、私の会社に入る気はないかな？」

「本気でいってます？」

「本気でいっているけれど、君が私の会社に入るなんていったら幻滅だな」

　難しいことをいう、と苦笑する。

「何にせよ、眠った方がいい。無理ならば目を閉じてじっとしていることだよ。ただでさえ明日はその舌に君たちの、あるいは私たち全員の、もしくはもっと多くの命がかかるんだ。そこに寝不足まで抱え込むのは、推奨できないな」

　シーモアは呻うめきを同意に代えて、目を閉じた。

　暗闇が彼の意識を捕らえてくれるまでには、ずっと長い時間が必要であった。







　オフィスで一晩を明かし、伸びを一つ。

　床で寝ているのは普段と変わらないのに、普段よりもずっと身体からだが凝り固まって感じられるのはどうしてだろうか。

「パパ、おはよ。大丈夫？」

「もちろん。今日は任せておいてよ」

　具体的な道筋もわからないままで、頼もしい笑顔だけを作ってみせた。

　実際のところ怪物たちが顔をつきあわせて、一体どんな会議が行われるのかなど想像がつくはずもない。ましてそこにはマフィアたちもいるのだ。怪物たちほど超常的ではないかも知れないが、銃と火薬と権力を持つマフィアは紛れもない日常的な脅威である。

「一日でここまで頑張った私のことを褒めてくれてもいいんだよ」

　などというクラウディアを適当に褒めそやしたりもしつつ、指示された場所へと車を走らせる。既に空には月があり、世界は夜を迎えている。街は心なしかいつもよりも静まりかえり、草木すらもが息を潜めているような気がした。

　目的地であるビルの前に立った瞬間、ずくりと心臓が疼うずいた。

　何か目に見えない力の流れがこのビルを中心にして渦巻いている。人間がいるべき領域ではないという本能が、怪物の心臓を喜ばせている。

　それが錯覚ではない証あかしのように、サムがぴたりとその身体からだを寄せてきた。

「………………ここ、なんか、怖いのがいる！」

「大丈夫。パパならなんとかできる」

　といっておかないと心が折れそうだった。

　一歩一歩、死へと近づいていくような錯覚をしながらシーモアは歩みを進める。冷や汗がだくだくと噴き出す。

　だが逃げ出すわけにもいかない。

　ここで化け物たちを相手に弁論大会を開き、どうにか優勝しなければ、碌ろくな未来は訪れないのだ。ひっついてくるこの少女をこの世界に作り出してしまった責任が自分にはある。

　いっそ吐き気すら覚えながらシーモアは目的のフロアの扉を開いて、




「あれ、シーモアさん、思ったよりも早かったですね」




　そこには誰も立っていなかった。

　ただ一人そこにいる、吸血鬼を除いて。

　マフィアたちも、莫ばく大だいな触手の塊も、馬を従えた女もその馬も、輝くような毛並みのコヨーテも、全員がぐったりと床に伏せている。彼らの抵抗の激しさは壁や床に刻み込まれたあらゆる種類の破壊の痕跡によって明確に物語られていたが、しかしそれらのどれもが何一つとして効果を上げなかったのだろう。

　何せ、街中で偶然会ったように照れ笑いをするルーミーには、傷一つなかったのだから。

「ルーミー…………？」

「いや、その、本当は先に帰るつもりだったんですけど。ほら、この人たちがシーモアさんを困らせていたみたいなんで」

　ちょっと汚れていたので掃除をした、みたいな口調でルーミーがいう。

「全員、少しだけお話しさせていただきました」

　壁かべ際ぎわで馬が呻うめき声を上げ、その瞳を燃やしながら立ち上がろうとする。

　が、その動きは激しくうごめいた霧によって阻はばまれた。フロアが砕けんばかりの力によって馬が叩たたき伏ふせられる。

　その間もルーミーの視線はこちらに向けられたままだ。

　彼らの抵抗は吸血鬼にとっては一瞥の価値もないのだと、言外に語っている。

「やだなぁ。こんな埃ほこりっぽい姿、シーモアさんに見せたくなかったのに」

　あんぐりと口を開けたシーモアは、それに頷うなずくしかない。

「え、あぁ、そうだね…………」

　サムもクラウディアも、この状況に対して何をいうこともできないのだろう。言葉は一つもなかったが、それこそが彼女たちの衝撃の大きさを証明していた。

　もう誰一人として起き上がる気力すら残っていないことを確認してから、ルーミーがぱっと華やいだように笑った。

「これで万事解決ですね、シーモアさん！」







[image: ]














三　愛だけが確かで









「あぁ、やっぱりそうなったんだ」

　話を聞いた死神はそう頷うなずいた。

　殺人株式会社マーダー・インクが設けた会議が文字通りに粉砕された翌日、目が覚めたらガレージの中に死神が入り込んでいたのである。

　時刻は既に夜にさしかかっており、家には誰もいなかった。何か特別な力で侵入してきたのかと思ったが、よく見ればシャッターの一部が破壊されていた。バールか何かをぶち込んで鍵を壊したらしい。いっそ超能力であってくれよと心底思った。

　ともかくとして、寝起きの頭で求められた説明をし、結果として見られたその死神の反応が妙に気にかかる。

「…………なんだか、予想はしていたみたいな雰囲気ですが」

「そうなるかなぁとは思ってたよ。だから昨日強い力が使われた気配がして、今日ここにきたわけだし」

　そういう死神の態度に見み栄えや外け連れん味みは見ることができない。

　表情で先を促すと、死神は手の中でくるりとナイフを回した。どこから説明をしたものか迷うように彼女はうつむいて、それからおもむろに口を開く。

「世界っていうのは押し合いなんだ。君はもう知っているよね。ぼくは最近自覚し始めた」

「僕もルーミーから聞いたのは割と最近のことですよ」

「理解しているならいいんだ。みんなが同じ力で押し合っているから世界はこの形をしている。ぼくみたいに、人よりも多くその力を持っている体質の人もいる。ちなみにこの押し合いの結果生まれた余剰の力が集まったのがサムだね」

「そう聞くとまるでラジエーターみたいですね、あの子は」

　機械の運動に伴って内部に発生する、過剰な熱を放出するための機構の名前を挙げると、死神はこくこくと頷うなずいた。

「あぁ、うん。らじーえーたー。あの子はそんな感じだね。怪物としての能力に名前がないままだと不便なら、そう呼んであげればいいんじゃないかな？」

「お前、今凄すごい適当に頷うなずいてませんか？」

　彼女の掌てのひらの上でナイフが回る。物理的にあり得ない軌道を描いて回転し続けるそのナイフには、ささやかながら超常の力が働いているのだろうか。

「話は変わるけど、いや、変わらないんだけど、ぼくはルーミーを切ることができる。それは知ってる？」

「君たちのじゃれ合いに口を突っ込む気はないですけど、はい」

　ルーミーが頻繁に服を買っていることも、時折袖や襟が切れた服を捨てていることはシーモアも知っている。

　死神に会いにいった時、戯たわむれに斬り殺された際の影響だ。シーモアからすると酷ひどく悪趣味な遊びだが、それはあまりにも人間的な尺度の押しつけというものだろうか。

　緑色の視線がこちらを向いた。

「ぼくはルーミーを切れる。切れた。でも、それはどうして？」

「どうしてって…………」

「ぼくの殺意は人間にしか適用されないのに。これは、君はよく知っているよね」

　思わず瞬まばたきを一つした。

　そういえば、そうである。死神がその力を振るうことのできる対象は厳密に人間へと限られている。怪物の心臓を持っているだけのシーモアですらその対象外になるほどだ。

　だが死神はルーミーを切っていた、はずだ。

「切れる…………素の身体能力で？　いや、君、体力自体は雑ざ魚こですもんね」

「雑ざ魚こっていうなよ。雑ざ魚こだけどさ」

「ならどうして切れるのか…………ん？　今、切れたって表現しました？」

「そうだね。少し前までは切れた。今はもう、切れない」

　死神がぽいとナイフを壁に向かって投げた。

　回転しながら飛んだナイフは、柄の方から壁にぶつかって、刺さることなく落ちた。

「なぜなら、ルーミーがようやく一人前になったからだよ」

「どう見ても彼女は成熟した女性だと思いますけど」

「それでも生まれたばかりの最新の怪物だよ…………最新はもうサムに更新されたんだけどさ。ともかく、あの子は若く、幼い」

　だから、と死神は息を継いだ。

「あの子はこれまで世界に何も望んでいなかったんだ」

「………………」

「世界に対して期することがなかった。世界にどうあって欲しいとも思っていなかった。押し合いで成立する世界で、どの方向にも何一つとして押していなかった」

　不意にシーモアは思い出す。

　出会ったばかりの、美しくもどこか空疎なルーミーの姿を。最近ようやく人のように普通に生活をしている雰囲気が生まれ始めた彼女のことを。

「さすがに吸血鬼として振る舞っている時は別だったけど、誰ともいない時とかにはあの子はもう誰でもなかったんだろうね。人間とかが無意識に周囲に押しつける程度の世界への願望ですらあの子は抱いていなかった。押し合いの世界で、何も押していなかった」

「だから本来対象にならないはずの君の能力ですら切ることができた、ということですか？」

「そう理解してくれていいと思うよ。この世界のあらゆる存在がベクトルとして表現されたならば、ルーミーは大きさはすさまじいけど、向きがなかった。だから存在としてはないに等しいくらいに儚はかないものだった」

　だった、と死神は話を区切る。

「それももう過去の話だけど。世界で色んな経験をして、色んな人に知り合って、彼女は変わった。ルーミー・スパイクとしての人格はもう一個人と呼べるくらいに明瞭だよ」

　周囲に誰もいなくても、何をしているわけでなくても、確かにルーミー・スパイクとしてあり続けている。

　だからもう死神の能力の例外たり得なくなった。

　そのことをしっかりと考えてから、シーモアは首を傾かしげた。

「………………あれ、悪い話には聞こえませんね」

　むしろ一個人としての彼女を尊重しようとしていたシーモアからすれば喜ばしいくらいだ。

「うん。別に悪い話として君に聞かせたつもりはないよ」

　ぱしり、と死神がナイフを摑つかみ取とった。

「でもその昨日の騒動とこれは全く同じ話ではある」

「全然そういう風には脈絡が見えませんが」

「見える。見ろ。そもそもとしてルーミーは能力に対して願望が少なすぎたんだ。人としての意識が薄くて、望みが何もないから、能力をまともに使ってもこなかった。だろ？」

　見てきたように指摘をする、と思うがそれは間違いない事実だった。

　彼女が本気でその能力を使えばもっと多くの人が死んだり、もっと多くの人が彼女に従ったりしていただろう。望めば吸血鬼の名を冠する国だって建てられるに違いない。だが、そうはなっていない。

「けれど彼女はもういつでもルーミー・スパイクで、いつでも君を心配している。世界に対してそうあって欲しいと願い、実現する能力をルーミーは持っている」

「つまり、その、なんです。ルーミーは僕を心配するようになったということですか？」

「というか、心配した時にどうするか、自分の心を世界に押しつけることを知ったんだよ。そして心配した相手を守ることができる能力も、彼女は持っていた」

　起きそうなトラブルを検知することも、そのトラブルを先んじてまとめて叩たたき潰しておくことも、彼女のスペックならば容易に達成できるだろう。

　だろうというか、できたのだ。

「………………うーん。そのほか色んな問題がありそうで、結構状況がややこしいことは事実の上で一個だけいっていい？」

「どうぞ」

　シーモアはしゃがみ込んで、絞り出すようにいった。

「え、僕めっちゃ愛されてるじゃん。嬉うれしい……………………！」




「シーモアさん、昨日はごめんなさいね」

　そうルーミーが改めて切り出してきたのは、彼らの一日の終わり。もうじき夜が明けるという時間になってからのことだった。

　子供たちは既に眠りにつき、シーモアとルーミーだけがエセックスの天井に並んで腰掛けている。伏せられたルーミーの視線が、ちらりとこちらを窺うかがってくる。

「本当はあんなところを見せるつもりはなかったんですけど…………」

「あぁ、謝るのはそこなんだね」

「…………？　はい。暴れている姿なんて、見て欲しいものではないですから」

　そこ以外に気にすべき点はあるような気がする。

　そもそもとしてひっそりと陰で動いて、マフィアを含めた障害たちをまとめてなぎ倒すというその行動自体を気にしなければならないと、そう感じる。

　だが、どうやらルーミーの視点ではそうではないらしい。

　吸血鬼の視点では。

「………………」

　今はそのことだけを記憶しておく。

　きっと不用意に触れるべきではない。そういう失敗を散々やってきたのだから。

「………………。あぁいうこと、実は前にもやってたり？」

「いえ、やりたいと思うようになったのも、私がやらなければいけないようなトラブルがあったのも最近だけなので。シーモアさん、トラブルを避けるのが本当にお上手なので」

　ルーミー・スパイクにそういわれてしまうと、なんだか凄すごく高度な嫌みにも聞こえてしまうけれど。心臓を抉えぐられた時の傷跡を撫なでながらそう思う。

「本来なら昨日のトラブルも僕だけで解決できるはずだったんだけどね。まさかあんな魑ち魅み魍もう魎りようが湧いてくるとは予想外だったよ」

「この世界、あんなに怪物が潜んでいたんですね。人の歴史の長さを思えばそれくらい当然なのかも知れませんが」

「誤差みたいな人生が星の数ほど積み重なってるからね」

「シーモアさん、その言葉、根に持ちますね…………」

「ルーミー的にはどうだった？　なんか気になる相手とかいた？」

　シーモア的にはもう全部がお近づきになりたくないタイプだったが。

　強いていうのならば馬に乗っていた女の人はかなりの美人であったため、名前くらいは聞いておきたい。連絡先も交換できるならしておきたい。

　なんてことを考えているのがバレたのか、ルーミーがべったりとした視線を向けてくる。

「特には。全員、私よりもずっと弱いです」

「それな。結構強そうな人もいたのに、そんなに厳然たる差があるんだ？」

「生まれた世代が違いますから。人間の数が増えている以上、新しい怪物の方が平均値はどうしたって高いですよ」

　ましてルーミーはその増えた人類が行った、最大の戦争の結果である。

「あぁ、でもシーモアさんが気になっている女の人だけは面倒だと思います。あの人は乗っていた馬は怪物寄りでしたが、あの人は多分人間なので」

「ただの人間には見えなかったけど…………いや、死神みたいなのか」

「恐らく。面倒ではあっても私に勝てるほどではありませんが」

　淡々とした声音はその内容の不遜さをほとんど感じさせない。

　そしてその言葉はかなり事実なのだろう。今日一日、マフィアどころか彼らも姿を見せなかったことが、ルーミーの存在が抑止力として強烈に働いていることを証明していた。

　つらつらと思い悩むシーモアの手に、白い指が絡からみついてくる。

「もう終わった話ですよ。あの人たちがシーモアさんの邪魔をすることはもうないので」

「君がずっと僕のそばにいてくれるなら、そうなるよなぁ」

「はい。そして私はずっとシーモアさんを守るので」

　噓うそ偽りのない言葉なのだと心で伝わってくる。

「私たちが考えるべきなのはニベルコルさんたちのこととか、サムのことだと思いますよ」

「そういえばサムの正体もわかったことだけど、僕を許してくれる気になった？」

「うーん、結局、シーモアさんが他の女の人とばかり何か大事をやってるのは変わらないんですよねぇ」

　きゅ、と絡からまった指に力が込められる。

　反射的に『折られる』と怯おびえを覚えてしまう。

「シーモアさんはもっと私を大切にすべきなんですよ。そこのところわかってますか？」

「お嬢様、何をお望みでしょうか？　具体的には何したら許してもらえます？」

「んー、どうしましょうか。シーモアさんが気を遣って私を仕事に加えていないのはわかりますけど、私もそろそろ手伝いたい気もしますし────」

　ルーミーが楽しげに将来のことを語り始める。

　足をぱたぱたとさせながら笑う彼女の顔は、こちらの胸を自然と温かくしてくれる。なんだかんだといいながら、今の生活を彼女も気に入っているのだろう。

　だから、間違っていないはずなのだ。

　ルーミーの力によって問題は終わりを迎え、シーモアは元の生活に戻ることができる。子供が一人増えたというのは、もしかしたらもっといい生活になったことを意味しているのかも知れない。

「……………………」

　だというのに、この落ち着かない胸の内はなんだろうか。

　自分は何か嫌な感覚を覚えている。

　その下の傷が治っていないとわかりながら、かさぶたが剝がれかけているみたいな。

　それがどうしようもなくじくじくと主張するのを感じながら、それでもシーモアは笑顔を浮かべ続けた。







「お久しぶりです、シーモア・ロードさん！」

　ベッキー・ラングレーはそういって微ほほ笑えんだ。

　マフィアも怪物たちも動かなくなった以上、シーモアはいつも通りに仕事を再開している。時折監視の目も感じられることがあるが、それはとても遠巻きで慎つつましいものばかりだ。

　まるで台風の目のような猶予期間。

　そう思ってから苦笑する。この街で最も台風という比喩がふさわしいのは、彼のガレージにいる吸血鬼で間違いない。ならばまさしくシーモアは台風の目の中にいる。

「お久しぶりです。改めてになりますが僕は運び屋のシーモア・ロード。こちらは仕事に協力してもらっているニベルコル・バーズアイです」

　中天から傾きかけた太陽が照らすカフェの席。隣に座ったニベルコルが頭を下げる。彼女がこうした話し合いの場に連れてこられることは少ないので、緊張しているのかも知れない。

　当時は彼女の名前など知らなかったが、シーモアの持つベッキーの印象といえば父親の原稿を取り戻そうと決意し、憔しよう悴すいした姿だ。あの時は随分とひ弱な子に感じられていたが、こうして日の当たる場所で会うと、快活な学生らしさが漂う見目をしている。

　ベッキーはその細い眉毛を少し寄せた。

「お子さん…………ではないですよね？」

「訳ありでね。こんな街で運び屋なんてやっていると誰もが訳ありですが」

「なるほど。シーモアさんですもんね！」

　それがどう納得に対して作用するのかはわからないが、ベッキーの中ではきちんと折り合いがついたらしい。明らかに学校に通うべき年齢のニベルコルが仕事を手伝っているという点についての追及はそれで終わった。

「今日はほら、ベッキーさん的にも女の子がいた方が気が楽なんじゃないかなと思いまして」

「ありがとうございます。ニベルコルさんも、お時間をいただけて嬉うれしいです」

　ベッキーがシーモアと同列のように扱ってくれたのが功を奏したようだ。ニベルコルの肩に入っていた力が少し抜けるのがわかる。

「気にしないで。というか、これが過保護なせいで私の仕事が少ないんだもの。これを機に色々任せてくれるようになるなら万々歳よ」

　生意気をいっているニベルコルの頭をぐしゃぐしゃと搔かき回まわす。

　それにしても、今日の用件はなんだろうか。

　学生の少女がシーモア・ロードのような怪しげな運び屋に頼るのは普通の事態ではない。まさか教授にレポートを出して欲しいとかそういう訳でもないだろう。

　ベッキーはなかなか用件に入らない。ただそれは彼女の中で決心に少し時間が必要なだけなようなので、強いてシーモアから水を向けることもなかった。しばらくの間は少し前にあった死神騒動や、つい先日起きた大規模なマフィアの抗争のような、殺伐としながらもこの街ではたわいもない会話だけが続く。

　ようやくベッキーが本題を切り出したのは、シーモアが二杯のコーヒーを飲み干して内心でげっそりとし始めた頃だった。

「あの、実は私、お父さんの後を継いで仕事を始めたんです」

「お父様の仕事というと脚本家ですよね」

「はい。お父さんがいなくなって色々厳しくて、はしたないとは思いながら知人に自分の書いたものを送ってみたら、お仕事をいただけることになって…………」

　誇らしさと恥ずかしさの入り混じった顔でベッキーがうつむく。

　仕事の時には大抵お世辞と社交辞令を使いこなしているシーモアだったが、珍しいことに本心から驚きと賞賛を口にした。経緯の説明自体は簡単なものだが、それで仕事をもらえるようになるのは並大抵の能力ではないだろう。

「それは凄すごいですね！　ラジオのお仕事をお父様はされていましたっけ？　もうどこかで聞けたりとか…………」

「あ、いえ、まだそういう段階ではないんですけど」

　いじ、と前髪を触ってうつむいたベッキーの顔が、僅かに曇る。

「ただその、やっぱりこの歳としで、しかも女が首を突っ込もうとすると、どうしても色々とトラブルが多くてですね…………」

「あー…………。ですよね。ベッキーさん、大変可か愛わいらしいですし。こんな方が脚本を書いているなんて聞いたら、僕も毎日ラジオの前に座ってしまいそうです」

「えへへ、内容でそうなれれば理想的なんですけど」

「まぁ、ですが、用件はおおよそ理解しました。つまりベッキーさんに代わって原稿を出したり取ってきたり、そういうことをすればいいんですね？」

「はい。もちろん後ろにいるのが私なことは隠しきれませんが、それでも男の人に前に出ていただければ少しは仕事も取りやすくなるかなって」

「なるほど」

「ちなみにシーモアさん、不ぶ躾しつけなんですが実はそういう仕事をご存じだったり、斡あつ旋せんできたりとかは…………」

「期待しないでください。僕の仕事はただの運び屋ですし、このご時世に偶然仕事が舞い込んでくるというのはよっぽどの幸運が必要ですよ」

「ですよねー…………」

　正直に感想をいうのならば、利率がいいとはあまりいえない。

　ある程度代理人としての振る舞いを求められるのならば必然的に拘束時間は長くなるだろうし、いくら仕事を始めたとはいえベッキーの払える金額には限りがあるだろう。

　だが、そこからラジオ関連の業界に首をつっこめっるのはかなり大きい。

　これまでシーモアがほとんど近づくことがなかった業界だ。そこから業界内の別な仕事に繫つなげられるのならば、会社としての利益を合法的に増やしたい身にとってはこの上ない。そういう意味では直接的ではない利益はそれなりに見込めるだろう。

　そして懸け念ねんせねばならないことがもう一つ。

「……………………」

　初めてベッキーに会った時もそうだった。

　ラジオの発達以来、文章や物語の価値は跳ね上がった。メディアが増えたためにその分の需要が上乗せされているせいだ。

　ゆえに、今その界かい隈わいにはマフィアがうろついている。

　彼らは金の臭いがするところにはどこにでもあらわれる猟犬だ。だからベッキーの父親の原稿は彼らに奪われたし、ベッキーの原稿を運んだり、彼女の保護者のように振る舞うことは、マフィアに接触したり敵対したりするリスクを──程度は不明ながら──孕はらんでいる。

　この仕事が自分と自分のガレージにいる人々にどれだけ影響を与えるのかを見積もろうとする。特に悪い意味において。

　見積もろうとして、

「……………………………………………………。いいか」

　小さく呟つぶやきシーモアは首を振った。

「わかりました。細かい打ち合わせはまた今度に回しますが、その仕事は受けましょう」

　ニベルコルが小さく目を見開いてこちらを見た。

　そうした小さな葛藤のようなものは、ベッキーには伝わらなかったらしい。彼女は子供っぽい仕草で身を乗り出してくる。

「ほんとですか！」

「女の子の真剣な依頼を無む碍げに断ったりしたら、恋人が怒ってしまいますしね」

「あなたがそうやって色んな子に鼻の下を伸ばしている方が怒られると思うけど」

「仕事を受けても受けなくても鼻の下は伸ばすので」

　シーモアがそうすぱりというとベッキーは照れ笑いを浮かべ、ニベルコルは思い切り溜ため息いきを零こぼした。




　次に会う日取りだけを決めてベッキーと別れた後、カフェの同じ席でニベルコルが出し抜けにいった。

「で、また何か面倒なことで悩んでるわけ？」

　彼女は指先に引っかけたカップをぷらりと揺らす。飲み干されたカップの底に残っていた滴が、テーブルに小さなマーブル模様を描く。

「………………バレた？」

「臆病者のあなたが、あんな風に仕事を決めるなんて珍しいもの。ルーミーさんもちょっと雰囲気変わったし、どうせ何か考え込んでるんでしょ」

「そういわれてしまうと、僕がなんか悩むの大好きみたいだね」

「大好きでしょ。いっつもやってる」

　言い切られて苦笑する。

　そういうものを全て投げ出して生きてきた人生だったはずなのだが。

　大まかな説明をニベルコルにする。マフィアたちの抗争、サムの正体、現れた怪異たちと、そしてそれら全てを制圧したルーミー。

　ルーミーはシーモアのことを助けてくれた。

　間違いなく彼女はそのためだけに力を振るってくれた。

　だというのにその時のことを語ろうとすると自然に声が苦くなった。隠しようもないその陰りに当然気づいて、ニベルコルが薄く笑う。

「それが困りごとなの？　聞いた限りだと、とてもいい話に聞こえるのだけど」

　本当に、そのはずなのだ。

　だがあの夜の出来事が持つ意味はそれだけではない。それだけではないからこそ、今日もこうしてシーモアは眉間に寄りそうになる皺しわを抑えている。

「さっき、ベッキーさんの仕事。聞いていたよね」

「ええ。すごくスムーズに受けてたわね。珍しい」

「…………。僕はあの子からの仕事をきちんと理解して、そこにあるリスクもちゃんと見積もった。見積もった上で、こう思っちゃったわけだ」

　テーブルに肘を突く。

　まぶたの裏に浮かぶのはあらゆるものが壊れた部屋の中で、こちらを見て笑うルーミー。

「でもルーミーがどうにかしてくれるよね、って」

　吸血鬼は最新でこそなくなったが、依然として最大最強の怪物だ。

　彼女の前ではあらゆる障害が意味をなさない。台風に対して人間ができることは逃げるか祈るかくらいだし、どちらにせよそれは台風そのものには無意味なのだから。

「金銭的な問題ならともかく、マフィアとかそれ以外でも、危険性を見積もることにもう意味がないんだよ。だってルーミーが守ってくれるから」

　彼女が陰から守ると決めたのならば、それは間違いなく達成されるだろう。たとえばシーモアがベッキーから仕事を受け、大量のマフィアに狙われるリスクが発生したとして、それら全てを彼女は先んじて排除してくれる。

　そうできるだけの能力が彼女にはあり、むしろ今までそうしていなかったことの方が奇妙なほどである。

「それはいいことじゃないの？　あなたはいつかにルーミーさんを仕事に使いたくないっていっていたけど────」

　随分前のこともよく記憶している、と苦笑する。

　そうだ。シーモアはルーミーにそういう意義を与えたくなかった。まともに自分も世界も知らない彼女に仕事を手伝わせるのは、彼女の能力をあまりにも買かい叩たたいているとそう感じていたせいだ。

「────けど、今はもう違うじゃない」

　状況が違う。

　意味も違う。

　ルーミーは既に世間のことを全く知らない箱入りではないし、自分の願望をきちんと抱いた一つの存在として確立されている。何よりも彼女が動いたのは仕事ではない。

「そうなんだよね。別に僕としても、ルーミーの行動自体を否定する気はないよ。あの子が僕を守りたいと思うのは普通のことだし」

「じゃあ、その度が超していることとか？」

　ニベルコルはいつでも論理的で、思考の回転も速い。

　話の筋を見失わないので助かる、と思いながらシーモアはやはり首を振った。

「確かにあれは酷ひどかったけど」

　マフィアも怪物もまとめて吹き飛ばしてしまう行為自体もそうだし、それを陰でこっそりとやって説明する気が一切なかっただろうこともそうだ。

　今回偶然、殺人株式会社マーダー・インクの協力とシーモアの運転で早くあの場につかなければ、彼女はあらゆる障害を破壊した後、何事もなかったようにいつもの生活へと戻っていたに違いない。

「けど、そこを怒る気もないかなぁ。あれはルーミーにとっては適切な行為なんだし」

　人間から見たらあの行為は酷ひどく度を超しているように思える。

　だが吸血鬼にとってはそうではないのだろう。あの程度の力を振るうことと、日々の家事をこなすことの間に、彼女は区別がつかないに違いない。あまりにも膨大な力を持っているがゆえに、彼女は小指を動かす程度の行動と街を滅ぼすような行動の合間が酷ひどく曖昧だ。

「僕らが日々の家事で頼り合っても怒らないみたいに、吸血鬼に対してあれを怒るのは、なんていうか不平等だよね」

　吸血鬼という存在に対して人間を強いすぎている。

　少なくともシーモアはそう感じる。

「じゃあ………………結局あなたの思う問題はなんなわけ？」

　それを半ば予期しながらも、あえて問いかけてやっているという口調でニベルコルがいう。

　シーモアはコーヒー臭い息を吐き出し、適切な表情も思い浮かばないままに首を振る。

「でも、そのために僕は何を失うことになる？」

　これは本当にただの問いかけだった。

「失う…………」

「吸血鬼の心臓を借りてから、僕は前よりも暗闇が平気になった。吸血鬼が本気で守ってくれるとしたら、確実に僕は何か変化する。何かを失う」

　その最初の一歩が今日の会話だ。ベッキーの仕事に対して本来ならば働かせるべきだった恐怖心が、全く動こうともしなかった。

　まだそれに気づける。

　だがやがてきっと、やがてはなくなったということにも気づけないまま、多くの機能や能力を鈍らせ、腐らせていくことになる。吸血鬼というのは間違いなくそれだけの影響力を持った存在だ。

　そうした懸け念ねん……あるいは杞き憂ゆうの感覚は、ニベルコルにはうまく伝わらないようだった。

「それ、何か困るのかしら」

「何か困るかといわれると、具体的に困るかどうかは全然わからないんだけど」

「あ、ルーミーさんが将来あなたを見放した時には、何もできなくなっちゃったあなたは困るのかも知れないわね」

「見放される前提でいわないで欲しいな」

　そもそもルーミーが自分に愛あい想そを尽かす未来というのは正直想像がつかない。

　長い人生のどこかではあり得るのかも知れないが、しかしそれを今疑う気にはなれなかったし、疑いが生じた時点で愛あい想そを尽かされたのと同じではという気もした。

「ルーミーさんが悪い人たちを倒す前にあなたがやりたいことがあったとか？　後はルーミーさんの倒し方が気に食わなかったとか」

「困ったことに、僕にできることは何もないんだよ。特にこんな状況では」

　だからルーミーの助力は本当にありがたかったし、特にいうべきことはない。

　シーモアにできることはなかった。

　したいこともなかった。

　仮に事前にルーミーから助言を求められていたとしても、結局あの場の全員を吹き飛ばしてもらう以外に選択肢はなかった。

「ルーミーさんがあなたを助けることにも問題はない。将来見放される心配もない。やりたいこともない。やっぱりあなたの懸け念ねんがわからないわ」

「正直にいうなら僕にもわからないけど、けど、確かに失われるものがそこにあるんだよ」

　ルーミーが本気になれば、シーモアのこの先の人生は限りなく穏当なものになる。

　あらゆる障害は先んじて打ち砕かれ、そこにあったことすら気づけないままだろう。散歩にでも行くような平へい坦たんで穏やかな道が続いていくに違いない。

　だが別にシーモアとて意図的に艱かん難なん辛しん苦くを背負い込みたいわけではない。

　わざわざマフィアどもの争いに首を突っ込みたいとは思わないし、怪物たちと会うような趣味もない。ルーミーが除外してくれるのは、見たくもないものばかりだ。

「…………………………………………だけどなぁ」

　だけど。

　としかいえないような本当に些さ細さいな引っかかり。

　そうだったとしても、それで本当にいいのだろうか。この先何一つとして苦労や懸け念ねんを抱えることもなく、ルーミーに助けられるだけの人生があって、いいのだろうか。

　ニベルコルが噴き出すようにして笑った。

「ほら、あなたはやっぱり悩むのが大好きなんじゃない」







「とりあえずマフィアどもに動きはなしだ。あいつらよほどこの前の一件が堪えたと見える。お前らと関係のない抗争までまとめて止まってるぜ」

　服屋の棚の陰から唐突に姿を現した、狼おおかみめいた男はそういった。

　彼の神出鬼没さにもようやく慣れてきた。ルーミーから聞いたところによるとこの狼おおかみめいた男もまた人外のうちの一種であるらしいし、そうとわかっていれば、多少の突飛さにも心構えができるというものである。

「へえ、この街の平和に少しは貢献できているみたいで何よりです」

「また心にもないことをペラペラと…………」

　男が眉間に皺しわを寄せる。

　殺人株式会社マーダー・インクが用意してくれた会談をルーミーがまとめて破壊して以来、彼らがこうして街の状況を報告しにくることは日課のようになっていた。

　やりかけた仕事に対するアフターフォロー、であるらしい。

　正直にいって何割かはうさんくさいと思っている。殺人株式会社マーダー・インクというのはそこまであれこれと気を配ってくれるような素敵な会社だっただろうか。あの会談の前日に助けてくれたことも含めて、彼らの善意は居心地の悪さと気味の悪さばかりをもたらしてくる。

　だが状況を把握できることはありがたい。

　状況を把握できることがありがたいのだと、今はまだ思うことができている。殺人株式会社マーダー・インクが検知できるような問題が起きたならば、きっとその前にルーミーが叩たたき潰しているという事実を知りながらも、だ。

「じゃあな。お前らもあんまり暴れんなよ」

「僕らから騒動を起こしたことってほとんどないんですが」

　舌打ちを残して狼おおかみめいた男が棚の間へと姿を消す。彼も彼なりの仕事へと戻っていったのだろう。

　彼の残した強い煙草たばこの匂いを嗅いでいると、腰に軽い衝撃がきた。

「パパ！　誰とお話ししてるの？」

　サムがいつの間にか近寄ってきていたようだ。

　彼女はその短い腕をシーモアの腰にぎゅうと回してくる。シーモアは既に去った男の影を眺めてから、小さく首を振った。

「怖い女の人の犬かなぁ」

「犬？　わんちゃん？」

「それはいい得て妙ですね」

　といったのはサムの後からついてきたルーミーである。彼女は明らかに、つい今までシーモアが誰と話していたのかを察した様子で鼻を鳴らす。

「実に犬みたいな人ですから、彼は。あ、シーモアさん。靴下を買い足そうと思うんですけど、色はどっちの方がいいですか？」

　差し出された方から適当に選ぶ。

　そういえば少し前は下着や靴下の色までこだわっていたはずだ、とふと思い至る。まだあらゆる女の子に好かれようと頑張っていた頃。しかし最近はこだわりも薄れてきてしまった。

　ルーミーがそばにいるからである。

　彼女を愛して彼女に愛されている以上、現状維持以上のことを望む必要性がなくなっている。少なくとも、こうした二択は最初からルーミーが選択肢を選んでいる以上、どちらであったところで彼女の趣味には最低限沿っているのだから、どちらでもいい。

　こうして徐々に、小さな思考のとっかかりを失っていくのだろう。

　最近もこういう話をニベルコルとしたな、と思って苦笑する。

　そう考えてしまうと、愛は惜しみなく与えるだなんて素直な言葉よりは、愛は惜しみなく奪うというひねくれた思想の方が信じるに値しそうだ。

　シーモアの選んだ方を手元のかごに加えてから、ルーミーは僅かに動きを止め、そしてサムの方を見み遣やった。

「で、サムさん。あなたの服も買いますよ」

　それはシーモアにとっても、サムにとっても意外な言葉だった。

「え、買ってくれるの…………？」

「問題は解決したし、これからもあなたはうちにいるんでしょう？　ならいつまでも最初の服と、願いで出した服だけを着回すわけにもいかないでしょう」

　いって、妙な照れくささを感じたのかルーミーはぷいと顔を背ける。

　サムはしばらくの間ぽかんとしていたが、やがて花が咲くように笑みを浮かべた。シーモアに回していた手を放し、ルーミーの手を握る。

「えへへ！　じゃあ見に行こう！」

「引っ張らないでください。行きます、行きますから」

　改めて離れていく二人の背中を見送りながらシーモアは一度首を振る。

　そろそろ頭の中身を日常に戻していい頃かも知れない。サムを死神の元に送り返す気がないのなら──どう考えてもそれは恐ろしいアイデアだ──彼女を組み込んだ生活を考える必要がある。少なくとも、今のその場しのぎの繰り返しに限界がきつつあるのは事実だ。

「やっぱり家なんだよなぁ…………」

　首の後ろを擦ったシーモアの耳に、棚を挟んだ向こう側の声が届く。

「サムさん！　とりあえず、ちゃんとした服を着ましょう！」

「えー、リンみたいな格好がいい！　楽そうだし！」

「女の子らしい格好にしてください。はしたないですから！　リンさんもそろそろ注意しようかと思っていたところです！」

「ルーミーみたいなってこと？　やだー！」

「やだーじゃなくてですね！」

　苦笑する。

「ねー、パパ！　パパだってサムがかっこいい格好をしていた方が嬉うれしいよね！」

　店中の耳目を集めてしまうよりも前に仲裁に入った方がよさそうだ。シーモアは棚をいくつか挟んだ位置でもめているらしい彼女たちの下へと歩いて行こうとして、

「パパ！　パパってば、聞いて──────」

　どさりと何かが倒れる音を聞いた。

「サムさん!?」

　ルーミーの声。

　慌てて駆け出せば、視界に飛び込んできたのは服屋の床に倒れ伏したサムの姿だった。

「サム！」

「パ────けおっ」

　サムの喉が嫌な音を立てる。

　その様子は明らかに尋常のものではない。サムの頰には玉のように汗が浮かび、床に突き立てられた指は酷ひどく震えている。

　そして、その瞳に異様な輝きがあった。

　緑色の目が燐りん光こうを帯び、明るい店内でもそうとわかるほどに光っている。不規則な明滅はそれがサム自身によってすら制御されていないことを示すようだった。

「パパ──こ、れ、何か、変で────」

　もう一度サムが嘔え吐ずく。

　同時に、どさりと先ほどとは別な音が鳴った。

　シーモアのすぐそばに落ちてくるものがある。それは何枚かの服であった。簡素なシャツ。古びたオーバーオール。それにワンピース……これはルーミーのものだと一目でわかる。

　ラジエーター。

　サムが異常な存在であることの証明。その能力。周囲の人間が願ったものをそのまま取り出すという力。

　だが、今は誰も願っていなかったはずだ。

　話の流れで連想くらいはしたかも知れないが、それらの服が欲しいだなんて誰も強烈な願いを抱くことはなかった。だというのに、それらは確かにここにある。どころか見ている前でさらに数枚の衣類が出現し、落下してきた。
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　しかも、それらの衣類は何か異常だった。

　いや、何かではなく大きさが異常だった。

　まるでテントでも作り出せそうな布の面積をしている。形は全て普通であるのに、明らかに人間が着るサイズではない、その事実が酷ひどく目につく。

　ひゅうとサムが苦しげな喘ぜん鳴めいを立てる。

「パパ、ルーミー、あ、熱いよ…………何か、これ………………」

「お、おい、サム！　サム!?」

　何か酷ひどく悪い事態に陥っていることはわかる。だがそれがなんであるかはわからないし、どうすればいいのかもわからない。

　シーモアにできたことはただサムの手を握ってやることだけで、それも彼女の嫌な熱を持った手が感じ取ってくれたかは謎だった。ルーミーがサムの背中を擦ってやる。逆説的に、彼女にもできることはないのだろう。表情に浮かぶ焦燥が、シーモアと同じような心理状態であることを示していた。

　増え続ける衣服。荒れ続けるサムの呼吸。

　明滅を繰り返す瞳の光。

　どうすれば、という言葉だけが頭の中にリフレインして、

「おっと。少し遅れてしまったかな」

　誰かの声が降ってきた。

　同時に何かの力の蠢うごめきを感じる。こちらの心臓を撫なで回まわすような気味の悪い鳴動。どこかから伸ばされてきた手が、サムの頭に触れた。

「っ!?　誰ですか!?」

　弾はじかれたように顔を上げる。

　そこにいたのは奇妙なほどに縦に長い、不安さを覚えるような人影だった。その身長は二メートルを超しているだろうが、横幅はシーモアどころかルーミーよりも細い。まるで海藻のようにうねった黒い髪の毛をだらりと伸ばし、その顔は半ば覆われてしまっている。

　そこから片目だけが覗のぞいていた。

　緑色に輝く瞳が。

「お前………………！」

　直感的に理解する。

　以前と違い人のような姿を取っているが、これはあの晩に現れた怪物だ。

　あの増殖する巨大な触手の塊。

「ああ、待った。そちらのお嬢さんも。ほら、敵意はないって」

　僅かに身を沈めたルーミーに対して、男は手を振ってみせた。その身体からだは材質の読み取れない真っ黒な、スーツめいた服装によって覆われている。

　男、あるいは触手がサムを指し示す。

「見てよ。むしろ私はこれでも助けにきたのだというのに」

　見み遣やれば、サムの呼吸が僅かながら落ち着いていた。

　意識は既に失われている様子だが、少なくとも先ほどまでのような異常な発汗も痙けい攣れんも見られない。閉じられたまぶたの内側で目が輝いているということもなさそうだ。

「器を少しばかり補強させてもらったけど…………さて、話を聞いてもらえる感じにはなったかな？」

　いって、こちらの返答も待たずに男は頭を巡らせる。

　周囲にはいつの間にか多くの人が集まっていた。子供がいきなり倒れ、あれだけ大騒ぎをしたのだからそれも当然だろう。

「少し場所を変えようか。ちょっと騒がしすぎる気がするね」




　男の誘いを拒絶するわけにもいかず、辿たどり着ついたのはガレージだった。

　眠り続けているサムを寝かせ、シーモアとルーミーは並んで立つ。その向かい側で、いかにも泰然自若とした様子で男は壁かべ際ぎわに設けられた棚の上へと腰掛けた。

　男が緩やかに前髪を搔かき上あげる。

　その下には超自然の暗さが漂っていた。

「さて、私のことは好きに呼ぶといい。私は神、私は夢、私は暗闇。人々に望んで生み出され、やがて人々に封じられた力こそが私だ」

　ほんの一瞬だけその姿が膨大な何かと重なって見える。

　それは果てなく続く黒色であり、数え切れない触手であり、こちらを見つめ続ける瞳であった。やはり、あの夜にマフィアを蹴散らしていたあの触手で間違いないようだ。

「闇の人…………とでも呼べばいいんですか？」

　神、と名乗ってみせたそれに対して語りかけるのは酷ひどく緊張した。これが本当にそうであるかは判断がつかないが、この世界には実際に神が出現し得る余地がある。

　男…………暗闇はあっさりと笑う。

「そう緊張しないでもいいだろうに。どんな言葉で自分を飾ったところで、所詮は昨日の新聞。壊れた骨こつ董とう品。道路を走りたがる馬さ。君の隣にいるその女の子には敵かないやしない」

　シーモアはちらりと隣を見る。ルーミーもまた気が立った様子を見せているが、これは単にサムが倒れる様子を間近で見たせいかもしれない。

　つまり、今自分に求められている役割は警戒ではなく、状況を動かすことだろう。

「まぁ、それはそうですね」

　軽薄に見えることを理解しながら肩を竦すくめる。

「それで、事情については説明していただけるんですか？」

「もちろん。そのために私は夜分にお邪魔したのだしね」

　暗闇が僅かに首を傾けると、室内の影から触手が湧き出した。

　うねるその触手は棚よりも高いところまで伸び上がり、男の尻を支え、ガレージの天井すれすれまで持ち上げる。

「さて。世界の話をしようか。この世界は酷ひどく吝りん嗇しよく家で、人間に先んじて合理的な形を選び取っていた。人が望んだから合理的になったというよりは、合理的な世界だからこそ人もまたやがて合理性を身につけていったとでも理解すべきなのだろうね」

「どういう意味です？　あまり難しい話に僕は興味がないんですが」

「私たちのような超存在は一過性のものではなく、必ず役割を持つということだよ。それは例外的に生まれたあの神の忌いみ子であっても例外ではない」

　髪の隙間から覗のぞく片目が一瞬だけロフトを見る。

　笑いをこらえるように触手が軽くうねった。

「作られるべきものが砕かれ、その材料だけが再利用された。だがただのやがては失われていくだけの力の器を作ってくれるほど、この世界は勤勉なたちではない」

　煙けむに巻まくようなその言葉の真意を捉えるのは、やはりというべきか同じ怪物であるルーミーの方が早かった。

「単に『死神』の力をこね直したというだけではなく、何らかの能力を持っているということですか？　願ったものを出すような、力の余波としてのものだけではなく」

「その通り。役割さ。余った力を形にしたのだから、あれの役割は必然的にそういうものになる。余った力を受け止め、もう一度形にすること」

　以前形容した言葉がシーモアの頭をよぎる。

　ラジエーター。

　機械が動く際に必然的に発生する余分な熱を集積し、放出するための装置。サムの話を聞いた時にまるでそれだと思った直感は、より正確な意味でもそうだったのだろう。

「この世界の余分な力を、集めている………………？」

「その通りさ。集積と放出。その二つが彼女に課せられた役割だよ」

　押し合い、と死神は形容した。

　人々は皆等しい力を持ち、それらが等しく押し合うことによって世界は今の形をしている。ならばその押し合いによって摩擦や熱や電気……ロスが発生することもあるのだろう。

　そうした世界に存在していたロスを、世界はより有効に利用することにした。

　サムという余剰の力を固めた存在がちょうどよくそこに生まれたために、再利用という役割を彼女に持たせた。

「まぁ、世界中の力を集めているわけではないだろうが。それでもあの子はこの街中で発生する余剰な力を集め続けている。特にここ最近は街も騒がしくて死者も多かったからね。死と恨みも合わさって膨大な力を溜ため込んだことだろう」

　マフィアの抗争。

　しばらく身の周りを騒がせ続けていたそれのことを思い出す。シーモアの目に実際に入った部分は少ないが、その裏ではおびただしい死者が積み上げられたはずだ。

「集めた力は出さないと。君たちも少しずつは何かを作っていたようだけど、流入に対して放出が足りていなかった。その結果があの子の現状だよ。器の限界だ」

　破裂しかけている風船を想像する。あるいは、無理矢理閉めたせいで罅ひびが入ってしまいそうな棚だとか。

　サムの内側には大量の力が渦巻いている。

「なんとかしないといけないのだろうね。やがては限界がくる話だよ」

「…………それの提案にきたわけですか」

「話が早い。そういうことだよ。私は今日、その力をもらえないか提案にきたんだ」

　びり、とシーモアの背筋が粟あわ立だつ。

　彼の背後でルーミーが眉をつり上げたためだ。サムの身柄を寄越せといっているように聞こえるその言葉に、吸血鬼が剣けん吞のんな表情を見せていた。

「怖い怖い。そう睨にらまないでくれ。そんな嫌な意味じゃないさ」

　暗闇がとてもそうは見えない仕草で肩を竦すくめる。

「私が欲しいのはあの子の中の力だけだよ。それを取り出して、私が消費する。あの子はそのまま。まぁ、そのうちまた力は溜たまるだろうけどそうしたらまた引き取りにこよう。世界は余剰の力を使えるし、あの子は器が壊れることもないし、みんな嬉うれしい。だろう？」

　道理ではある。

　道理であるということは、その裏にあるものも容易に読み取れるということだ。

「そしてあなたは望むままの力を手に入れるわけですか」

　粘着質な笑みが向けられる。

「否定はしないよ。力を消費しない限りはどうしようもないし、私が使うのならば、使いたい方針くらいはあるからね」

「別にあなたに頼らなくてもルーミーに消費してもらうという手立てもありますよね」

　力の消費、というものが具体的にわからないながら、シーモアは提案してみる。

　少しくらいは動揺してくれるかと思ったが、仮にも神を名乗った身だけあって、男は当然知っているとばかりに微ほほ笑えむだけだ。

「それはあなたのパートナーが同意していなさそうだけど」

　見み遣やれば、確かにルーミーは微妙な表情をして黙っている。

「ルーミー？」

「んー…………それについては後で相談させていただければ…………」

　とりあえずそれについてルーミーがあまり乗り気ではないことは伝わってくる。

　表情的に頼み込めばやってくれるだろうし、彼女もいざとなればその選択をするくらいの感じだが、だとしても即断をできるようなものではないらしい。

「なるほど。まぁ、じゃあそれは脇に置いてですね」

　仕草でも何かを動かしてみせてから、シーモアは話を戻す。

「あなたはサムの力を使って、仮にですよ。仮にあなたがサムの力を自由に使えるとして、そうしたら何をするんです？」

「決まっている。神とはすなわち則ノリであり軛くびきだ」

　触手がその首をもたげ、男の身体からだをこちらの視線に合うまで下げてくる。

　覗のぞき込んできた緑色の目はどこまでも深い沼のようだった。

「世界に改めて罰と痛みを敷こう。今の私ではもう力不足だが、やはり人が人とだけ生きていると、世界は少しばかり騒がしすぎるからね」

「それは…………つまり独裁者気取りをしたいと？」

「強い力を持つ存在は必要だよ。君たちももう知っているじゃないか」

　だって、と触手が外を示す。

「吸血鬼一人の存在で、世界はここまで平和になった。あの荒くれ者どもたちも鳴りを潜め、街中で生み出されていた死者たちも数を減らした」

　ルーミーが、シーモアの手を握ってきた。

　指摘された事実には気づいていた。

　マフィアがこの街で大手を振って存在できているのは、法令や世情が後押ししたこともあるが、彼らが人間において強い側だということに由来している。銃と爆薬を違法に持つ彼らが強いというのはどうしようもないほどの現実である。

　だがそれも、怪物たちが現れたことによって揺らいだ。

　特に吸血鬼、ルーミー・スパイクがその力を振るったことによって、マフィアたちは否いや応おうもなくそれに適応せざるを得なくなった。だから彼らは吸血鬼の顔色を窺うかがい、普段ならばとうに爆破しているはずのこのガレージも未いまだに健在なままとなっている。

「誰かが正しく力を振るえば、世界をよりよくすることは結構簡単だよ。しかしどうにも君たちは、というかその吸血鬼の少女は乗り気ではないらしいね？」

　首を傾かしげてから、男が頭を縦に戻す。

「仕方があるまい。神ならざる身では、世界を管理するだなんて重責はとてもだが抱えがたい。だから私がやろう。古き神である私が」

　例えばルーミー・スパイクが本気でその力をこの街の治安のために使ったとして、その場合この街はどうなるだろうか。

　具体的なその様相を想像することは難しい。

　だがその街が今よりもよく、平和である可能性を全く否定することは不可能だ。少なくともシーモアからは、賭けるだけの価値がある発想に思える。

　ただし、それもこれも、

「全てはあなたが信用できてこそ、あなたがよい神であるという前提での話ですよね」

　問いかけると男は一度手を打った。

「神に善よし悪あしを語るなどナンセンスだよ。だが、私が人を愛していて、人のために善くある神であることを証明するのは簡単さ」

　男の姿が溶けた。

　現れたのは触手の塊。

　正気を削り落とすようなその本来の姿。

「私は人に求められて生まれ、やがて疎うとまれて封じられた。だが今こうしてここにいる。なぜだかわかるかい？」

「………………なぜなんです？」

「封印なんて、いつでも解けたからさ。けれど人が封じられていて欲しいと願ったから、私は今日まで封じられたように振る舞っていてあげたのさ」




　男が影にズブズブと沈むように立ち去って、シーモアとルーミーだけが残された。

　話していた時間はそれほどでもないはずなのに、全身にずっしりとした疲労が溜たまっているように感じられる。

　まだ夜も浅くこれから仕事をしなければいけないというのに。

「はぁー…………。お疲れ、ルーミー」

「いえ。シーモアさんこそ、神様に会うとは貴重な経験でしたね」

「自称というか、あくまでも人間の望みが作った怪物だけどね」

　古い時代に生まれたそれと、実際の神を隔てるものが何なのかはシーモアからは判断することができないが。

　やれやれと伸びをしてから、尋ねた。

「あれが語っていたこと、どう思う？」

「少なくとも噓うそはないです」

「そうなの？　騙だまそうとしているって線も結構考えてたんだけど」

「噓うそを吐いた瞬間に殺されるとわかっているのに、わざわざ不要な噓うそを吐きにくるほどあれも愚かな存在ではないと思いますよ」

　そんな物騒なことを考えていたのか。

「それに、怪物というのは大体、噓うそを吐くのが苦手なんです」

「…………そうなの？」

　と声に訝いぶかしさが滲にじんでしまったのは、初めて会った頃ルーミーに色々といわれ、唆そそのかされ、散々な目に遭ったことを覚えているからだ。

　まさか忘れたわけでもないだろうに、ルーミーはしれっとした顔で首を振る。

「怪物は指向性を持って生まれるので。あれは役割と呼んでいましたっけ。どういった存在であるかをあらかじめ定義されて生まれる以上、噓うそというのは苦手なんです。というよりも、あらかじめある指向性に沿わないことを本能的に避けがちというか」

「ふぅん。まぁ確かに、わざわざ噓うそをいいにくる柄には見えなかったかな」

　で、と言葉を句切る。

「さっきのだけど」

「やっぱりその話になりますよね」

　ルーミーが握られたままだった手を引っ張るので、並んで地べたへと座った。

　いや、座るというよりはもうもたれるといった方が正確なくらいに、ルーミーはその身体からだをこちらに預けてくる。猫のようにその頰をこちらの肩へすり寄せてから、少しばかり重そうな口を開く。

「できるかできないかでいえば、できますよ。サムさんの力を私が消費する。はい、怪物なら誰でもできると思います」

「でもそうしたくないんだ？」

「………………何の能力で消費するか、という話です」

　吸血鬼であるルーミーの能力をシーモアはいくつも見てきている。

　吸血とそれに伴う致死。黒い霧を出し自在に操る。肉体の変化。コウモリや狼おおかみといった動物の出現と使役。そして、夜を呼ぶこと。

「私の能力はたくさんありますが、サムさんの力を消費しようと思うとどれかは使う必要があります。あれはすごく不安定なエネルギーなので、能力としてきちんと使用しておかなければなりません」

「それのどの辺りが問題になるの？」

「例えばですけど私が、犬とか狼おおかみとかを出すあの能力に膨大な力を注ぎ込んだらどうなると思いますか？」

「………………どうなる？」

「………………人の視点の高さだと、それがちゃんと狼おおかみに見えるかどうかすら疑問ですね」

　街中にビルよりも大きく、風よりも速い野獣が出現するところを思い描いてみる。それだけで酷ひどくげんなりとしてしまった。

　仮にその獣がルーミーに制御されていたところで、もう関係がない。それだけ強大な存在が衆目に触れる時点で、世界に対して決定的な影響を与えるだろう。

　仮に他の能力にしてみたところで同じだ。

　膨大な力を吸血鬼が振るう。その結果として生み出されるのはどうしようもなく、誰の目にも留まるくらいに異常で大きなものとなるだろう。

「正直にいうと、サムさんに対してすごく非情なようですが、やりたくないです。私は別に私を隠そうと思っているわけではありませんが、そんな無造作な力を放り出すようなことは、したくないです」

「………………わかるよ」

　だって、シーモアとてルーミーに何かを頼むことは避けてきていたのだから。

　彼女の力を使えばあの触手が語っていたように、社会全体にだって影響を与えることができることはとうに理解していた。あるいはリンやサムだってそうだろう。

　だがそこに何の望みもないのだ。

　この軽い頭で抱え込むには社会や世界といったものは大きすぎる。そこに対して影響を与えたいとも思わないし、責任を負いたいとも思わない。ただ社会があるように回って、そこで自分たちが平穏にいられれば、それでよかったのだ。

　だからルーミーも、あの触手が話しかけてきた時に、最初から力尽くで退けるようなことをしなかったのだろう。

「多分ですけど、他の人たちもそのうちくると思いますよ」

「あ、やっぱり？」

「サムさんの力は消費しなければなりません。そのうち器の限界がきて、無加工の力が溢あふれ出だしたら、それはきっと彼らの話のどれを選ぶよりもぐちゃぐちゃな未来になります」

　サムは周囲の願い事を叶かなえる存在だ。

　ならばその力が完全に無差別に振るわれれば、一体どうなることだろうか。僅かに漏れ出したあの時でさえ、服屋には膨大な衣類が積み重なっていたのだ。

　しかもあの大きさ。

　溢あふれ出だしたリソースが仮に小さな願いに反応すればどうなるのか、あれだけで想像がつくというものである。この街全体を覆うような巨大とも言い表せない衣服が生まれ、街中が押しつぶされるところを想像する。

　誰のどんな願いを叶かなえるのかわからないままにサムの力が解き放たれるのは、本当にどうしようもない事態というほかなかった。

「マフィアはともかく、怪物たちはそれぞれ目的があってサムさんを狙ったんですから。話し合いでそれが手に入る機会があるなら、きっとくると思いますよ」

　そして同時に、それはシーモアたちの利益でもある。最悪な事態を避けるという、最低な利益でしかないが。

　思わず天を仰ぐ。

「結局弁論大会かよ…………」

「弁論大会？」

「何でもない。気にしないで」

　ロフトの方でサムが起き上がる音がしたので、シーモアは立ち上がった。







「とりあえずしばらくは平気ってことね？」

「うー…………？」

　後部座席でニベルコルとリンが同じ角度で首を傾かしげている。

「まぁ、まとめちゃえばそんな感じだね」

　シーモアは苦笑しながらハンドルを回した。

　触手が来訪してきた翌日のことである。今日はニベルコルとリンがやや遠方での仕事のために、夕方からシーモアが車を出している。

「で、どう。話を聞いて。実は力を使いたい気持ちとかない？」

　正確にはその問いかけはリンに向けたようなものだったが、それをシーモアは意図的に濁した。

　仲良しの姉妹であっても彼女たちの関係は複雑だ。リンがその能力を意図的に隠している以上、シーモアからそこに触れることは避けたい。

　そうしたこちらの心情を察しているのか、自分が使うことはないと表明するようにリンはその首を横に振った。

「うー」

「だよねぇ」

「というか、仮に私たちが使わせて欲しいとして、使わせてくれるわけ？」

「うーん、難しいとこだね。参考にしたい気持ちがあるのは確かだけど」

　いってしまえば、これは世界を変えるような力の取り扱いの話だ。

　望むままに世界を変えられるとして、この少女たちがどんな風に世界を望むのかには少しだけ興味があった。保護者的な視線から、彼女たちが今抱いている不満がないか気にしているという面もいくらか。

　存外に真面目にニベルコルは腕を組んでから、

「まぁ、でも、そういわれても困っちゃうわね」

　といった。

「どんな形であれ大きな力が振るわれれば、つまりこの世界が思ったよりも壊れていることが普通になれば、生きやすくなるのかなとは思うわ」

　そういったニベルコルの視線が一瞬だけリンを向いたことに気づく。

　リンは隠し事をしている。

　ニベルコルは、どうだろうか。それを察しているのだろうか。察した上で姉らしい寛容さで黙っているという可能性も十分にある。

　どちらにせよその仕草は些さ細さいなもので、リンですらそうと見て取ることはなかった。

「でも、多分だけど、それはやってはいけないことよね」

「君はそう思うんだ」

「だって私たちは踏みつけられて生きてきたんだもの。世界というのが誰かを踏み潰す形をしていることを、私たちはよく知っているわ」

　ニベルコルが手を伸ばして、リンの頭をぐしゃぐしゃと搔かき回まわした。

「なんというか、世界を変えるって、どうしたって誰かを踏むもの。私たちに都合のいい世界になればいいなと無邪気に願うことと、本当に世界を変えて誰かを踏んでしまうことって、かなり違うと思わない？」

　苦笑する。

　彼女の言葉はいつも正せい鵠こくを射ていて、子供がそんな言葉遣いを身につけてしまったことがいっそかわいそうなくらいだ。

「違いない。君は本当にいい子だね、ニベルコル」

「もしかして馬鹿にしてる？　ぶつわよ」

「段々暴力的になってきてないか。誰の悪影響だろう」

「悪い大人の下で働いてるんだもの。仕方がないじゃない」

「うー！」

　最近はリンの単純な音の連なりから感情や意図を読み取ることにもすっかり慣れている。

　だが、むしろだからこそその声にシーモアは困惑を覚えた。

　警戒や警告。強い危険とそれに対する回避を促すような音。そのはずだ。だがここは夕暮れ時の街中で、辺りにはいくらかの人通りこそあれ、どんな種類の危険を見て取ることもできない。何から、どう回避すればいいのかが全く判断ができない。

　直後、首筋にぐいと衝撃が走った。

「うー、あー…………！」

　リンが二人の首筋を摑つかんで飛んだのだ、と理解できたのは数秒後のこと。

　その時にはリンにかばわれる形でシーモアは道路に転がり、エセックスは木の上にぶら下がっていた。

　理解してから、目を擦る。

　確かにそうなっている。つい数秒前までなかったはずの巨木がアスファルトを砕いて道路の中央に生え、たった今成長した証あかしのようにその梢こずえへとエセックスを引っかけている。

「わ、わ、何!?」

「…………しっ。面倒なお客さんみたいだ」

　そして、そのエセックスの上に獣がいた。

　太陽のように輝く毛並みをした、人ほども大きな体たい軀くを持つコヨーテ。

「────また会うたな、獣の同胞よ」

　遠くで雷が鳴るような低く重たい声だった。

　そしてコヨーテは遠とお吠ぼえを一つ。本能が悲鳴を上げるような、どうしようもなく獣の声だった。とっさにシーモアは耳を覆い、背後のニベルコルをかばう。そして同時に周囲にいくらかいた一般人がその声に追われるように逃げていくことを理解する。荒っぽい人払いだ。

　遠とお吠ぼえの最後の響きが消え去るまで慎重に耳を押えてから、ゆっくりと外す。

「お久しぶりです。ですが僕たちは人ですよ」

「人とて獣の一つであろう。たちというには些いささか混じり物があるが」

「………………うー」

「そう、睨にらむでない。主ぬしも在り方としては我に近いだろうに」

　コヨーテは木の梢こずえで器用に座り、その両前足を重ね合わせる。

　尻尾を一度振ると、どこからともなく強い風が吹いた。輝く瞳がシーモアを射抜く。

「さて、血と呪いの番よ。先日は失礼をしたな」

「あー、それでその、あなたは？」

「我はそうさな。太陽の現し身。全てを笑うもの。世界にあまた存在する人以外の獣の代弁者として生まれた我は、精霊とでも表すのが近いのだろうな」

　人以外、と頭の中で繰り返してから、シーモアは小さく驚く。

　いわれてみれば当然ではあるが、この世界を定義しているのは人間のみではないのだろう。その力のほどはわからないが、世界を変化させ意思の力を、人以外も持っている。

　そしてそれが怪物として形を成すこともまた、あり得ないことではない。

「あなたが精霊でも何でも興味はないけど」

　シーモアの服の裾をぐいと引いて、ニベルコルが強い口調でいう。

「リン、構えて。話には聞いただけだけど、この前このバカのことを吹っ飛ばしたらしいじゃない。何されるかわからないわ」

「うー…………！」

「血気盛んなのはよいことよな。しかし我は今日、主らによい提案をしにきたというのに」

「…………サムの力を譲れという話ならもう別な人から聞きましたよ」

「知っておる。しかしあの神の紛まがい物ものと我は決定的に異なっておるからな。そしてそれは主らにとって喜ばしいことだろう」

　シーモアが眉を潜めると、精霊は喉の奥を鳴らした。

「我は人の思い描いたものではないゆえ、権能もまたそれに準じておる。荒唐無稽さはおよそ全ての獣の中で人のみが持てるものよ」

　その四つ足が樹木を蹴った。

　コヨーテが地面へと着地すると、その足が触れたアスファルトが割れ、植物が顔を出す。季節も時間も無視して生えゆく草木は、ある意味では吸血鬼が使う奇怪な力よりもよほど不自然に見え、あるいはある種の自然現象の一環のようにも見える。

「我はその力を自然のままに使おう。我が権能がそれならば、あの人の殻の力はやがて雨や風や光となってこの街に降り注ぐこととなるだろう」

「それが…………」

　何であるかと問いかけそうになって、この前の神の提案とはまた異なることに気づく。

　あれはこの街に新たな管理者を生み出すという話だった。あの触手に力を渡せば、これからの世界には継続的に怪物の干渉が行われることになると見て間違いない。

　しかし、少なくともこの精霊は違う。

　この獣が行うのはあくまでも自然現象を力で補強するというだけだ。話しぶりからして、そこに自分の意思を挟み込もうという気すら感じられない。起きるのはただの自然現象で、そこには誰の意思も介在しない。少なくとも、人間のものは。

「………………」

「誰かの意思によって世界を左右するなどあまりにも不遜。不遜もまた人という獣の性ではあるが。どうだ、主らにその責を負わないだけの謙虚さがあるのならば、我に力を預けるというのも一考に値するだろう」

「それは、そうですが…………」

　話がうますぎる、と考えてしまうのがシーモアの基本的な思考だ。

　そんなにも都合のいい提案があるはずがない。そしてこの精霊の提案から欠けている要素は、あっさりと見つけ出すことができた。

「………………その場合、起きる自然現象はどんなものです？」

　マフィアたちが、そして怪物たちが追い求めるほどの膨大なリソースこそがサムだ。

　そんなものを注がれて起きる自然現象が普通のものであるはずがない。

「そうさなぁ」

　生えた草を軽く食はんで、コヨーテは世間話のような調子でいった。

「あれほどの力ならば大風が吹くか、地が揺らぐか、ともすれば星が落ちるという可能性もあるが、それほどのことを望むのは過ぎた話か。何にせよ、街はただでは済むまい」

　背後でニベルコルとリンが絶句する気配がした。シーモアもまた、ここがガレージの中だったならば罵声の一つや二つはあげていただろう。

　ぐるぐるとコヨーテが笑う。

「それもまた摂理のうちよ。摂理に反した力を使うのは、主も嫌いであるはずであろう」

「摂理に反した力？」

「なんといったか、あの片手と片足が紛まがい物ものの女。主はあやつを嫌っておったのではなかったか？」

　シーモアは小さく息を吞のんだ。

　頭の中で何かが繫つながる。だがそれは今は関係のないことだ。一旦それを脇に置いて、シーモアは唇を舐なめてから笑みを浮かべる。

「話はそれでおしまいですか？」

「………………。自然のことに悪態を吐く趣味はないと思っておったが、主の態度を見ていると我ももう少し敬って欲しくなるのう」

　のんびりとした調子でコヨーテは呟つぶやく。

　それから体重を感じさせない動きで大きく踏み切った。ビルを超すほどに跳び上がったその姿は、数秒で見えなくなる。

「あー…………全く」

　全身に冷や汗をかいていたシーモアは、どっと息を吐き出す。

　ルーミーの異質さとはまた違った、人類に野性時代の恐怖を思い起こさせるような相手だった。

「お疲れ様」

　付き合わされる形になってしまったニベルコルが、肩を叩たたいてくれたことばかりが救いである。やれやれと首を振って、それでも仕事に戻らねばと思ってから、

「うー？」

「あっ」

　梢こずえに取り残されたエセックスを見て、シーモアは頭を抱えた。







　手の中で木製の箱をくるくると回す。

　フランの家の中でのことである。今日は二つ用意されていた椅子の片方へとシーモアは座り、先ほどからひたすら頭を捻ひねっている。

「………………この箱が開くってマジ？」

　そういった彼が握っているのは細長い木材をいくつも組み合わせてできた立方体だ。その表面は木材の隔たりがどこであるかを感じさせないほどにつるりとしていて、重量は見た目よりも僅かに重たく感じられる。

　振っても回しても捻ひねっても、ぴくりとも形を変えようとしないそれを、シーモアは溜ため息いきとともに投げ出した。

「ちょっと、お兄ちゃん！」

　ホーンズビー家の暗がりに潜む何者かが、その箱を絡からめ取った。フランの掌てのひらの中に箱が収まったことで、シーモアはその何者かが動いたことに気づく。

「壊れたらどうするんですか」

「壊しちゃえばいいじゃん。その中に何かがあるって話なんだろ？」

　先日のチラシ配りに続いて新しい仕事でも、とこの家にやってきたシーモアに渡されたのが件くだんの箱である。

　フラン曰いわく、その内側には何らかの情報が収められているんだとか。

「何だっけ、えーと」

「ショーグン・イエヤスの埋蔵金だよ。何回もいったじゃん」

「そのどっかのなんとか将軍ジエネラルが誰だかは知らないけど、君がそんな風にお金に執着しているなんて意外だったな」

「お金はどうでもいいんだけど、誰も知らない情報はすごくいいよねぇ」

　そういってフランは箱に頰ずりをしてみせる。

　本心からの言葉なのだろう。その表情は年相応に、いやそれ以上に嫌な感じで蕩とろけている。家が変わろうと、彼女の変質ぶりには変わりがないらしい。

「わたしはそれを誰かに教えてもいいし、教えなくてもいいし、教えるふりをしてもいい。それをわたしが握っているということが大事なんだよ」

「やっぱり割ればいいんじゃないか。どうせ紙か何かが入ってるんだろ？」

「あのね、もし本当にこの中に大事な情報を誰かが入れたなら、そんなことは対策されているに決まってるでしょ？　お兄ちゃん、発言が適当すぎるよ」

　といいながらフランはその手から箱を放った。

　空中で不自然な減速を見せた寄せ木の箱は、壁かべ際ぎわに設けられた棚へと着地する。その棚には件くだんの箱のみならず、古今東西の怪しげな物品が大量に並んでいた。

「いつの間にこんなコレクションをしてたんだ？」

「集めるの自体は結構前から。最近はほら、こんな感じで仕事もハイテクになってきたから────」

　家中で鳴る電話をフランが示す。

「────ようやく解読とかで楽しむ暇が出てきたってことで」

「ふぅん。そういうもんか。まぁ、趣味に励めるのはいいことだよな」

　シーモアは席から立ち上がって腰を一度伸ばす。

　それからその足を棚の方に向けた。

「お兄ちゃん、危ないからあんまり触らないでね」

「うーん。しかし、これは何だ？　世の中、変なものを作る人は多いもんだなぁ」

「それより結構お仕事がありそうだよ、お兄ちゃん。最近、なんかこう、街中で運送への需要が高まっている気配がするから」

「へぇ」

　何な故ぜだろうか。

　その理由を想像しようとして、シーモアは一つ息を吐き出した。手を伸ばし、棚に置かれた奇妙な金属の集合体を手に取ろうとし、

「────ちょっと、お兄ちゃん!?」

　直後、金属音が鳴り響いた。

　それが集合体の内部から棘とげが飛び出した音であることを理解するには、シーモアの動体視力は低すぎた。ましてやその棘とげが明らかに毒とおぼしき液体で濡ぬれていることを見て取るにも。

「──────っ」

　彼がわかったのは二つ。

　一つは何かが起きたことで、もう一つはそれをどこからともなく湧き出した黒い霧が阻はばんだということである。

　飛び出した針は霧によって阻はばまれ、その先端がシーモアに届くことはなかった。

「お、お兄ちゃん!?　大丈夫!?」

「…………うん。平気みたい」

「ちょっと、もう！　馬鹿なの!?　触ったら危ないことぐらい、普段のお兄ちゃんならわかってるはずじゃん！」

　思わず椅子から腰を上げかけたフランが、ぷりぷりと怒っている。

　だがその彼女の反応も、シーモアの手へとまとわりつく霧を目にするまでのことだった。そう、普段ならばシーモアはあんなにも危険が目に見えているフランのコレクションに、不用意に触れることなどしなかったに違いない。

　今は、普通ではないのだ。

「お兄ちゃん、それ…………」

「あー、うん」

　シーモアは手をひらひらと動かして、黒い霧に触れようとする。

　それからそっと呼びかけた。

「………………ルーミー？」

　足下の影の中から、一匹のコウモリが現れた。

　まるで影を編んで作りあげたような、立体感のないコウモリだ。少しの間があって、そのコウモリから声が返ってくる。

「あ、すみません。ちょっと編み物をしていて…………。大丈夫でしたか、シーモアさん」

「やっぱり、これルーミーが守ってくれてるんだ」

「はい。使い魔です。最近は力の使い方にも慣れてきて、何かがあっても大丈夫なように色々と備えているんですよ」

　役に立てることが嬉うれしくて仕方がない、というようなルーミーの声。

　シーモアは小さく笑う。視線でフランに目配せをして、黙っているように伝えた。

「使い魔、ね。他にも実は色々やってたり？」

「そんなに沢山ではないです。でも、これからもっときっと色々できるようになりますよ！」

「もしかして運送業の需要が増えているっていうのも、君？」

　コウモリがぱたぱたとその羽を動かす。

「それはまだやっていないです」

　まだ、と内心でシーモアは呟つぶやいた。

「シーモアさんがご自身でちゃんと会社を運営されていますし、それに私は街のことをよく知らないので、どうすれば需要が増えるのかもわからないですし」

　それはまるでシーモアが会社の運営をうまくできず、ルーミーがどうすれば運送の仕事を増やせるのかを知っていれば、その手段を取るといっているように聞こえた。

　いや、ようにではないのだ。

　彼女にはそれを実現できる知識はないが、実現できる力はある。指向性さえ帯びれば、ルーミーは容易たやすくそれを成せる。

　あるいはもっと直接的に、どこかから金を持ってくることだって。

　シーモアはどんな表情を浮かべればいいのかわからず、全身から力を抜いて、ただ軽く肩を竦すくめてみせた。

「君がそんな風に何でもしてくれると、僕は何にもできなくなっていってしまいそうだよ」

　あっさりとした言葉が返ってくる。

「それでもいいですよ」

　その言葉を返すのに、どんな決断すらも必要ないといった声音だった。

「いいの？　だって、君だって僕を何かで好きになったんでしょ？　そういうのも何もかもなくなってしまうんだけど」

　針が刺さりそうになった手を、シーモアは握って開く。

　そういうことだ。ルーミーに会った頃の自分ならば、決してあんなにも不用心な行動はしなかっただろう。日々はあらゆるものを変化させていく。それは自分自身だって、決して例外ではない。

「だって、シーモアさんはもう変わったじゃないですか」

「………………」

「シーモアさんは私が会った頃から、ずっと変わりました。きっともう、昔のシーモアさんが今のあなたに出会っても、自分だなんて思わないくらいですよ」

「だから僕はもうどんな風に変わってもいい？」

「はい。それでも私はあなたが好きですから」

　なら、と思う。

　その時にルーミーは何を縁よすがとしてシーモアを思うのだろうか。その恋心は何によって定義され、どんな風なものなのだろうか。

　内心の疑問が伝わったかのように、コウモリの向こう側でルーミーが微ほほ笑えむのがわかった。

「あの時、シーモアさんが私を生かしてくれたからです」

　胸に突き刺さったルーミーの手。

　その感触を思い出す。

「あなたは初めて私を優しいといってくれて、あなたは初めて私が好きになれた人です。あなたにいわれて初めて、私は世界を素敵だと思えたんです」

「その過去があれば、いいんだ？」

「あの日の思い出とあなたが不可分である限り、あなたがどんなものになっても、私はあなたを愛し続けますよ。あなたがどんなに堕落して、駄目になって、老いさらばえても」

　それはまるっきり、いつかにシーモアが口にしたことだった。

　だからこそそれは危機であった。

　シーモアがルーミーを好きであり続けるように、ルーミーはシーモアを好きであり続ける。そこには何の噓うそもてらいもなく、だからこそ過去によって定義された恋心は絶対である。

「この恋心は永遠で、確かで、ずっと変わりません」

　恐怖に何よりも似た甘やかさで囁ささやきが届く。

「だからシーモアさん、私に任せて、楽になってくださいね」

　それはすなわち、全人的な危機であった。

　吸血鬼の愛は永遠で、そしてその力は絶大だ。彼女が守ってくれる限り、シーモア・ロードという個人は何をせずとも生きていける。その短い生を全うするまでの間。

　そしてそれに抗あらがう意味はない。

　そうするだけの価値をどこにもシーモアは見つけ出せないからである。自らの足で立たねばならないという強い信念はない。ルーミーに頼ることにためらいがあるわけでもない。シーモアに達成できることで、ルーミーの能力では及ばないこともこの世には存在しない。

　ならばシーモア・ロードという一個人の尊厳は、これから破壊し尽くされる運命にある。そのことに怯おびえ続けても、否いや応おうなく。

　その恐怖すらもルーミーは優しく包んでくれるだろう。

「あ、でも今回の騒動は私も初めてなので、しばらくご迷惑をおかけするかも知れません。けど次からはもっとうまくやりますから！」

「…………だろうね。君ならそうだと思うよ」

「後、あんまりフランさんと仲良くしすぎないでくださいね。私だってさみしくなることはあるんですから」

　コウモリが影へと潜り込んで、ルーミーとの会話は途切れた。

　怪物、という言葉の定義にシーモアは思いを馳はせる。

　それは人類の敵である。最大にして最強の怪物である吸血鬼は、人を愛してもなお、どうしようもなく人間の敵であった。

　戦う意味もなく、勝つことに価値を見いだせない、最悪の敵だ。

「……………………愛されてるなぁ、僕」

　呟つぶやきは煙のように淀よどんで、足下へと落ちていった。

　話をしている間は黙って気配を消していたフランが、大きく息を吸ってから、からりとせせら笑う。

「お兄ちゃん、大変な恋をしているねぇ」

「ほんとにね」

　あるいは、これを大変だと思うこの心すらもいつかは腐り落ちるのだろうか。







「パパ！　見て、上手でしょ！」

　サムがこちらに駆け寄ってくる。

　何かと思って見み遣やれば、彼女の両手は一枚の皿を抱えていた。その上には不格好なパンケーキが乗っている。
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「サムが作ったんだよ！　すごいでしょ！」

「おお！　というか僕が書類整理している間になんかやっていると思ったら…………」

　得意げにくるくると回る彼女の頭を撫なでてやる。

「でも勝手にやったら危ないだろ。僕に先に声をかけなよ」

「平気だよ。ルーミーにやり方教わったし！」

「………………へぇ」

　知らない間に彼女たちの関係も少しずつ改善しているらしい。いや、そもそもとして間にシーモアがいるからややこしくなっていただけで、人格的に見た場合ルーミーとサムというのは特に相性が悪いというわけではないのだろうか。

　ともかくとして、もう一度彼女の頭をかいぐり回した。

「くすぐったぁーい！」

　首を縮めてサムは笑う。

「さ、食べよ、パパ！　冷めちゃったら悲しいもん！」

「それはそうだな。ちょっと待て、フォークか何かがそこら辺にあったはずだから」

　かつ、と軽い音が鳴った。

「………………あ」

　サムの足下にフォークが一つ転がっている。

　一秒前まではそこになかったはずの食器。

　少女の瞳が薄く明滅している。

「ご、ごめんなさい…………」

　きゅ、と下唇を嚙かみしめたサムに微ほほ笑えみかけてみせる。

「別に別に。食器が増えてよかったよ。ルーミーだって喜ぶさ」

　拾い上げて、ついた土つち埃ぼこりに息を吹きかける。

　今は小康状態だが、それは問題が解決したことを意味してはいない。サムの容量の限界は今こうしている間も迫り続けており、それまでに決断を下さねばならないのだ。

「まだ大丈夫そう？」

「う、うん。まだ平気！　だいじょうぶだよ！」

「ならよかった。無理はしないでね。いざとなったら僕が────」

　僕が。

　何だというのだろうか。

　サムの限界を遠ざけることはできない。その内部の力を消費するのは怪物だ。今は彼らもシーモアにお伺いを立ててくれているが、本当にサムが限界に達したならば、再び争奪戦が始まるに違いない。

　シーモアが決断すべきことはない。自分が何をしなくとも、世界は粛々と回っていくし、何をしたいかすらも思い浮かばない。

　そうした諸々を飲み込んで、シーモアは微ほほ笑えむ。

「僕がなんとかするからさ」

　本当は何をすべきかすらもわかっていないというのに。

「うん！」

　無邪気に頷うなずくサムの笑顔が酷ひどく心に刺さった。

　並んでパンケーキを食べようと、ガレージのあちこちに転がっている缶を拾ってこようと立ち上がる。そうした時、不意にシャッターが叩たたかれた。

「誰かな？」

「僕が出るからそこにいてね」

　フォークを咥くわえたまま近づき、シャッターを引き上げる。

　夜の闇を背負うようにしてそこにいたのは、殺人株式会社マーダー・インクの狼おおかみめいた男だった。この春先でも手放さないコートのポケットへ男は両手を突っ込んでいる。

「よう。今日の報告にきたぞ」

「とはいえ、問題なし以外にいうことがありますか？」

「ねぇな」

　メッセンジャー代わりの仕事が不服であることの表明のように男は舌打ちを漏らす。

　その顔に、ふと言葉を投げつけたくなった。

「ところで、一つ聞いていいですか？」

「手短にならな」

　ちらりとサムを振り返る。彼女は男の人相が怖いのか、バレバレな仕草でこっそりと缶の後ろに隠れようとしていた。

　その姿に小さく笑って、自然に問いかける。

「サムの情報をマフィアに流したの、あなたたちですよね？」

　今回の騒動はこの街の裏社会に属している組織がサムを追い始めたことがきっかけだ。今回の騒動に関わった組織のリストを作るだけで、裏社会のほとんどの組織を網羅するリストを作り上げることができるだろう。

　そんな状況は誰かが意図的に情報を流さなければ生まれない。

　あらゆるマフィアに対して利害関係を持つことなく交渉することができ、世界と怪物に関する知識を持っていて、なおかつそうするだけの動機がある誰か。マフィアに追われる中で考えても思いつかなかったが、この前の精霊の言葉が発想をくれた。

　そんな組織は、殺人株式会社マーダー・インク以外に存在しない。

「………………。だからなんだ？」

　剣けん吞のんな視線が向けられる。

　いつもならばこんなところでこんな言葉を投げかけはしないだろう。だが今はもう、目の前の男に対する恐怖すらもが機能を失っている。

　ルーミーがどこかにいて、自分を守っている以上、恐れる必要がどこにもなくなる。

　慢性的で致命的な麻ま痺ひ。

「別に。ただ、あの社長、大丈夫なのかなって思っただけです」

　肩を竦すくめる。

　殺人株式会社マーダー・インクはマフィア同士の争いを調停し、またそれに伴ってマフィアの人員を殺すことを目的とした組織だったはずだ。その手段はどうあれ、本質的にはそれは平和的な目的で運用されていた。

　しかしサムの情報を流すことは、その真逆だ。

　明らかにそこには意図的にマフィア同士の抗争を起こそうという計算が見える。でなければあれほど同時多発的にマフィアたちが、そして怪物たちが一人の少女を追いかけ始めるはずがない。

「いつの間にか手段と目的が入れ替わっていますよね。マフィアを殺すために、わざと抗争の火種を撒まくだなんて」

「状況が違ェんだよ。怪物の力が隆盛になれば、必然的にマフィアどもは勢力を減衰させざるを得ねェ」

「へぇ、それが言い訳というわけですか」

　あの社長、クラウディア・ホーロックスからすればどんな道筋でもよかったのだろう。

　彼女にとって大事なことはサムを巡って抗争が起こればマフィアが互いに殺し合うことと、サムに力が注ぎ込まれその容量が限界に達することだ。

　どの怪物がサムを手にしようと、あるいはサムが単に能力を暴発させても、結果として怪物の力は多くの人の目に留まることになる。ルーミーが暴れたことで古い怪物たちが現れたように、その集めた衆目はさらなる怪物を呼び込むだろう。

　具体的にどんなことが起きるのかが問題なのではない。

　何かが起きれば、それら全てが彼女にとっての利益だ。

　挑発を受けて不快そうに眉間に皺しわを寄せた狼おおかみめいた男だったが、しかし彼は同時に皮肉そうに口くちの端はを持ち上げて笑った。

「少なくとも、あの人は何かを決めるだけの根性はあったぜ」

「僕と違って、ですか」

　いいながら、少しうらやむ。

　確かにクラウディア・ホーロックスは決断をしている。世界に自分の想像を押しつけるだけの願望と理由が彼女にはある。サムを餌にして抗争を起こすような精神性はろくでもないが、しかしろくでもないなりに願いを抱いている。

　狼おおかみめいた男が舌打ちをする。

「俺らと違って、だな」

　そこに声が飛び込んできた。

「おや、まぁ。私は君の一族に力を与えてあげたというのに」

　男の後ろ、ガレージを覗のぞき込むような位置に女が一人立っていた。

　その姿にもまた見覚えがある。前に会った時は夜で、そして女は馬の上に乗っていた。燃えるような瞳を持つ、六本足の馬だ。

　狼おおかみめいた男が弾はじかれたように振り返り、その女を見て唸うなる。

「テメェ、『魔女』………………！」

「やあ、愛いとしい私の子孫。そしてシーモアくん」

　魔女と呼ばれたその女は、名前を表すような鍔つばの広い帽子をつるりと一度撫なでた。それから僅かに首を傾かしげる。

「けど今はあなたは邪魔ねぇ。はい、再会はまた今度にしましょうか」

「ふざけんな、殺────────」

「うるさい子はどかしてしまいましょうか」

　魔女が視線を向けると、狼おおかみめいた男の姿が搔かき消きえた。何らかの異常な能力を使って、彼をどこかへと飛ばしたのだろう。

　だがその仕草があまりにも自然だ。

　大仰な仕草も言葉も、何一つない。呼吸をするように滑らかに力を行使するその姿は、生得的にそれを持つ怪物たちとも、意識的にそれを使う『死神』のような人間とも違う。

「おっと、それにサムくんも。久しぶりね」

　魔女が手を振ると、サムがその身を縮めた。

　シーモアはその視線を遮るように立って、飽き飽きだという表情を大げさに作ってみせる。

「それで、あなたもあなたの夢を語りにきたわけですか。管理、災害ときて次は何です？　魔女の国とか作る気ですか？」

「あは。悪くない考えね。でも私の提案は別よ。もっと魔女らしいことを提案しにきたの。それとも、提案してもらいにきたというべきかしら」

　魔女はぱちりと音がしそうなほど鮮やかに片目をつむってみせる。

「私はあなたの願いを叶かなえにきたのよ」

「………………は？」

「もう聞いているかしら。そもそもとして私はあの被造存在たちではなく、創造者の側よ。最近だと死神って子が随分街を荒らしたみたいだけど」

　そういって魔女は座った。

　そこにあった椅子に。

　このガレージの中には椅子なんて一つもなかったはずなのに、魔女が座った時にはそこに椅子が存在していた。

「死神よりも私は少し歴史が古い創造者よ。少し、本当に少しだけね？　だからその分だけできることも多いわけ。…………このパンケーキ、ちょっと粉っぽいけど美お味いしいわね」

　魔女がパンケーキを食べる。

　それはサムが作ったパンケーキだ。不安定な厚さとところどころにある焦げ目がそれを示している。

　だというのに、サムの手の中には全く同じパンケーキが残ったままだった。

「えっ、えっ!?」

「驚かないで、サムくん。それにシーモアくんも。私にはこういうことができるという話。それに、もっとたくさんのことも」

　だから、と魔女がフォークでこちらを示してくる。

「このままでは消費が追いつかないサムくんのリソースを、私が加工してあげるわ。あなたが望みをいえば、私がそれを叶かなえてあげる」

　怪物たちは噓うそが苦手なのだとルーミーは語っていたが、だとすればこの女はどうなのだろうか。真実だと信じれるような理由もないが、わざわざ噓うそをいいにくる理由も見当たらない。

「…………そうすることでのあなたの利益はなんです？」

「利益？　いいじゃない。お伽とぎ噺ばなしの魔女というものは、なんとはなしに奇跡を使って助けてくれるものでしょう？　そういうことよ」

「僕が知っている魔女は毒で殺したり、茨で眠らせたりしてもいましたがね」

「あら、お姫様気取り？　あぁでも、誰かに助けられている立場ということなら、確かにあなたはお姫様だものね」

　魔女が立ち上がると、椅子もパンケーキも幻だったように消え去った。だがそれが確かに存在したことを証明するように、強く甘い匂いだけは漂っていた。

「利益。そうね、利益というのなら、あの怪物たちにリソースを使わせないことが利益といえるのかしら」

「怪物が嫌いなんですか、魔女の癖に」

「人間だから嫌いなのよ。生まれついて持っただけの能力を振るうなんてはしたないと思わない？　考えて、望んで、それに必要な手段を編み出すことこそが人間の証明じゃない」

　シーモアからすれば一番人間離れしているように見えたこの魔女が、平然と人間を語る姿は恐ろしくもあり滑稽でもあった。

　にまりとした笑みを浮かべて、魔女が首を傾かしげる。

「だから私はあなたを助けてあげる。願いを叶かなえてあげる。私が編み出した手段が、あんなはしたない存在よりもいいものだって教えてあげるわ」







　胸元に灰が落ちて、自分が随分と長くぼうっとしていたことに気づいた。

「熱っ、わっ」

　慌ててぱたぱたと服を叩たたき、咥くわえっぱなしだった煙草たばこを数度吹かす。

　もう夜明けも近い時間帯、ガレージの屋上にシーモアは一人でいた。視線はずっと地平を捉えていたはずだが、その端が白み始めたことを今ようやく知ったような有あり様さまである。

「……………………はぁ」

　頭の中にあったのはサムのこと。そしてサムを取り巻くいくつもの事情。

　人類の軛くびきとなると宣言したあの暗闇。

　自然の猛威をもたらすと語ったあの精霊。

　望みを叶かなえると謳うたったあの魔女。

　その三つを思い浮かべて、そのどれもがろくな話ではないことを確かめていた。そもそもとして自分は大したことを望んでいないのだ。ただの人間であるシーモアが抱ける望みなど、たかが知れている。

　世界や社会を変えるだとか、そんな規模の話をされたところで何もピンとこない。

「シーモアさん」

　下方から呼びかけられて、シーモアは立ち上がった。

　ガレージの縁からのんびりと手を下ろすと、柔らかな手が絡からみついてくる。引き上げれば、当然ながらそれはルーミーだった。

「ここにいたんですね」

「そろそろ夜明けだぞ」

「はい。ですが、少しだけ」

　そういってルーミーは、もう一度寝転がったシーモアの隣へ腰掛けた。視線が一瞬だけこちらを向いて、シーモアが咥くわえている煙草を見る。

「それ、サムに出してもらったんですか？」

「出してもらったというか、出たというか」

　サムの中に人々の願いの力は溜たまる一方だ。

　ここ数日はほんの僅かな願いにも反応して、願った物品が家の中に転がるような状態となっている。

　そして、それでもなお、サムは自分の能力を抑えようと必死になっている。

「消費しないと、ダメなんだろうなぁ」

　こんな煙草をいくつか出すような些さ細さいなものではなく、もっと大々的に。もっと膨大に。彼女の中に溜たまり続ける力を消費し尽くすには、願い事の絶対的な大きさが足りていない。

　あの三人のうちの誰かが願いを叶かなえるのか。

　あるいはサムの力が暴発して、しかし結果としてその異常な能力が多くの人の目に触れ、新たな怪物たちを呼び込むことになるのか。

「…………………………」

　暗あん澹たんたる気持ちで黙り込んでいると、ルーミーがその身をそっと寄せてきた。

　何かをいおうとして迷っているような、そんな気配。彼女の口を後押ししたのは、後十分も待たずに登り始めるはずの太陽だっただろう。

　ルーミーが、静かに呟つぶやく。

「……………………実は」

「うん」

「どの願いも叶かなえない方法が、一応あります。私が力を使うというのでもなく」

　どんな変化もこの街にもたらさず、シーモアたちの日常が変化することもなく、決断を迫られるようなこともなく。

　そんな手段があるのだろうか。

　あるわけがないとシーモアは思って、しかしルーミーはいった。

「私がサムさんを食べる、という方法です」

「……………………」

　ルーミーの吸血というのは極めて絶対的な力だ。

　人間ならばその血の一滴でも吸われた時点で致命となる。血の量や怪け我がの重さなど関係なく、『吸血鬼に血を吸われた』というだけの因果が速やかに命を奪う。

　あるいは、それを怪物に向ければ、どうなるのだろうか。

「サムさんの力を消費する、という意味ではありません。吸血して、殺します。その存在を粉々に砕いて塵ちりにします」

　血を吸われかけた日のことを思い出す。

　どこまでも深い穴に命が落ちていくような、そんな感覚。サムという巨大なリソースの塊でさえ、何の意味も持たせないままに殺し尽くすことができるのだろうか。

　できるの、だろう。

　ルーミー・スパイクという規格外の怪物は、そんなことですらできる。

「それで…………元通りです」

　元通りなのは確かだ。

　今よりも少し前の元通りだが。

「そういう選択もある、という話です」

　そしてそれは取りも直さず、ルーミーがサムを殺すという意味でもある。

　サムの力を誰かに渡せば、どうしようもなくこの街は変わる。変わり方に違いはあれど、不可逆な変化をもたらすことは間違いがない。

　ルーミーがサムを殺せば、そんな事態は避けることができる。

　誰かや何かが変わることも損なわれることもない。ただ少し前まではいなかった一人の少女が、またいなくなるだけだ。

「……………………………………………………」

　シーモアは何かをいいかけて、やめた。

　今、何をいってもルーミーはそれを『サムを食べろ』という意味に取るような気がした。そういう結末を選び取ってしまう後押しになると思った。

　だからシーモアにできることは沈黙くらいで、その静けさの隣でルーミーが微ほほ笑えむ。

「ごめんなさい。そんなことをいわれても困りますよね」

　その銀色の髪を、朝をもたらす風が揺らした。

「大丈夫です。私はちゃんと、自分で決められるので」

　ルーミーは既に曖昧な自我を抱えた、朧おぼろのような存在ではない。

　確固として自分で考え、決断を下すことができる独立した人格だ。

「……………………………………………………」

　だからきっと、自分が関わらなくてもこの話は終わる。

　この騒動の結末は、シーモアが選ばなくても何かにはなる。

　それがどんなものであったところで自分にはそれを区別するだけの理由がない。神が再び現れようが、災害が街を襲おうが、何か願いが叶かなおうが、どれであっても大差はない。

　あるいは、ルーミーがサムを殺したところで。

　自分にできることはない。

　ルーミーが最初の話し合いを力尽くで解決した時から何も変わっていない。

　ルーミーがいれば全ての問題はどうあれ解決に向かうし、ルーミーはその愛でもってシーモアに最大限の配慮をしてくれる。

　ならば、強いて自分が何かをする理由は、あるのだろうか。

「私が、ちゃんと解決しますから」

「…………ねぇ、ルーミー」

「はい？」

「愛してるよ」

　その言葉が本心からのものであると自分でわかることが、今となっては滑稽なほどだ。

「はい。私もシーモアさんを愛していますよ」

　彼女に愛されているという確信もまた。














四　そうして戦いが始まる









　その日がやってきたことはあっさりと確信できた。

　起きた時からサムは体調が悪そうにしていた。吐き気をこらえるように何度も肩が上下し、その瞳は薄い光を帯び続けている。

　新聞を見ればそこには工場での火災が報じられていた。何人もの作業員が怪け我がをし、あるいは命を失ったらしい。戦争がルーミーを生み出したように、人の死やそれに伴う強い念は怪物をこの世界に作り出すことがある。

　ならば、その際に生まれる摩擦は一ひと際きわ大きくなり、そしてそれはサムへと流れ込むのだ。

「パパ、ルーミー、身体からだが…………熱いよ…………」

　いつかくるはずの日が、きたのだ。

　ふらつくサムの身体からだを支え、ベッドへと横たえる。触れたその身体からだはまるで熱病のような嫌な温度を持ち、今にも内側から破裂してしまいそうに感じられた。

　程なくして殺人株式会社マーダー・インクから人が送られてくる。

　サムが致命的な破綻に至るよりも前に、その力の使い方について決着をつけねばならない。話し合いを行うのはあの三種の怪物だろうが、その公平性と安全を確保するためにはルーミーがその場にいることが重要になる。

　実際に話し合いが行われるのは明日らしいが、会議の場を設けるに当たっても先に打ち合わせがいるのだろう。

　ルーミーが静かに笑みを浮かべた。

「それじゃあ…………シーモアさん。行ってきますね？」

「ああ、うん。行ってらっしゃい」

　シーモアがくるようには促されなかった。

　決断をするならばもっと前にもできた。今日まで何もしなかったことがシーモアの選択だと判断されたのだろう。

　そしてそれに、異論はない。

　ルーミーがいなくなった後には静寂だけが残された。サムは浅い眠りと覚醒を繰り返しているのか、不規則な呼吸とうなされるような言葉がその唇から漏れる。

「ねぇ、パパ」

「ん？　どうかしたか？」

「何かお話しして？」

「何かかぁ。難しいこというなぁ」

「ルーミーとどうやって会ったの？」

　苦笑して、汗ばんだ彼女の額を撫なでる。

「マセてるなぁ。飴あめ玉だまが大好きな子供のくせに」

　後ろでごとりと音がした。

　視線だけを動かせばロフトの床に包装された飴あめが転がっている。ただ、その大きさは尋常のものではない。まるでバスケットボールのような大きさをしている。

　サムから漏れ出す力は今もまた増し続けている。

「僕らの出会いはあんまり子供向けじゃなかったからなぁ」

「そうなの？」

「あの頃はルーミーも今ほど優しくなかったし」

「でもルーミーのこと好きになったんでしょ？」

「そうだなぁ。そうではあるんだけどなぁ」

　最初に会った頃のどこもかしこも碌ろくでもない話を、どうにかサムに聞かせて問題ないように加工しようとする。化粧を施すというよりは整形手術を施すくらいに大胆な調整が必要になりそうだった。

「えぇと、あれはまだ僕が会社にもしないまま一人で仕事をしていた頃だけど────」




　サムが眠りに落ちて、シーモアはそっとガレージを抜け出した。

　体調はやはりよくないのだろう。サムは結局ルーミーが最初の晩を明かすまでの話を聞くこともなく、深い眠りへと落ちていってしまった。

　ガレージから出て通りを散歩しながら、煙草たばこを咥くわえる。

　どうあれ明日からは普通の日常が帰ってくる。それがどんな風に変質したところで、シーモアに対して害のあるようなものにはならない。

　ならば仕事のことや家事のことを考えた方が合理的だとは思うのだが、しかしどうにも思考はうまくまとまらなかった。口から入れた煙が頭蓋骨の中へと満ちていくようだ。

　これから世界が変わってしまうかも知れないというのに、夜はいつもの顔をしていた。

「………………まぁ、こんなもんか」

　個人の意思が世界を変えてしまうからややこしいが、誰もが目の前の自分にできることに取り組んでいるだけなのだ。

　その影響の多寡を考えなければ、怪物たちですらそうである。

　だから世界が騒がしくなることなんてない。みんながみんな、自分の個人的な物語に関わっているだけなのだから。

「あの」

　足音とともに声が聞こえる。

　ぼんやりとした頭で振り返ると、そこに誰かが立っていた。反射的に動いた観察眼が、その人物が軍人であることを判別する。

「運び屋のシーモア・ロードさんですか？」

「あー、はい。どちら様でしょう？」

　シーモアとそう歳としが変わらないだろう若者は、暗闇を透かすように慎重な目つきでこちらを見つめてきている。

　少なくともこちらに敵意は感じられないが、その顔に見覚えもない。軍関係に仕事が繫つながるような流れも今はなかったはずだ。

　男は問い返されたことに驚いてから、得心したように苦笑して頷うなずいた。

「そうか、そうですね。あなたは俺の顔を知らないんですね。なんだか以前お見かけした時が印象的だったせいで、すっかり顔なじみのような気がしていました」

「お仕事、お受けしていましたっけ？　忘れてしまっていたらすみません」

「あ、いえ。俺ではなく。仕事を頼んだのは叔母なんです。覚えておいでですかね？」

　いって、男は手を一度振った。

「ほら、港の辺りで、車ごと飛んでいたじゃないですか。あの時の仕事を頼んだのが叔母で、届けられたのが俺なんです」

「……………………あ！」

　ルーミーと出会ったばかりの頃。

　今まさに出向しようとする船へと荷物を届けて欲しいという無茶な依頼があったのだ。

　あの時は端からエセックスで飛び出し、吸血鬼の性質を利用することで川に沈まないようにするという無茶をやらかした。

　そういえばあの時の届け先は軍人で、今まさに国外へと赴こうとしているところだったか。

「その節はお世話になりました。ご依頼の品は無事届いてましたか？」

「それはもう。というか色んな人が見たので、すごい語り草ですよ。あの運送業者は誰なのかって散々聞かれて、慌てて叔母に手紙を書いたくらいです」

　シーモアは長く運び屋として働いてきたが、その仕事は非合法なものに寄っていたために、こうして明るい成果を聞けることは珍しい。

　柄にもなく照れくささを感じながら、ふと首を傾かしげる。

「あれ、ですがあの時は数年は帰ってこられないと叔母様からお聞きしていたのですが」

「あー、それが。今日お伺いしたのも実は同じ理由なのですが」

　軍人の男が苦笑して首を振った。

「その、実は先日叔母が亡なくなりまして」

「なる、ほど。それはご愁傷様です」

「急な病気だったので仕方のない話です。それに伴い親族である俺も赴任先から引き戻されたという感じですね」

　実際、男と叔母の関係は悪くなかったのだろう。

　整理済みではあるがそれでも隠しきれないような悲しみが、社交的な笑みを浮かべるその目元に滲にじんでいた。

「以前はお世話になりました。叔母も生前は本当にシーモアさんに感謝をしていて、それをきちんとお伝えできればと思い…………」

「当然の仕事をしたまでではありますが、謹んでお褒めの言葉はいただいておきます」

　考えてみれば当たり前だが、シーモアが仕事で関わる時間はほんの僅かであっても、依頼人たちにはその後の日々があるのだ。

　日々こなすいくつもの仕事とその後を、少しの間だけ想像する。

「………………………………………………あぁ、なるほど。日常か」

　ぽつりと呟つぶやく。

「はい？」

「いえ、なんでも。名刺をお渡ししてもいいですか？」

「もちろんです。俺ももらえれば嬉うれしいと思っていたところで。俺の方も連絡先をお渡ししておきますね」

　紙片を受け取ってから、軍人は思い出したように問いかけてきた。

「そういえば叔母から数字を聞いていたりしませんか？」

「数字ですか？」

「叔母の家に残された金庫で開かないものがあるんです。叔母はあなたにとても感謝していたので、もしかしたらと思ったんですが」

「残念ながら。扉が開くことを願っていますよ」

「壊さずに開けたいんですが、望み薄ですね」

　首を振って、軍人は別れを口にした。

　またいつか彼から仕事を受けることもあるのだろうか。その背中を見送りながらそう思った。自分にしては珍しく、利益と関係なくまた仕事をしてみたい気持ちだった。

　ともかくとして、シーモアは再び歩き出す。

　ポケットの中に紙片を突っ込んだ。

　手を入れたまま進む。

　指先が紙片に触れていて、その部分が少しだけ暖かい。

　具体的に何が変わったわけでもない。ただ、少しだけ昔を思い出していた。

「そんなこともあったなぁ」

　もうすっかり思い返すこともなくなっていたが、しかしそれは忘れてしまっていたというわけではない。

　そんな日々があったからこそ今日に続いていて、今日と地続きだからこそ、そこにあることを意識的に確かめることもなかった。

　あの時は確かに事件だった。

　だが、それはもう日常になっていたのだ。

「まぁもう怪物だの超能力だのも、珍しくなくなっちゃったしな」

　それに他のこともまた、そうだ。

　小さく笑う。

「帰ったらサムに教えてあげないと」

　いつかサムに、ルーミーのどこが好きなのかと尋ねられたことがあった。

　問いかけられた時にはすぐに答えをまとめることはできず、結局冗談に逃げてしまった。今もそれを一言でまとめることは難しい。どこが好きかを指し示したところで、その一カ所がなくなったらルーミーを嫌いになるという話でもないし、他の場所が好きではないということでもない。

　ただ、いつルーミーを好きになったかはわかった。

　思い出せた。

「………………………………」

　今まさに聞いたようにまざまざと蘇よみがえってきたのは、車内に響いた二人分の笑い声だった。

　橋から川へと飛び出して、吸血鬼の力で吹っ飛び、そして笑ったのだ。

　シーモアがルーミー・スパイクという個人を好きになったのは、あの瞬間だった。あの時に重なり合った笑い声が、今もシーモアの中に残っている。

　そのことを確認するように小さく頷うなずく。

「うん、うん」

　家の前にまで辿たどり着ついたが、それで足が止まることはなかった。

　車を出す手間すらも今はなんだか惜しくて、そのまま歩き続ける。アスファルトを蹴る足の速さがどんどん上がる。

　正直にいって、やっぱりシーモアに大それた望みなどない。

　この街だとかこの社会だとか、そんな規模の願いを叶かなえさせられそうになっても困ってしまう。もっといってしまえばルーミーが今後の人生の全てを守ってくれて、あらゆる困難を先に取り除いてくれるのならば、それに越したことはないとも思っている。

　ただ、それでも少しくらいの願いはあるのだ。

「…………………………うん！」

　歩みはやがて早足になり、やがて駆け足へと変わっていった。

　どうせこれからもルーミーとの日常が続いていくのならば、そこに彼女の笑顔があって欲しい。シーモアが惚ほれたあの笑い声をいつでも聞かせて欲しい。

　そしてそれはきっと、平穏な道のりでは見れないものだ。

　彼女はいつだってトラブルの最中で笑っていた。人間にとって命の危機になるような大問題も、彼女にとっては心地よいそよ風であるかのように、そうした時にこそ楽しげで明るい笑い声を上げていた。

　だからシーモアが何かをする理由なんて、それで十分だ。

　何もできることなんてないのに、何もかもを投げ出さずにみっともなくもしがみつく理由なんて、それだけで。




「おい！」

　シーモアが辿たどりついたのはホーンズビー・シガーストア、その跡地だった。

　今となっては単なる一軒家のそこを押し開ける。内側から漏れ出た大量のノイズと、うごめく人ならざるものの気配が出迎えてくれる。

「やあ、お兄ちゃん」

　フランもまたそこにいた。

　一つだけ置かれた椅子に座った彼女は、くるくるとその場で回っている。

「何かご用ですか？」

「手伝ってくれ。ちょっとやることができた」

　出し抜けにそういうと、フランは大仰に溜ため息いきを零こぼしてみせる。

「最近、お兄ちゃんは私を頼めば何でもやってくれる人だと思っていませんか？」

「何でもやってくれるだろう、お前」

「私にできることは何でも商売の種にしていますが、しかしそれは相応の対価をいただいてからということになっています」

　不意に背後で扉が閉まった。風が吹いたわけでもないのに動いた扉が、シーモアの尻を叩たたいて室内へと押し込む。

　走り続けて汗が滲にじんだ背中が冷える。

　大体にして日頃からシーモアとフランはだらだらと馴なれ合あっているが、それはフランがこちらに合わせてくれているというだけなのだ。彼女もまたこの街で自らの力だけを頼りに生きている人間で、その困難さを思えば怪物よりもよほど怪物をしている。

「それで、私は情報屋としてここにいるんですが、お兄ちゃんは相応の対価をくれるのかな？」

　一つ息を吸い込む。

　フランシーナ・ホーンズビーという少女がこの街で情報屋をできているのは、彼女が限りなく絶対に近い能力を持っているからだ。彼女が知らない情報は全くないように思えるし、彼女はこの街の誰よりもその情報をうまく操ってみせる。だからこそ、一度店ごと爆破されたところで、彼女の力を疑うような人間はこの街にはいないのである。

　まして今彼女のそばには怪物がいる。

　正体不明の何かが、ただの人間であるシーモアの目では捉えられない何かが今も室内を動き回っている。ただでさえ情報面において凶悪であったフランには、今何かの現実的に行使できる力が寄り添っているのだ。

「面白いものを見せて────」

「────それは今回は通じませんよ」

　予想通りだといわんばかりにフランの目元が歪ゆがむ。

「だって誰が力を振るったとしても、私は面白いですし」

　当然のようにこの少女は、今街で起きているトラブルを把握しているらしい。

　怪物たちを指折り数えるように彼女は指を振る。

「どんな形で誰が覇権を握ったとしても、そこでは情報が全部ぐちゃぐちゃになって、きっと面白いことになりますよ」

「だから僕にわざわざ力を貸す必要はない？」

「ええ、はい。この前の死神騒動の時は貸したら面白いものが見れましたが、今回は違いますから。今回は働きの内容に応じた正当な対価をいただきます」

　フランの仕事は、正直にいって高い。彼女の情報の正確さと専門性を思えば当然のことながら、その支払い金額はかなり財布に厳しい。あるいは、フランがこうして先に警告をしている以上、彼女が把握しているシーモアの財政事情ではとても支払えないと踏んでいるのかも知れない。

　ただ、それでもシーモアは力強く笑みを浮かべた。

「任せなよ。言い値で支払ってあげるから」

「……………………へえ」

　フランが薄く目を見開いた。

　それから大きくのけぞる。薄っぺらい腹と胸が強調されて、呼吸をするたびにその下で内臓がうごめくのまで見えるようだった。

　上体が戻され、笑みがこちらに向けられる。

「まさかとは思いますけど、支払わなくても私がお兄ちゃんに優しくして、なあなあで許してあげるとか思っていますか？」

「それは僕に対する侮辱だよ。僕らはずっと契約で繫つながってきたのに」

「それとも実はルーミーさんをけしかける気だったりします？　あの人に狙われるのは私としてもかなり面倒ですし」

「同じ言葉を繰り返さないとダメか？」

「だからこそその繫つながりを惜しんでこうして聞いている訳なんですけど、お兄ちゃんがそこまでいうのなら仕方がないですね。本当に報酬は何でもいいんですか？」

「ああ。詳細はこれから詰めるけど、それ相応の好きなものを要求してくれて構わないよ。それだけの無茶ぶりをすることになるから」

「へぇ………………どんなことをさせられちゃうんでしょうか」

　シーモアはやるべきことを速やかに説明した。

　それは数分で済むような短い話だったが、その数分の間にフランは愕がく然ぜんと口を開き、そして終わった頃には手を叩たたいて笑っていた。

「お兄ちゃん、相変わらず最高ですね」

「だろ？」

「そしてそんなに強気な理由もわかりましたが…………一つ問題があります。人手が足りません。それをやろうと思ったら一人必要な人員がいることはお兄ちゃんもわかってますよね？」

　懐ふところから煙草を取り出して、咥くわえる。

　最近随分ともらう機会が増えた名刺たちをいじり回し、煙草の先端から灰が崩れる頃にようやくその一枚を見つけ出す。

「任せな。それは僕の知り合いにいるから」







　怪物たちの話し合いがこれから行われるから同行して欲しい。

　フランの下を訪れた翌日の夜、目が覚めてルーミーからそう告げられたシーモアは、とりあえず身支度を調えた。フォーマルな服装が必要になるかはわからないが、仕事に赴くくらいの気分ではいるべきだろう。

　サムを起こす前に新聞を取っておこうと思い、シーモアは外へ。

「…………あ」

　そこで一枚の封筒を見つけた。

　中を開いて確認し、小さく微ほほ笑えむ。

「シーモアさん？　どうかしましたか？」

「いや、何でもない」

　封筒を懐ふところへ。

　それからロフトに上ってベッドで眠っているサムを揺り起こした。昨日はサムが体調不良を起こしていることもあり、バーズアイ姉妹には外で宿を取ってもらっている。さすがに同じベッドに押し込むのは忍びなかったのだ。

　狭い部屋の弊害だ、と思いながらその細い肩に触れると、サムが薄く目を開く。

「………………パパ？」

「さ、行こうか」

　起き上がるのも億おつ劫くうそうな彼女を抱き上げて車へ。ロフトから降りるとルーミーが一度、不安そうにこちらの腕に触れてきた。

　エセックスを出す前にシャッターを開けようとして、

「シーモアさん」

「うん？」

「車、要らなそうです」

　開いた先は、既にシーモアの知る街ではなかった。

「……………………うわ、なんだこれ」

　そこは奇妙な湖だった。

　サッカーが行えそうなほどの巨大な洞窟。その床一面に水が広がっている。水面は澄んでいるがその底は見えず、どれほど深いのかは想像がつかない。

　振り返ればたった今抜けてきたはずのシャッターが消えていた。そこにあるのは苔こけむした岩のみで、どこから入ってきたのかもわからない。それどころかこの洞窟は綺き麗れいなドーム状になっていて、誰一人として入れる構造をしていない。

「明かりもないのに周りが見えているのが、不思議な感じだなぁ」

「その前に水の上に立っていることに疑問を持ってください」

「あ、それはそうだわ。ひぃ、靴がちょっと濡ぬれて気持ち悪い」

　足下を見てその不安感に飛び跳ねると、水面は僅かに波紋が立った。しかしその中に沈み込んでいくような不安感はない。

「や、いらっしゃい。転送された気分はどう？」

　声がして見み遣やれば、既に今回の話し合いのメンツは揃そろっていた。

「人間でも耐えられるように準備したから大丈夫なはずだけれど」

　そういって手を振ってきたのは魔女。

　馬の背に座って、その足をぷらぷらと揺らしている。

「獣ならざるものが我が居所を踏むことは不快だがな」

　精霊が不満げに唸うなった。

　その毛並みが濡ぬれることを厭いとっているのか、彼の身体からだは水面に浮かんだ葉によって支えられている。

「んー、こんな異界が現代にも残っているなんてね。神秘が色濃くて、空気がいいよ」

　暗闇がそういって、多分笑ったのだろう。

　今日ははじめからその姿を人に偽るつもりもないようで、いくつもの触手を水に浸したりしている。

「や、皆様お集まりいただいてどうも。アイスブレーキングに素敵なジョークはいるかな？」

　そして殺人株式会社マーダー・インク。

　社長であるクラウディア・ホーロックスと狼おおかみめいた男がそこに控えている。社長はいつも通りの表情だが、狼おおかみめいた男はさすがに緊張を隠し切れておらず、特に魔女に向けた強い敵意をびりびりと放っていた。

「突然飛ばすなんて不ぶ躾しつけですね」

　ルーミーもまた隣で不機嫌そうなものだから、少しだけ緊張がほぐれる。

　一度サムを抱え直してからシーモアは口くちの端はに笑みを作った。

「おはようございます。素敵な隠れ家ですね。ここでこっそりお酒を飲んだり、女の子を連れ込んだりするんですか？」

　返事は低く唸うなる精霊の声だった。

　人間的なジョークはあまり気に食わなかったらしい。魔女が手を叩たたいてくれたことが僅かばかりの救いである。

「それじゃあ、アイスブレーキングはシーモア・ロードがやってくれたことだし、さっさと本題に入ろうか」

「僕としてはあなたの面白ジョークというのにも興味がありますが」

「また今度のお楽しみにしておこう。シーモア・ロードとは長い付き合いになりそうだしね」

　こちらとしてはお断りしたいが、と溜ため息いきを零こぼした。

　水面を歩いて全員へと近寄る。

　怪物たちの視線がこちらに一斉に集まる様子は、そばにルーミーがいるという安心感を差し引いても背筋が粟あわ立だつような体験だった。どうしてもあの日の夜、マフィアたちと一緒に追い回された記憶がよぎってしまう。

「さて、それじゃあ不ふ肖しようながら私クラウディア・ホーロックスが仕切らせてもらおうか。当然ながら今回の話題はサム・ロードの力の行方についてだ」

　クラウディアが黒い影のような奇怪な腕を動かす。

「このままだとサムは今日にでも限界を迎えて、その力が破綻する。街中にリソースが指向性も持たないままにばらまかれる。恐ろしい事態だね」

　胸の中で目を閉じたままのサムが身をよじった。

「だからそれを避けるために、誰かがその力を消費する必要があるんだ。まぁ、奪い合いをしたっていいんだけど」

　ちらりとその視線がルーミーを捉える。

「そんな結果が見えていることをしたい人はいないよね」

　明確な同意をした人物はいなかったが、怪物たちもまたそれで同意しているらしい。それぞれに表情は違うが──あるいは顔がないので表情が読めないが──、口を挟もうとする存在はなかった。

　クラウディアが歪ゆがんだ笑みでこちらを見てくる。

「というわけで、単刀直入に決めてもらおうか」

　彼女にとってはどの選択肢が選ばれたところで変わらない。

　怪物の存在が衆目に触れ、新たな怪物の呼び水となることが彼女の目標に他ならない。となればこの状況に持ち込んだ時点で彼女の目的は達成されたも同然である。

「決定権は君にあるよ、シーモア・ロード。サム・ロードとルーミー・スパイクがその手の中にある時点で、全ては君が決められる」

　シーモアは、溜ため息いきを零こぼした。

「別に僕は、彼女たちを所有しているようなつもりはありませんけどね」

　それから、言葉を続けた。

「正直にいうなら、僕は少し怯おびえていたんですよ。世界を変えてしまうこととか、すごい力を手にすることに。だからそれを平然と行える君たちがすごい存在なのではとも感じてました」

「まるで今はそう思っていないかのような言い草だな」

　不満げに鼻を鳴らした精霊に微ほほ笑えみかける。

「はい」

「貴様」

「だって、それは君たちにとっての普通じゃないですか」

　恐怖は感じない。

　隣にルーミーがいるからだ。しかしそれは、ルーミーの力がそこにあるからという意味ではない。彼女がそこにいてくれれば、彼女がただの人間であってもきっとシーモアはこうして笑えていただろう。

「君たちは人を上回る怪物です。だから人よりも大きなことを語れるのは、その視座からすれば当然なんですよね。その規模が違っても、君たちは君たちの等身大で生きているだけです」

「ふぅむ。神相手にそんなことをいったのは君が初めてだけど、それがどうかしたのかな？」

「いえ、つまり僕は僕の好きなことをすればいいんだなって感じたという、それだけの話です」

　シーモアが何をいっているのかがつかめなかったのか、いぶかしげに隣から視線があった。

「シーモアさん…………？」

「さて、それじゃあ何をお見せしようかという話ですが、やっぱりこれですかね」

　サムを抱きかかえたまま器用に腕を動かして、懐ふところから封筒を取り出す。

　何の変哲もない、朝に届いたばかりの単なる封筒だ。シーモアはそれをルーミーへと手渡した。

「何ですか、これ」

「開いて、見てみて」

　いぶかしげな表情のままルーミーが封筒を開く。

　その中身をルーミーは速やかに理解したが、しかしそれでもその表情から怪け訝げんさが失われることはなかった。

「えっと…………」

「何かしら。こっちにも見せてくれると嬉うれしいんだけど」

　ぴらり、とルーミーが書類を彼らにも見えるように表にする。

「不動産屋さんからの、連絡です…………？」

「は？」

　と呟つぶやいたのは誰だったか。

　全員だったかも知れない。

　その反応が見たかったのだと、シーモアは内心で微ほほ笑えむ。

「実は最近、家が手狭になりまして。ずっと新しい、もっと大きな家を探していたんですがようやく不動産屋からいい感じの連絡がもらえたんですよ」

「シーモア・ロード、その話が今何の関係が…………」

「いえ、僕のような人間が借りられる家って少ないんですよ」

　シーモアのような怪しげな人間でも借りれて、家に関係性もわからないような少女たちを入れることができて、シーモアの会社の収益でもきちんと借り続けられる。

　探していたのは、そんな夢のような都合のいい物件だ。

「それが見つかったんです」

「………………！」

　気づいたのは魔女が早かった。

　彼女は馬ごと向き直るようにしてこちらを見て、まさかと言いたげに顔をゆがめる。

「あなた、それまさか、サムの力を使ったのかしら？」

　シーモアはシンプルに頷うなずく。

「意外と応用が利きくんですね。具体的なものを出すんじゃなくて、実際のものとの縁をつなげるようなことでも、祈ればなんとかなるとは思ってませんでした」

　怪物たちが不快感をあらわにしたのは当然のことだろう。

　彼らにとってサムとは自らの力を強めるための貴重なリソースだ。そして彼らには彼らなりの大義がある。家探しのような些さ細さいなことに使われるのが、愉快なわけがない。

「まぁ、いいだろう。我の力が減るのは気に食わんが、その程度で使い切れるような殻の中身ではあるまい」

「君のものと決まったわけでもないだろうにねぇ」

「怪物の不遜よね、そういう考え方って。シーモアもそういうのは嫌いだと思うわ」

　既に皮算用を始めてギスギスとし始める怪物たち。

　そんな彼らの注意を引くために、シーモアはルーミーへと目配せをした。ルーミーが一度足で水を蹴ると、その音だけで彼らは即座に止まる。

　ルーミーの敵意を引くことだけはどうしても避けなければいけないのが、彼らの立場だ。

「まぁ、そうですよね。僕みたいな矮わい小しような人間の願いで終わるようなリソースならば、最初から今回みたいな問題は起きていませんしね」

　その何千倍なのか、何万倍なのか、あるいはもっとなのか。

　具体的な数値はともかくとして、サムの力はそれだけ膨大な量を持っている。

「じゃあ、そういう話の上で、ご本人に会ってもらいましょうか」

　シーモアは腕を揺らした。

「サム、起きて」

「………………ぅ」

　そのまぶたが薄らと開く。

　サムは自分がどこにいるのかわからないというようにゆっくりと首を巡らせ、それからシーモアを見て微ほほ笑えんだ。寝ぼけたままらしい溶けた笑み。

「ほら、おはよう。そろそろ腕も疲れてきたし、ちょっと自分で立ってもらっていい？」

「えぇー…………眠い…………」

　そういいながらもサムはするりとシーモアの腕から降りる。

　その手が目をしきりに擦って、ようやく彼女の目ははっきりと開いた。

「──────！」

　動揺が、走る。

　彼らがはっきりと認識したからだろう。サムの目が輝いていない。力の集積に伴う異常な明滅はなく、ただ可か愛わいらしい少女の瞳があるだけだった。

　シーモアにはない感覚だが、彼らは何らかの形でサムの中のリソースを感知できるらしい。そこにあると信じ込んでいたためにたった今まで気づけなかったようではあるが、同時に彼らは理解した。

　サムの内側のリソースが消きえ失うせている。

　綺き麗れいさっぱりと。

「………………は？　いや、待て」

　精霊があんぐりと口を開く。

「シーモアの願いを叶かなえて、違うな。その程度で消える力ではないし………………」

　暗闇がいぶかしげに目を細める。

「何をしたのよ、あなた！」

　魔女が叫んだ。

　それら全ての反応が、シーモアが望んだものだ。

「人間なんて君たちからしたら大した存在ではないんでしょうね。わからないでもないです。君たちは強大ですさまじい存在ですから」

　でも、とシーモアは手頃な位置にあるサムの頭を撫なでてやった。

「人間のすごいところを知っていますか？」

　暗闇も、精霊も、魔女も。

　そんなことは知らないといいたげな顔をした怪物たちに、教えてあげる。

「それは気持ち悪いくらい沢山いることですよ」







「────お？」

　その日、ホリデイの店員は街角で足を止めた。

「おいおいおいおい！」

　その視線が引き寄せられていたのは、通りの一部を利用して行われていたバザーの、そのうちの一つの店舗である。

　道路に敷かれた布の上に、いくつかの金属の輝きがある。

　それはミルやサイフォンを筆頭とした、コーヒー豆を丁寧に淹いれるための道具である。造りの正確さから明らかに高級品だが、そこに貼られた値札は、いい意味で数度も見直してしまうような数字を示していた。

「ここ、これ売ってるんすか!?　こんな金額で!?」

「いやぁ、実はやっていた喫茶店を閉めることになりまして」

　この露店の店主であるらしい老婆がほこほこと笑う。

「縁のある方にお譲りできればと、こうして並べていたんですよ」

「それは自分すよ！　絶対！」

　店員が財布を取り出すまでに、数秒も必要ではなかった。







「さて、そろそろ家の整理も終わらせなきゃなんだけど」

　軍人の男は、叔母の家で首を振った。

　唯一残された親類である彼が、散々世話になった叔母の遺品を片付けるのは当然の話だ。そうではあるのだが、それにしてもこの家はものが多い。

「シーモアさんのところに頼めるのかなぁ。こういう大量の物品の移動って。それなら一度どっかにまとめて、家だけでも処分してしまって…………」

　ぶつぶつと今後の予定を呟つぶやきながら歩き回る。

「そういえば叔母が、シーモアさんには美人の恋人がいるっていってたっけ。いいなぁ。俺もそろそろいい相手を見つけて────」

　ずが、と男は足の小指を棚へとぶつけた。

「──────!?」

　悲鳴を上げてうずくまる男。

　鍛えているのになぜ足の小指はこんなにも痛むのかと、世の理不尽に怒りの声を漏らす。そうしてどうにか立ち上がろうとして、

「あれ？」

　彼の目の前に一枚のメモ書きが落ちてきた。

　棚の隙間にでも刺さっていたのだろうか。それを手に取った男の目が、少しずつ開いていく。

　そこに書かれていたのは、数桁の数字だ。

　誰かに見えないように隠された、意味ありげな数字の列。

「………………金庫！」

　軍人はまだ痛む足で、ばたばたと二階へ上っていった。







「いやぁ、これはズルなんじゃないかなぁ」

　ホーンズビー家の一室で、フランはくるくると回っていた。

　その手の中には金属部品が複雑に配された球体が握られている。球体の表面をいくつもの円環が彩いろどるそれは、アストロラーブと呼ばれる古い天体観測機器である。

　空を巡るいくつもの星の動きを機械的に再現するそれを、フランは手の中でいじる。

「『何でも欲しい報酬を』っていったら私が何かの情報を欲しがること、お兄ちゃんは絶対予想していたよねぇ」

　例えばどれだけ研究しても開けることができずに困っていた、古の時代の金庫だとか。

　アストロラーブを手の中で振ると、小さく内部で何かが転がる音がする。このアストロラーブについての由縁はフランの口を以ってしても語るのが億おつ劫くうなほどに長いが、ともかくとしてこの中には一部で極めて価値を持つ情報が隠されていることは間違いない。

　ずるり、と背後で気配がした。

　この家の中にいる怪物が、肩越しに覗のぞき込んできている。その頭をフランは軽く撫なでてやった。

「君も昨日はお疲れ様。散々無茶をさせちゃったし、一緒にこれを見ようか」

　喜んでくれている、のだろうか。

　この奇妙な同居人のことはフラン自身ですらつかみ切れていないところがある。しかし背中から動かないということは、少なくとも嫌ではないのだろう。

　特定の手順でしか開かない頑固な天体観測機器を、しかし迷うことなく動かした。

　なぜならば、フランは昨日それを願ったからだ。

　世界の方が、導くようにして、やがてそれを開いた。







「えっ!?　本当ですか!?」

　家にかかってきた電話を受けて、ベッキー・ラングレーは跳び上がるようにして喜んだ。

　電話の相手はラジオの放送局に勤めている知人である。知人は自らも嬉うれしげに、昨日のラジオ放送が好評だったために、ベッキーに今後も継続して仕事を頼みたいと上層部が判断したという旨むねのことを伝えてくる。

　一通り喜びを共有し合い、今後の連絡に必要な情報をメモしてから、ベッキーは電話を切った。

　受話器を元の位置に置き直しても感動は冷めやらず、足が勝手にステップを踏むような心地である。

「やった！　やった！　シーモアさんのおかげだ！」

　シーモア・ロードから連絡があったのは昨晩のこと。

　急きゆう遽きよラジオ放送の枠を一つ使うことになったから何か原稿が欲しいといわれた時には、正直やや正気を疑った。

　しかし事前に金を払われてしまっては選択肢などない。そうでなくとも恩人であるシーモアの頼み事を断るということは、ベッキーにとってはあり得ないことだった。

　そうして半信半疑で慌てて短い原稿をでっち上げ、驚いたことにラジオの放送は実際に行われた。

　そして、望外な幸運によって、それが新しい仕事へと繫つながったのである。

「シーモアさんにはうんと感謝しなきゃ！　ああ、いつお礼をいいに行こうかな！」

　思ってから、手元のメモに目を落とす。

　新しい仕事もすぐに取りかからねばならない。ベッキーはその髪を翻ひるがえしながら、自分の部屋へと駆け込んだ。







　そうしたこの街の細々とした幸運をシーモアは知らない。

　知らないが、多分何かが起きているのだろうということはわかる。

「皆さん、ラジオとか聞かれます？　昨日の晩に急に一個ラジオが放送されたことを知っている方は…………いなさそうですね」

　まぁそういうのがあったんですよ、と肩を竦すくめる。

「些さ細さいなお伽とぎ噺ばなしでしたが。そのラジオを聞いた誰もが、ちょっとだけ願い事をしてしまうような素敵なお話でした。電話を通じて視聴者からお願い事を聞いたりするコーナーもあったんですよ」

　そこまで語れば全てを説明したようなものだ。

　狼おおかみめいた男が顔を上げる。

「おい、まさか…………！」

「はい。そのラジオを計画したのは僕で、そして僕は、というかサムはその時に沢山の願い事を取得しました。何千だか何万だかは知らないですけど」

　あるいはもっとかも知れない。

　フランが本気を出して『なるべく多くの人間が特定のラジオを聞くように』と動いた場合の上限をシーモアは知らない。

　知っているのは、今日になったこの時から、サムの熱はすっかり下がっているという、それだけのことだ。

「僕の願いは矮わい小しようでサムのリソースを消費しきるにはとても足りません。ですが、それが膨大な数集えば、まぁ、結果はこうなりますよね」

「パパ、なんのお話？」

「もう終わった話。まだ眠い？」

「んー」

　サムが腿ももの辺りに顔をこすりつけてくる。

　寝起きのサムに何か食べ物があればいいのに。そうシーモアは想像したが、しかし虚こ空くうからパンやらベーコンやらが湧いてくることはなかった。

　つまり、もうすっかり彼女は元通りだ。

「さて、みんな適度に喜んでくれたかな？　まぁ、そんなに興味もないけど」

　街中で、ラジオを聞いて何かを願った人は、それなりの見返りを得たことだろう。

　そこに奇跡があったことにも気づかないような些さ細さいな幸福が、彼らに降り注いだに違いない。限りなく巨大な奇跡の力は、限りないだけの数によって矮わい小しよう化かされ、日常の中のほんの一欠片かけらに成り下がった。

　だから、本当にもう終わった話なのだ。

　今日ここを訪れた時点で全ては完了していた。この場の誰もが望んでいた力は、誰にも気づかれない形で使い尽くされ、その行方を決めるための会議はもう意味を持たない。

「な────」

　誰かの声にシーモアは視線を動かす。

「なんでそんなことを!?」

　魔女が吠ほえた。

「そんな、無意味なことをするなんて！」

　小さく笑う。

　そうだ。無意味だ。

　なぜならば、こんなことは一時しのぎでしかない。

　怪物の中の誰かに力を託すにしろ、ルーミーにサムの血を吸わせるにしろ、それは半ば恒久的なものである。サムの内部に溜たまったリソースは怪物に定められた方針に沿って消費され続け、今後サムが倒れるようなことは起きない。

　しかし、シーモアのこの対処は違う。

　ラジオを利用してサムの中の力を一気に消費したが、しかしそれだけだ。今回ほど派手に溜たまることはないだろうが、また日々を過ごすうちにサムには力が溜たまるだろう。そうなればまた別な対処を考えねばならない。

　場当たり的で、無価値で、適当。

　合理的に考えればこんな種類の手段を選ぶ理由なんてどこにもない。

　ただ、

「ねえ、ルーミー」

「はい？」

　話が急激に変化し追いつけていなかったのだろうか。

　ぼんやりと立っていたルーミーがこちらを見てくる。その彼女に、そっと窺うかがうようにシーモアは問いかけた。

「どう。予想外で、面白くなかった？」

　ルーミーが目を見開く。

　問いかけながらも答えはもう知っていた。

　なぜならばルーミー・スパイクは尋常ならざる力を持ちながらも変わらない生活が好きなだけの慎つつましい女性で、吸血鬼としての視座からごく自然に人間を誤差のように眺めていて、そしてそんな人間が予想外のことをするのがいつだって好きなのだから。

　沈黙。

　二人してじっと見つめ合って、それからサムを見た。少なくともこれで今日世界が決定的に変わることはなく、サムも含めた元通りの日々が帰ってくる。

「………………くくっ」

「………………あははっ」

　堪えきれずに喉を鳴らしたのは、二人同時だった。

　緊張からの解放と、誰しもの考えを出し抜いてやった達成感。そして何よりも、二人が望まなかった重たいだけの選択が失われたというその事実が、どうしようもなく胸をくすぐってくる。

　洞窟内に、程なくして二人分の笑い声が弾はじけた。

　そのルーミーの顔を見て、満足感を得る。

　そうだ。あの時もこの顔に見とれていて、そしてこれからもこの顔が見たかったのだ。だからこんなめちゃくちゃな対処をした理由は、それで十分すぎた。

「………………んぅぅ」

　ひとしきり笑ってから、眠たげなサムが眉間に皺しわを寄せたことで我に返る。

　啞あ然ぜんとしたまま対処の方法すら思い浮かばない怪物たち、そして殺人株式会社マーダー・インクの二人。一旦この場をお開きにしなければならず、ならば今、こんなにも楽しい気分の時に思い浮かぶ方法は一つだけだ。

　シーモアはサムを抱きかかえて、いう。

「さ、やっちゃえ、ルーミー」

　目の端に浮かんだ涙を指先で拭って、ルーミーが答えた。

「はいっ」

　その曖昧な指示が何を指しているのか真っ先に察したのは、やはり数々の経験がものをいうのか、狼おおかみめいた男であった。

「おい、お前ら、待て！　というかぶっちゃけ俺らは無関係で──────」

　その声を遮るようにルーミーが手を振り上げる。

「さ、じゃあ、これで終わりにしちゃいましょうか！」

　瞬間、膨大な黒い霧が生み出され、洞窟とその中にいたあらゆる存在をまとめて吹き飛ばした。




　気がつくとそこはガレージの前であった。

　あの洞窟は多分何かの能力で作られた、この世界のどこでもない場所だったのだろう。それがルーミーの力で弾はじけ飛んだものだから、元の位置へと戻されたらしい。

　出がけに開け放ったシャッターもそのままで、ガレージの中、エセックスのボンネットにサムが座っている。彼女は緩やかに一度あくびをした。元々体調不良だったところを無理して起こしたせいか、また一眠りする様子である。

　異界の中では時間の流れも歪ゆがんでいたのか、既に夜も終わりを迎えるらしい。

　道路を挟んだ向かい側、工場の頭を越えるように光が差しつつあることに気づいて、シーモアは慌てて手を伸ばした。

「おっと、ルーミー」

　近くに立っていたルーミーを搔かき抱いだく。

　太陽を背にするように立ち位置を調節すれば、シーモアの身体からだが投げかける影の中へとルーミーの身体からだが収まる。

「危ないよ」

「シーモアさんがいるから平気ですよ」

　ルーミーがシーモアを抱きしめ返そうとしてから、その手を止める。背中側に手を回せば日に焼かれると気づいたのだろう。

　ルーミーの手は結局、シーモアの胸元に添えられた。

「本当は、シーモアさんが何もしなくても平気になればいいと思っていたんです。そうしようと思っていたのに」

「まぁ、それはやめにしようか。ちゃんと二人で考えていこう」

「私一人で解決できるのに？」

「だとしても、僕がいた方が楽しいよ。だろ？」

　拗すねたようにルーミーが鼻を鳴らす。

「だから陰で何かをするのは、やめにしようか。助けてくれるのは嬉うれしいけど、僕にちゃんと話して、相談して、二人で決めよう」

「そんなことをしなくても、私の恋心は変わらないのにですか？」

「いいや、変わるよ。君は、これから」

「何でですか」

　あからさまにむっとした様子のルーミーに、微ほほ笑えみかける。

　背中には太陽の暖かさがあり、腕の内側にはルーミーの温かさがある。こうしてここに立つことができただけで、馬鹿みたいな真ま似ねをした甲か斐いがあったというものだった。

「これから僕と君は沢山のことをする。生きていく上で必要な、あらゆることを。そして僕は必ず君の予想を上回って、君を喜ばせる」

　だから、と彼女を抱きしめる腕に力を込めた。

「君はもっと僕を好きになるのさ！」

　この腕の中にいるのは、怪物だ。

　彼女は自分を愛してくれているが、それでも彼女が自分の敵であることは間違いない。愛をもってシーモア・ロードという存在を滅ぼそうとしてくる吸血鬼。

　だからこそ、シーモアはそれに立ち向かわねばならない。

「今だってこんなに貴方あなたのことが好きなのに、これ以上を求めるんですね、シーモアさんは」

「もちろんだよ。人間の恐ろしいところだよね」

　小さな振動が胸から伝わってくる。

　肩を震わせて、声もなくルーミーが笑っていた。シーモアの胸元を摑つかむ腕が目で見てわかるほどに揺れてから、やがて彼女は顔を上げた。

　ルーミーの顔にあったのは、どうしようもなく凄惨な笑みだった。

　彼女の背後で闇がうごめく。シーモアの影が、ガレージの内側の影が、あるいはこの街全体の影がうごめく。その膨大な力が起き上がり、触れているだけでこちらを押しつぶすような、怪物の気配がする。

「いいましたね、シーモアさん。シーモア・ロード。愚かで愉快な人間！」

[image: ]

「いったよ。だから始めようか。僕らの日々と、僕らの戦いを」

「ええ、ええ。いいですよ。そうしましょう」

　真正面から見つめ合う。

　彼女の金の瞳は、今爛らん々らんとした光を帯びていた。その内側にあるのは欲であり、怒りであり、そして愛であった。

「いつまでその意地が続くか楽しみにしてますよ、シーモアさん」

「君が嫌というほど君のことを惚ほれさせてあげるよ、ルーミー」














終　積み重ねていくべき明日









　夜の街をシーモアは一人歩いていた。

「はぁ」

　と何か溜ため息いきを零こぼしてはみたが、特に何かが困っているわけではない。

　昨日までの大騒動を思い出して、そして結局何も変わらなかったことに、溜ため息いきでしか表せない感慨を抱いていただけだ。

　街を巻き込んで何かができるほどの選択肢があった。

　そしてシーモアは何もしないことを選んだ。

　それだけの話。

「また明日から仕事を頑張らないとな」

　懐ふところの封筒に手を触れる。

　シーモアとルーミー、バーズアイ姉妹にサム。五人分の家にしては随分と破格の部屋が運良く契約できそうだが、それでも今のガレージよりも安いということはあり得ない。これからも自転車操業で金を稼ぎ続けなければならないし、これからもマフィアをはじめとしたあらゆる種類のトラブルが降り注いでくるし、そのたびに頭を悩ませることになるだろう。

　それに、ルーミーがあらゆる問題を解決してくれることも、もうない。

　なぜならば他ならぬシーモアが、それを望むからである。彼女に笑っていてもらうために、彼女の予想を覆くつがえせるような何かが必要になる。矮わい小しようで愚かな人間なりに頑張っているところを見せねばならず、ならばトラブルを見えない場所で全て潰されては敵かなわない。

　これから始まるのは、戦いだ。

　シーモア・ロードが自らの価値をかけて、ルーミー・スパイクに挑む戦い。勝ったところで利益はなく、負けたところで穏やかな日々が待つだけの、意味のない戦い。

　それでも、戦っている間はルーミーがきっと笑ってくれるならば、シーモアはそれに挑まねばならない。

「いや全く。よくよく僕は悩むのが好きなんだなぁ」

　そんな風に揶や揄ゆされたことを思い出し、次にそう指摘されたらもう否定することはできないだろうなとも思った。

　不意に気配を感じて、空を見上げる。

　その空のずっと高み、雲すらも超えたその先に、ルーミーがいることがわかった。人間が散歩をするとしたら地べたを這はいずり回まわるしかないのに、吸血鬼は散歩気分であんなにも遠い場所に上っていってしまうのだから困ったものだ。

　だが、まぁ、あまり気張っていても仕方がない。

　シーモアが選んだのはそんな日常で、そんな戦いだ。

　これからずっと吸血鬼に向けて人間の価値を叫び続けなければいけないのに、今日から緊張していては保たない。気楽に、適当に、普通に生きていくように、そうしながらも戦い続けなければならない。

　その手始めとして、シーモアは空に向かって大きく腕を振った。

「おーい、ルーミー！　これから引っ越し先を見に行くけど、くるー？」

　遙はるか高みから、金の瞳がこちらを見た。











あとがき






　突然ですが、世の中の人間というのは二種類に分けることができます。

　難しい話ではありません。

『引き籠もっていても平気な人』と『そうではない人』です。

　私がどちら側かといえば断然前者で、基本的に用事がない限りは外に出かけない。用事があってもたまに出かけないみたいな日々を送っても何も困りません。

　ただそれがなぜ平気かといわれれば、きっと本を友として育ったからなのでしょう。

　現実が狭く小さな部屋の中であっても、空想の世界が心の内に広がっていれば案外平気なもので、私は割とそういうものに助けられながら生きてきました。

　なのでこの本があなたの素敵な引き籠もりライフの供となればいいなと、そんなことも思ったりするわけです。




　というわけで、お久しぶりです、皆様。周す藤どう蓮れんです。

『吸血鬼に天国はない４』いかがだったでしょうか。サブタイトルは『アンデッド・アンラック・アンビリーバブル』です。

　噓うそです。




　人と怪物の話を書きたいと思い立って始めた吸血鬼シリーズですが、深掘りをしていくごとに書き始めた当初の自分が思っていたのとは違うテーマ性が出てきて、やはりこのジャンルは面白いですね。

　巻数を重ねることができるラノベ特有のよさだよなぁ、と最近しみじみ思いました。




　というわけで以下謝辞です。

　まともな時間に寝起きしていない私と連絡を取ってくださっている編集の阿あ南なん様、毎度続出するヘンテコなキャラたちに対応してくださっているイラストレーターのニリツ様。まともな時間に寝起きしていない私に付き合ってくれている家族。このご時世に連絡をしてくれる友人たち。

　そしてこの巻までお付き合いいただいた読者の皆様に、尽きない感謝を。




PEOPLE1『常夜燈』を聞きながら


二〇二〇年十月吉日　周藤蓮
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